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ベクトルの彼方かなたで待ってて










　聞こえてくるのは歯は車ぐるまの音。電子の囁ささやき、光の呼び声。




　この仲なか逗ず村には昔から半径二メートル程の穴が在あって、底が暗くら闇やみに溶とけているくらい、ふかーいふかーい穴が在あって、村人はそこに祠ほこらを建てて祀まつっている。

　ジゼルのデータバンクにはそれくらいしか情じよう報ほうはなかった。

「それ、本当の話なの？」

　半はん信しん半はん疑ぎでジゼルは尋たずねた。だって、そんなの聞いたことないもの。

　ジゼルの前を、枝をかき分け草を踏ふみつぶしながら山を進んでいくアスラは、振ふり返りもせずに陽気な声で答えた。

「本当だとも。昔な、φフアイベクトル創そう造ぞうを完成させる実じつ験けん段だん階かいで、かなりの数造ったもんさ。今でも新しん米まいや学生がやらかすんだ」

「よく世間にばれないね」

「φベクトルの存在理論自体が難むずかしいからな。科か法ほう使いのやることは大目に見られる」

　ざくざくとアスラは進む。鬱うつ蒼そうと林立するのは杉の木。無む論ろん、最初は植林のはずのこの山林も、今じゃあ原生林と化している。木こ漏もれ日びさえ差し込こまなくて、昼間なのに黄たそ昏がれ時どきみたいに仄ほの暗ぐらい。なんか陰いん気きな雰ふん囲い気き。いやだなあ、こういうの。田舎いなか独特の重たくてしけっぽい空気が充じゆう満まんしているよ。

　いったい、テラフォーミング完了からどのくらいの歳月が経たっているのだろう。

「あちっ。小枝で腕うでを切った」

　そう声を上げて、アスラが左二の腕を押さえた。ジゼル、呆あきれた声で、

「ほーらっ。だからちゃんと村に寄って、案内してもらえばよかったんだ。こんな、道なき山道を行くなんて、無む謀ぼうだい」

「お前な、人の切り開いた後をついてくるだけのくせに、そういうこと言うのか。そうか、そうか」

　非ひ難なんしたジゼルをアスラが一いち瞥べつした。この視線はまずい！　そう判はん断だんした時は既に遅く、ぐわしとジゼルは首根っ子を摑つかまれ、宙ぶらりん状態になっていた。いくらジゼルが猫だからって、この扱あつかいはなんなんだっ。

「なにすんだよーっ、アスラのおおばかやろう！」

「なーに、お前さんの言う通り、先に村に寄ろうと思ってな。但ただし、ジゼルだけ」

　そう言うと、アスラのおおばかやろうは、ジゼルをぶんと振り回し、麓ふもと目がけて放り投げようとしたのだ！

「うわーっ、うわーっ！　やめて、やめてーっ！」

　たとえ本気で投げるはずはないと判わかっていても、もし手が滑すべって弾はずみで飛んでしまったらどうしようっていうんだ。本当に飛んだら冗じよう談だんにならない、ジゼルは生体機械だから杉の木に全身打ち付けて、はいそれまでよ、なんだから。人は頭のコンピューターが残っていれば再生可能じゃないかって言うけれど、そんな単純な代しろ物ものじゃないんだぞ。

「ばか、騒ぐなって。投げるわけないだろう、そんなことしたらなつめに嫌きらわれ……」

　けらけらと笑っていたアスラが、不意に声をつぐんだ。憤ふん慨がいしてジゼルは手足をばたつかせていたけれど、その態度に気づいて怪け訝げんにアスラの顔を覗のぞき込む。

　アスラは林のどこかを凝ぎよう視ししていた。ジゼルも倣ならって視線の方向に目をやるが、視界には別段変わった物も変わったことも映らない。

「どうしたの、アスラ」

「……いや、なんでもない。さあ、行くぞ」

　そうかわすと、ジゼルを肩に乗せ、アスラは再び山を登り始めた。なにかジゼルは気にかかったけれど、まあ、それ以上の追つい及きゆうはしないでおくことにした。いつもは二十二にもなって猫相手にちゃらかす育ちすぎた悪ガキだけど、アスラの判はん断だん力りよくはジゼルだって買っている。だって、あのなつめの兄貴だもの（信じられないけど）。アスラが言わないと決めたら、てこでも言わないんだから。

「なつめ、怒ってるかなあ。無む断だんで来て」

「まあ、これでＣＰＵ交換は確実にやらされるな」

「げーっ。やりたくないって言ってるのにー」

　とやかく言ってる内に杉林は切れて、ちょっとした広場になっている場所に出た。真ん中に古めかしい小さな祠ほこらが建っていて、向こうの方に石段が見える。どうやら目的地に出たようだ。

「ほーらっ。向こうに階段があるじゃないか、こんな苦労して」

「浅はかだな。山は獣けもの径みちを行くのが浪ろう漫まんってもんだ」

「ふんっ、アスラのかいしょーなしっ」

「甲か斐い性しようならあるぞ。おかげでこんなところまで来て、山登りまでしちまった」

「だいたい、なんでアスラが来なきゃあなんないんだよお」

「俺おれが──」

　そうアスラが言いかけた時、祠の方から鋭い叱しつ責せきが飛んできた。

「おめえ達は誰だれだ!?」

　ぎょっとなって、二人一いつ斉せいに振ふり向くと、なんか野や暮ぼったい服装の、顔のごついおじさんが竹たけ箒ぼうきを片手に佇たたずんでいた。さしずめ村人Ａというところだろう。

　ほら、言わんこっちゃない、とジゼル、アスラを仰あおぐ。が、ジゼルが目を離した一いつ瞬しゆんに、アスラはがらりと人を変えていた。

「仲なか逗ず村の方ですね」

　動揺も全く見せず、声こわ色いろも落ち着いた、ビジネスマンのそれになる。アスラの態度に拍ひよう子し抜ぬけたか呆あつ気けに取られ、おじさんはワンテンポ遅れて幾いく度ども頷うなずいた。

「私わたくし、Ｅイー・Ｒアール・Ｆエフコーポレーションの会長かわな・セキの息子でアスラと申します。父の代理として仲逗の皆様に御ご挨あい拶さつに上がりました」

　にっこりとその端たん整せいな顔で営業スマイル。おじさん、こんな態度を他人に取られるのが初めてらしく、加えて『Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションの会長』という言葉が衝しよう撃げきを与えたらしい、口をぱくぱくさせて、なにも言い返せずアスラを見つめていた。

　こっちを見たアスラがニヤッと笑う。お見事。




　銀河随ずい一いちの企き業ぎようＥ・Ｒ・Ｆコーポレーション。基幹産業は完全専売の反重力システムとφフアイベクトル創造。φベクトルがあれば、今までの無む駄だの多いαアルフア軸じく走行の百分の一のエナジイで宇宙飛行が可能になるのだから、トップ企業になるはずだ。アスラはその会長夫婦の長男。ジゼルの本当の飼かい主は妹の方のなつめなんだけれどね。

　その彼がこんなへんぴな惑わく星せいの田舎いなかにやって来た理由は、山道で話していた通り、φベクトル創そう造ぞうの実じつ験けん段だん階かいであちらこちらに空あけてしまった【穴】をふさぐため、土地を、正確に言えばその【穴】を買取りに来たのだ。

「大目に見られるっていっても、そのまま放っておくわけにもいかんだろう。企業のイメージダウンに繫つながるし。だから、昔から【穴】を見つけては塞ふさいでいたんだ」

　これはアスラの弁。なーるほどね、企業主義は律りち義ぎなわけだ。

　この惑星桔き乃の藻もの【穴】は一年くらい前に発見されて、以前から交こう渉しようをしていたのだけれど、祠ほこらも建っていることだし、土地所有が村になっていたんで、話がこじれてなかなか進まなかったんだって。だから、アスラがわざわざやって来たんだ。

　村人Ａさんに連つれられて、ジゼル達は【穴】を拝はい見けんする前に村長さんの家を訪おとずれることになった。全まつたく、二度手間というものだ。

「……ええ、再三申し上げた通り、祠は村の近くへ移して、ご希望でしたら新しいものと建て替えて差し上げても結構です。先程見て参りましたが、かなり痛んでおりますね、早早に修復が必要かと存じます。むろん、費用は当社が全すべて負担致します」

　にこにこと、礼儀正しくアスラが説明している。あの【穴】がφベクトルに通じてることは黙っておくらしい。村の人達が村長さんの家にわらわらと押しかけてくる。あのＥ・Ｒ・Ｆの会長の息子が来たとかいって、村中てんやわんやの大騒ぎだ。

　それにしても、このアスラの豹ひよう変へんぶりったら！　困こん惑わくに頭を突き合わせている村長さんと助役さん五人に、いつものこいつの姿を見せてやりたいや。

　アスラは色々と理由をでっちあげて（むろん、社の重役会議で決定したでっちあげだけど！）、三次元ディスプレイで説明している。ジゼル、だんだん飽あきてきたので、一足先に【穴】見物と洒落しやれ込こむことにした。

「アスラーっ、ジゼル、【穴】見に行ってくるよ」

　ジゼルが不意に喋しやべったので、村の五人はぎょっとひるんだ。なんか失礼だなあ、この惑わく星せいはＥ・Ｒ・Ｆの勢力圏なのに。こういう星では人工知能も宝の持ちぐされだよ。

　まあ……銀河的に見れば、こういう星が圧倒的多数なのだけれど。

「あ、ああ、それならば、家うちの息子を案内につけましょう。一かず礎き！」

　困惑した調子で村長さんは家の奥に向かって声を上げた。別に、猫一匹に案内なんかつけてくれなくても──と思うけど、よっぽど気が動転しているらしい。変に気まずくなって、この星とＥ・Ｒ・Ｆの関係が悪化したら一大事だもんね。

　しばらくして、奥から一人の少年が顔を出した。十二歳くらいの、瘦やせた、真っ黒に日に焼けた少年だった。いや、待てよ。日系人は実際の年より若く見えるらしいから、十四、五歳かもしれないや。

「一礎、こちらのジゼルさんを祠ほこらまで御案内しなさい」

　仏ぶつ頂ちよう面づらの一礎君は、父親には返事もせず、じろりとジゼルを一いち瞥べつすると、

「こいっ」

　これまたぶっきらぼうに呼び掛け、たたっと駆かけていってしまった。慌あわててジゼルは後を追うが、背後で村長さんの、

「い、いや、あの年頃はなにかと親に反抗的で」

とかなんとか謝る声が聞こえた。第二次反抗期って奴やつかな。

　家を飛び出すと、一礎は田畑の間を風のごとく山へ向かって走っていく。さすがは田舎いなかの子、ジゼルがいくら走っても追いつけない。

　川を挟はさんだ平地には、黄金色に光る稲いな穂ほが揺れていた。ここら辺は米の生産地だ。

　仲なか逗ずに限らず、この惑星全体が日系人の星である。正式にはモンゴロイド系というのだけれど、日系人と称することの方が通俗的だ。どこかで見たような風景──それもそのはず、なつめの住んでいる夏なつ離り宮きゆうは日系人街の近くだったっけ。

　ああ、こんな農作業が人力で行われているなんて、人間は衰すい退たいしていくばかりだ。人工知能を嫌い、機械化を恐れ、外に出ることを拒こばんでいる。田んぼの中に放置された乗車コンバインを見て、ジゼルは感傷に浸ひたってしまった。一千年前のコンピューター大暴ぼう走そう時代というのは、そんなに恐ろしい時代だったのかな。人間に今までの輝かしい歴史を一いつ蹴しゆうさせてしまうくらいに。

　などと考えていたら、一礎に置いていかれてしまった。まあ、道は分かっているのだからいいか、とジゼル、のんびり行くことにする。

　広がる田園風景。こんなの見ていたら、なんかエルシが衰退せずに成長し続けている方が奇き妙みように思えてくる。惑星エルシに田舎いなかがないわけではない、夏離宮は田舎にあるのだし。

　でもね、なんか違う。エルシとは違う。よく解らないけど、なんか、こんな畔あぜ径みちを一人で歩いていたら、そのまま異次元に入ってしまいそうな、なんか、振ふり返りたいけど、振り返ってはいけない──そんな感かん触しよくがそこらじゅうに在あるんだ。

　考えていたら、なんか本当に怖こわくなってきた。やだなあ、まだ日も高いってのに。

「…………」

　やにわにジゼルは駆かけ出した。あーんっ、あの子、どこまで行ったんだよう。やだやだ、なんでこんなに静かなんだ!?

　石段を駆けのぼる。暗い蔭かげが行く先を隠かくす。梢こずえが重そうに振りかかる。えーんっ、肝きも試だめしの季節は終わってるじゃないか。

　ようやく石段が終わって、祠ほこらの前に一礎の姿が見えた！　と思った瞬しゆん間かん。

　ぼこっ。

　足元が、いきなり抜けた。声を上げるまもなく、そのまま落ちる。

【穴】に落ちた！　その閃ひらめきが全身を緊きん張ちようさせる前に、ジゼルは無意識の内に身体からだを反転させ、底に着地した。

　底があるということは、あの【穴】ではないということ。

　じゃあ、これは。

「やーい、ひっかかったあ！」

　上から幾人もの子供の囃はやし声ごえが降りかかった。キッと睨にらんで上を仰ぐと、一礎をはじめ、五、六人の子供の顔が覗のぞき込こんでいる。

　落とし穴だ。

「なにすんだよっ、この村じゃあお客に対してこういう失礼なことをするように躾しつけてあるのか！」

「お前達なんか客じゃない！」

　一礎の怒ど号ごうが飛んでくる。どうやら彼がグループの最年長、リーダーらしい。

「Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションなんか敵だっ。帰れ、帰れ！」

「そうだ、帰れ帰れ！」

　なっ、なんだあ？

「仲なか逗ずの村はお前達のいいようにはさせないぞ！」

「リゾート地になんかさせてたまるかっ」

　なんだってえ!?

　それはジゼルの方が驚おどろいたぞ。いくらでっちあげとはいえ、そんなリゾート計画の話なんか少しもしていないぞ。

「ちょっと待ってよ！　Ｅ・Ｒ・Ｆはリゾート計画なんか持ち出してないよ！」

　あらん限りの声でジゼルは否定する。が、純じゆん朴ぼくそうな顔して意外と頑がん固こなもので、

「噓うそ！　あたし、父さんたちが話してるの聞いたんだから！　Ｅ・Ｒ・Ｆが仲逗にリゾート地を造るって！」

「それこそ噓だい、勝手な作り話だ。だいたい、こんなへんぴな、なんにもないところにリゾート地造ったって、儲もうかるわけないじゃないか！」

　勢いで言ってから、しまったとジゼルは口を押さえた。しかし、もう後の祭り。

「しばらくそこにいろ！」

　故郷を傷つけられたと誤ご解かいした子供達は、顔を引っ込めるとどこかへ行ってしまおうとするじゃないか。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　出してよ！　ちょっとーっ」

　慌あわてて声を上げるが、もはやうんともすんとも返事はこない。行っちゃった。一気に力が抜けて、ジゼルはうずくまった。

　そうだよ。リゾート計画なんてばかばかしい。だいたいそんな計画なら本社がやるはずないじゃないか。おおかた、村を活性化しようと企たくらむ大人達の便びん乗じよう計画だろう。【穴】はくれてやるから、リゾート地にしてくれ、とか。きっとそうだ、そうだ。

　突然、キイキイ！　とヒステリックな鳥の鳴き声がこだました。びくんと緊きん張ちようが走る。

　そうだ、どうやってここから出よう。

　落とし穴は精せい巧こうに作られていて、足の引っ掛け場がない。アスラが探しにやって来るのが早いか、子供達が戻もどってくるのが早いか。

「……なつめえ」

　我ながら情けない声を上げた時、ぽとんと背中に何かが落ちてきた。

　なんだろうと何気なく視線を投げかける。

　半分に切れた毛け虫むし。

　スコップかなんかで切断したのだろう、切断面がぐじょぐじょになって、中から緑色の液体と白い糸みたいなものが引ひき摺ずり出されている。

　ジゼルは猫である。

　でも、生体機械だから、感覚や思考回路は人間のそれとほぼ同じに創つくられているのだ。

「うっ、うわーっ！」

　あまりのおぞましさにジゼルは絶叫を上げて身を振ふるった。途と端たん、ぼとぼとっと、上から何かが立て続けに投げ込まれた！

　子供達のしわざだ──その判はん断だんはそっちのけにされた。投げ込まれたもの全すべてがミミズやら青虫やらトカゲやら昆虫で、しかも御ご丁てい寧ねいに全部引きちぎって中身がどろりと出ていたのでは、ジゼル、やることは一つしかない。

「やだっ、やめて！　やめてやめてーっ！　アスラ助けて！　なつめ、なつめ！」

　必死に底の端っこにへばりつきながら、ジゼルはぼたぼた涙を流して悲ひ鳴めいを上げた。

「なーんだ、てんで弱っちいの。本当にロボットか？」

　ロボットなんて差別用語だ。そんないつもの憤いきどおりもなかった。少年の声が悪あく魔まの声に聞こえる。ぼとぼとと、異い臭しゆうをまき散らし死し骸がい攻撃は続く。

　どうしてこんな目に合わなくちゃならないんだ!?　こんなの理り不ふ尽じんだ理不尽だーっ。

「やめなさいよ、弱い者いじめは！」

　多分、その声はそういう風に言ったのだろう。叱しつ咤たと共に拷ごう問もんがぴたりとやんだ。それでもしばらくジゼルは張りついていて、なにも降ってこなくなってから二分くらい経って、ようやく頭上を見上げる余裕ができた。

「…………？」

　なにやら変なものが、ロープにくくりつけられた桶おけが降りてくる。

「乗って。大だい丈じよう夫ぶ、手を離したりしないから」

　さっきの、天使の救いの声がした。大丈夫もなにも、一刻も早く憐あわれな小動物の死し骸がいで埋うめ尽つくされた落とし穴を脱だつ出しゆつせんと、ジゼルは桶に飛び乗る。

　ようやく地上に出ると、少し離れたところにバツが悪そうに佇たたずむ悪わるがきと、ジゼルを心配そうに覗のぞき込むおさげの少女がいた。驚いたことに、彼女は金というか、オレンジ色の髪をしていて、双そう眸ぼうは碧あおく、この仲なか逗ずの村には似つかわしくない容よう貌ぼうをしていた。

「ごめんなさい、酷ひどいことをしてしまって。みんな仲逗がどうなってしまうか心配なの。リゾート計画が噓うそだって本当？」

　ジゼルは無言のまま頷うなずいた。怒っていたわけではない、そりゃあ、あの子供たちには腹をたてているけれど、この少女がちょっとだけ、なつめに雰ふん囲い気きが似ていたから……

　少女は立ち上がって一礎達に歩み寄ると、バシバシッと一人ずつに平手を食らわせた。

「もうっ、ちゃんと確かめもせずこんなことして！　あの子に謝りなさい！」

「でも夕ゆ見み！　あいつ、ロボットだぜ！」

　一礎が反論する。すかさずジゼル、

「ジゼルは生体機械だよっ」

「謝りなさい」

　厳きびしく夕見と呼ばれた少女は言い渡す。どうやらみんな十五歳くらいの夕見に適かなわないらしく、渋しぶ々しぶ頷うなずくと、ジゼルに向かってふてくされた調子ながらも、

「ごーめんなさーいっ」

「あ、うん……」

　なんかこっちも夕見の調子につられて頷いてしまった。この行き場のない憤いきどおりはどうすればいいんだろう？　まあいいけどね、こうなったら。

「あなた、ジゼルっていうの？　ねえみんな、お詫わびのしるしにジゼルを今夜の冒ぼう険けんに誘さそわない？」

「夕見がそうしたいなら……」

　どうやらジゼルの読みは間ま違ちがっていたらしい。親分はこの夕見だったのだ。うひゃーと思う程、絶対服従をとっている。年が一番の年長のせいかな。それでも、彼女くらいの年の娘が、こんな子供子供しているグループにいるなんて、ちょっとおかしいけどね。

　ともかく誤ご解かいもとけて、ジゼルは夕見達のグループに交ざって夕暮れまで遊んでいた。本当、のんびりしたところなんだなあ。鬼ごっこなんてエルシでは見かけたこともない。時は悠ゆう久きゆう、時は逆行。この一いつ瞬しゆんだけは、時間は昔からずっと止まっていて、今も同じままでいるような、そんな錯さつ覚かくがした。




「リゾート計画？　あるわけないだろう、こんななにもないところに」

　村長さんの家に泊とまることになったその夜、部屋に戻ってからジゼルはアスラに子供達の話を聞いてみた。果たして、アスラは冗じよう談だんにもならんと一いつ笑しように付す。

「なーるほどな。確かに村長達の言葉にそれらしき含ふくみはあったよ。安心しなさいとでも言ってくれ」

「う、うん……でさあ、夕見って子、記き憶おく喪そう失しつなんだって。半年くらい前に仲逗にふらりとやってきた時にはもう名前も家も判わからなくて、今はお医者さんの家に下宿してるんだけど……ねえ、アスラ。夕見の記憶戻もどすことできないかなあ」

　子供達の中にいても今一つぎこちない夕見。年のせいもあるだろうけど、自分の過去がない、それが彼女を不安定にさせているのだと思う。当人は至いたって気にしていない様子だったけれども。
















「そのがき大だい将しようの娘か」

「うん。夕見がこの村に来た時、一礎達がからかいに行ったんだって。そしたら、反対にこてんぱんにやられちゃって、だから親分になったんだ。夕見ってすごく力が強いんだよ。みんなが一いつ斉せいにつっこんでも、ぽぽーいって投げ飛ばしちゃうんだ。きっと生まれ故郷は、重力調整のしていない大きな星だったんだよ」

　久しぶりに身体自身を使って遊び回ったので興こう奮ふんして、息を弾はずませ語るジゼルに、ふんふんとアスラは頷うなずき返した。そして、

「その子の故郷は判わかっている」

「……え？」

　会ったこともないのに──？　そのジゼルの疑問は、次のアスラの言葉で喉のどの奥に吞のみ込こまれてしまった。

「エルシだ」

「アスラ!?」

「一年前だ。この仲なか逗ずに【穴】があることが判り、Ｅ・Ｒ・Ｆは初期調査を行うため、通常通り侵しん入にゆうサイバノイドを一員に加えた調査団を秘ひ密みつ裡りに送った。しかし、彼等の乗った宇宙機が異常を起こし、仲逗から遠く離れた地で墜つい落らく、炎上した。乗客は全員死亡、サイバノイドは機体と融ゆう接せつしてしまった──そう処理された」

　淡たん々たんと語るアスラ。まさか。ジゼルの目がだんだん開いていくのが自分でも良く分かった。

（夕見はすごく強いんだ）

　一礎の誇りと尊敬と淡い恋心を秘めた言葉が蘇よみがえる。

「夕見はサイバノイドだよ」

「うそっ──……」

「俺おれもこの目で確かめた。始めに山に登った時、夕見を見かけたんだ。すぐ逃げられたがな。向こうも俺を見てもどかしそうな顔をしていた。あれは【穴】の調査用に製造されたサイバノイド、ＡＳアリス７５１だ」

「……なんで少女タイプにしたんだよ」

「連邦の規制が去年から厳きびしくなったんだ。戦闘及びそれに準ずるサイバノイドの輸出の禁止、宇宙航行の禁止。アリスのボディは乱流状態のφフアイベクトル開口部に突入するために頑がん丈じようにできているから、連邦の監かん視しの目を潜くぐるには比較的目の届きにくい子供に扮ふんし、しかも表層は人工知能で自我を持たせてごまかすしかない」

　ジゼルはきっと唇くちびるを嚙かみしめた。なつめが人間くさい表情をするのねと笑ってやまなかった悔くやし顔を作る。

　夕見がサイバノイドなんて！

「半年かかって目的地に着いたようだな。記憶はなくとも表層下のプログラムが覚えていたわけだ」

「表層……って、それじゃあ、今の夕見の自我は」

「カモフラージュだよ。記憶を取り戻せばアリスとしてのプログラムが働く」

　ジゼルは何も言えなくなってしまった。なにかしっくりいかない夕見。それでも、みんなに慕したわれて、あんなに楽しそうに生きている夕見から、その幸せを奪うばってもいいのだろうか？　連邦が一定以上の自我プログラムをサイバノイドに植えつけてはいけないと規制したのは、こういう事態を考こう慮りよしてなのか。

　ジゼルは力を持たない。コンピューターの頭を持つだけ。だから自我が、人工知能が無制限だ。でも、夕見は……

　今の夕見が幸せ？

　アスラがぽんとジゼルの頭に手を乗せた。

「夕見は記憶を取り戻もどしたいと言ってるのか？」

　かぶりを振ふって否定するジゼル。アスラは頷うなずいた。

「事故のショックでアリスプログラムは押し込められているんだな。外から治ち療りようしない限り、アリスは出てこない」

「アスラ！」

「ここの【穴】にはもうアリスの仕事はないし、出てきたところで人間を攻撃するプログラムはないから、まあ放っておいても大だい丈じよう夫ぶだろう」

「…………」

　ジゼルはアスラの配はい慮りよに、嬉うれしくて飛びつこうとした。でも、だめだった。頭のどこかでおかしいと思っているのだ。サイバノイドである以上、このままにしておいてはいけない。そう思っている。

　だめだよ、アスラ。そういう態度は。『情』をかけちゃあいけないんだよ。きっと、アリスだってそう考える。アスラは解らない。人工知能を持つもののプライド。人間には解らない。自分の存在へのプライド。

　ジゼルは、じっとアスラを見つめるしかなかった。




　冒ぼう険けんごっこは夜中に始まった。【穴】に十一時に集合する。こっそりと家を抜け出して、わくわくどきどきの夜中の山の探検。

　ジゼルは心重いまま、一礎と一いつ緒しよに【穴】に向かった。初めて見る立ち入り禁きん止しの柵さくで囲まれた【穴】は、別段おかしなところもなく、なんの変へん哲てつもないただの穴だった。月が真上から差しても底が見えないだけで。底は見えるはずない、不ふ可か思し議ぎなφフアイベクトル空間に直通しているのだから。

「昔からこの山で神かみ隠かくしが起きるんだ。みんな、この穴に吞のまれたって恐れている」

　一礎が説明する。それは当たっている。φベクトル創造はＥ・Ｒ・Ｆコーポレーションの製造する特殊な設備を必要とし、それはエルシにしかいない科法使いにしか扱あつかえないのだから。【穴】に落ちた人は二度と戻ってこれない。

「さあ、出発！」

　夕見の明るい声が山に響ひびいた。ジゼルも陽気に行こうとしたが、どうしても顔が強こわばってしまう。こんな時は自分が猫型生体機械であることがありがたい、だってよほど親しい人じゃなければ表情はバレないもの。

　めいめいお菓子やらお握にぎりやらジュースの入ったリュックを背負い、祠ほこらの裏から山道に入った。今日は大人達は集会があるので、みんな気楽なものである。

「夕見ーっ、映え未みが転んだー」

「早そう音ね、もうオムスビ食べてるー」

「ねえ、歌おうよ」

　きゃいきゃいと大騒ぎ！　子供の遠足そのものだ。一礎の後にひっついていたジゼルも、彼等の天てん真しん爛らん漫まんなお喋しやべりに、心のもやもやが吹っ飛んでしまったよ。そうだよ、後はジゼルの考えることじゃあない、アスラの考えることなんだ。

　山道はすぐ獣けもの径みちに代わり、細く、でこぼこの径をよたつきながら歩く。みんな、昼間は何べんも通っていると言ったけれど、夜は全然雰ふん囲い気きが変わって、年のいかぬ映未ちゃんなんか、半べそかいて、夕見のスカートをしっかり握にぎり締めていた。

　夜光性動物の低い鳴き声や、がさっと繁しげみが揺れるのに、一いち目もく散さんで逃げたり、なんやかんやとやっているうちに、山頂へと出た。山といっても、そんなに高い山じゃないから、麓ふもとの村の一軒一軒が手に取るように分かる。

　そこで休きゆう憩けいして、夜食をとった。

「ねえ、あそこの光はなに？」

　祠ほこらの反対斜面にある建物に気づいて、ジゼルは一礎に尋たずねた。

「あれは集会場だ。親父達が今頃宴えん会かいしている」

「話し合いじゃないの？」

「ねえ、脅おどかしにいこうか」

　誰の提てい案あんだったのだろう。ともかく、その提案はスリリングな夜中の冒ぼう険けんで気分の高こう揚ようしていた彼等に、すこぶる高く評価された。

「よし、行こう、行こう！」

　そく行動に移ったジゼル達は、集会場の明かりを目指して山を下りた。途と中ちゆうで各自脅かすべく材料──しだれ柳やなぎに似た葉の枝や、顔よりも大きな葉っぱとか、振ふり回すとじゃらんじゃらん騒そう々ぞうしい音を立てる実のついた蔓つるとかを調達し、準備は万端。

「ねえ、こんな夜中にうろうろしていたのがバレたら怒られるんじゃない」

「大人が怖こわくていたずらやってられるか」

　だって。なーるほど、とジゼルは深く納なつ得とくしてしまう。記憶を失った──いや、記憶なんかもともとない夕見も、すっかり適応してしまっていて（これは人工知能の学習能力の賜たまものだ）、ジゼルは彼女に作ってもらった草の仮面をつけて乗り込むことになった。

　大人達の話し声が聞こえてくる。プレハブ小屋の集会場の裏手に回って、いつでも逃げられるように道を確保してから窓から突とつ撃げきすることになった。

「よし、行こう」

「待って」

　どきどきする心臓を、夕見の小さく鋭い声が止めた。

「雰ふん囲い気きが変よ。宴会じゃないみたい」

「なにか話し合ってるぞ……」

　宴会騒ぎにまぎれて脅おどかそうとしたのが、当の宴会が行われていなくて、みんなして拍ひよう子し抜ぬけてしまった。ちぇーっと一礎が舌打ちする。ジゼルだってがっかりだよ。

「……夕見を使おう」

　ふとそんな言葉が耳に飛び込んできた。みんなも聞こえたらしく顔を見合わせる。目と目で意見は一致して、そっと窓ににじりより、聞き耳を立てた。

「……仲なか逗ずも年々寂さびれるばかりだ」

「頼たのみにしていたＥ・Ｒ・Ｆは当てにならなくなった。リゾート計画の実行には巨額の資金が必要だ、村起こしにはなんとしてもスポンサーが必要なんだ」

「だから夕見を使おうと言ってるではないか」

「でも、どうやって」

「先生、夕見がロボットだというのは本当なんだな」

　なんだって!?

　慌あわててジゼルは夕見を振り返った。みんなも同じ態度を取っている。驚きというよりも、『今なんて言ってたの？』、そんな疑問を投げかけるような表情で。耳だけが異常に緊きん張ちようして。当の本人は、まるでリセットした時のように目を開いて微動だにしなかった。

「ああ。最初の治ち療りようの時に……恐らく、Ｅ・Ｒ・Ｆの最高級品だと思う……」

　先生。夕見の泊とめてもらっている診しん療りよう所じよの医者だ！

「そうだ、あの身体にはＥ・Ｒ・Ｆの最新技術がわんさか詰つめ込こまれているはずなんだ。だから、連邦に夕見を叩たたき売れば、連邦のバックアップがもらえる！」

「でも、この星はＥ・Ｒ・Ｆの勢力圏内だぞ、敵対する連邦にそんなことしたら……」

　その言葉も終わらぬ内に、傍かたわらにいた一礎が突とつ如じよ飛び出した。

　ガシャン！　と窓ガラスを蹴けり破って、啞あ然ぜんとしている大人達の前に立ちはだかる。

「そんなことさせるもんか！　夕見は俺達の仲間だ、売らせたりするもんか！」

「一礎!?」

「仲逗をリゾート地になんかさせるかあ！」

　あっ──と思った時には一礎は手に携たずさえていた枝を、円を組んでいる大人達めがけて投げつけていた。それに続いてぼーっとしていた他の子供達も、手の中の武器を投げつける。

「大人なんかだいっきらいだ！」

「夕見、逃げよう！」

　わあっと喚かん声せいを上げて、子供達は山に向かって走り出した。ジゼルもとんだ展てん開かいになったものだと焦あせりながら、夕見のことが心配で一礎に続こうとした。けど、夕見自身が動かない。いけない、記憶を取り戻しかけてるのかもしれない。

「一礎、夕見が！」

「夕見！」

　戻ってきた一礎が夕見の腕を取り、有う無むを言わさず駆け出す。ジゼルも走り出した。突発的なできごとに大人達は対処できなくて、すぐには追ってこなかった。でも、時間の問題だ。ジゼルが子供達をそそのかしたとでも思われたら、アスラに申しわけない。

　暗くら闇やみに紛まぎれ、ジゼル達は山の奥へ奥へと入っていった。夜よ闇やみに強いジゼルが先に立って、一礎の導きで進んでいく。微かすかに子供達の名を呼ぶ声が聞こえてきた。

「急げ！　隠かくれ家がまで行くぞ」

　一礎の連つれてきた隠れ家は、枯れ木と蔦つたや葉が作った空くう洞どうのことだった。祠ほこらの上に位置するそこへたどりついた時は、もうジゼルはくたくただった。みんなも大きな息を吐ついて、疲れたように腰を下ろす。

　夕見だけが、空洞の入り口でぼーっとつっ立っていた。

　そう、ぼーっとしている、そんな表現がぴったりだった。自分が機械であると知らされ、驚きよう愕がくしているのでも、混乱して途方に暮れているのでもなく、ましてや即座に承知して、自分の立場を悲ひ観かんしているのでもない、ただ気力が抜けたようにぼーっとしている。

　これは……

「夕見、心配するなよ。俺達は味方だよ」

　一礎が戸と惑まどいながらもそう言葉をかけた。夕見が怯おびえているのだと思ったのだろう。自分は人間だと思っていたのが、いきなりロボットなんて言われて──

　でも、違う。夕見は、怯えているのでも混こん乱らんしているのでもない。

「俺達は大だい丈じよう夫ぶだよ、夕見がロボットでも。ほら、ジゼルとだって仲良くやってるじゃん」

「ジゼルは生体機械だよ。それに、夕見はサイバノイドだ」

　つい癖くせで訂てい正せいを求めてから、しまったとジゼルは首をすぼめた。が、みんなの驚きに満ちた顔が一いつ斉せいにジゼルを覗のぞき込む。それは別に、彼女が『サイバノイド』だから、というわけではなかった。

「ジゼル、知ってたのか？」

「……うん。一年前この星に、宇宙機が墜つい落らくしてサイバノイドが行方ゆくえ不ふ明めいになったって聞いてたから……」

　ちょっと決まりが悪く、ジゼルは説明した。みんな、そのまま黙り込んでしまった。

　逃げたからって、このまま逃げ続けるわけにもいかない。今は大人達を説得できたとして、それから夕見を仲なか逗ずに置いておけるものだろうか。そうしていいのだろうか。いつかまた、夕見を売ろうなんて話が出たら。機き密みつ部分になんの断りもなく、誰かが手を触ふれたら自じ爆ばくシステムが働くはずだから、その点はいいとして、問題は夕見自身だ。

　ちらりと夕見を一いち瞥べつする。とりとめのない面おも持もち。本当に記憶が戻もどりかけているの？

　チカッと眩まぶしい光が隠かくれ家がに差し込んだ。反射的に背を向ける。

「見つけたぞ！」

「さあ、出てくるんだ」

　見つかった！

「Ｅ・Ｒ・Ｆのロボットも一いつ緒しよだ！　聞かれたぞ！」

「捕つかまえろっ」

　なにいっ、捕まえろだとおーっ。それで、口くち封ふうじか!?　もう、ジゼルは怒ったぞ！

　タンッと飛び出しざまに爪つめを出し、ジゼルは一番手前で懐かい中ちゆう電灯を携たずさえていた男の顔を、いやというほど引ひっ搔かいてやった。それが口火となって、子供達が喚わめきながら雪崩なだれ出る。後は月夜の下、しっちゃかめっちゃかの大乱闘になってしまった。山の中では子供の方が機敏で、なかなか大人達は捕まえられない。ざまーみろだっ。

　その中で、蔭かげに隠れて一礎が夕見を引っ張り、逃げ出す姿を見かけた。もう、このままなるようになれだ、頑がん張ばれ、一礎。

　その時だった。

「きゃあーっ！」

　幼い悲ひ鳴めいが夜の山を切り裂さいた。ビクンとみんなの動きが瞬しゆん間かん凝ぎよう固こする。今のは!?

「やーっ、やーっ！」

　バキバキと枝が折れる音、大地の滑すべる音、あれは、映未ちゃんの声。

「落ちたぞーっ」

「映未が落ちた！」

　ジゼルの心臓がドクンと大きく揺れた。鼓こ動どうが速くなる。みんなの顔が恐きよう怖ふに凍こおりつく。次の言葉を待って、誰もが動きを止めたまま、下へ降りていった光を目で追う。

「穴に落ちたぞーっ！」

　やっぱり！

「映未ーっ」

「映未!?」

　つんざく金かな切きり声ごえ。映未ちゃんのお母さんだろうか。

　ざわざわと、【穴】の側へみんなが集まってくる。ジゼル達も呆ぼう然ぜんと下りていった。子供達の足がすくんで、何回もよろめいていた。落ちたのは自分だったかもしれない。その恐きよう怖ふだ。無論、ジゼルだったかもしれない。

【穴】に光が差し込まれる。無む駄だだ。光は闇やみに吸収され、その奥を寸分たりとも見せようとしない。

　ジゼルはφフアイベクトル走行なら何度でもしたことがある。でも、φベクトル空間自体に入った経験はない。

　映未。

　六つの、おかっぱの少女。夕見みたいに三あみにするんだと、夕見に憧どう憬けいしていた子。

「帰って、これない……？」

　知らず知らずのうちに言葉がこぼれたジゼルを、ひょいと誰かが抱き上げた。

「【穴】に落ちた者が帰ってこれないのは、座ざ標ひようが定まっていないからだ。φベクトル自体は危険な空間じゃない。エルシでは何人も科法使いが空間内で働いているだろう」

「アスラ！」

　ジゼルはアスラの肩に乗ると、ひしと抱きついた。よっかかるものが欲しかった、抱きつけるものが欲しかった。

「アスラ、アスラ、映未ちゃんが……！」

「分かっている」

　ぽんぽんとジゼルの頭に手をやるアスラ。村人の視線がアスラに集中した。

「Ｅ・Ｒ・Ｆの……」

　その誰かの呟つぶやきで、【穴】の縁ふちで懸けん命めいに映未ちゃんの名を泣き叫んでいた女の人が、髪を振ふり乱してアスラに飛びついてきた。

「あ、あんただろう、あんたなら映未を助けられるんだろ!?　映未を、映未を助けて！」

「そ──そうだ。あんた、この穴を欲しがっていたじゃないか。学術調査がしたいんだろ？　この中に入りたいんだろ!?　入って映未を助けてくれ！」

　わいのわいのと、みんなアスラに向かって助けを請こい始めた。ううん、半分は非ひ難なんが入っている。口には出さないけど、アスラに責任を押しつけようとしてる！

「そんなこと、今のアスラにできるはずないじゃないか！　こんななにもないところで！」

　きっとこの非難には、これは夕見のせいだ、夕見はＥ・Ｒ・Ｆグループのものだから、アスラの責任だ、そういう意味も含んでいるんだ。ジゼルは悔くやしくって、悲しくって、涙がにじむほどだった。そりゃあ、【穴】を空あけた責任はアスラにあるかもしれないけど、それをさっさと渡さなかったのはあんたたちがごうつくだったからじゃないか！

　ジゼルはアスラを瞥べつ見けんした。アスラが首を横に振れば、そう期待した。

　けど。

「では、お約束の件は御承知いただけたということですね」

「アスラ!?　こんな奴やつ等らなんか……！」

「ジゼル、気持ちは有あり難がたいが、今は女の子を救出することが優先だ。ぐずぐずしていると飛ばされた座標が追えなくなる」

　アスラの口早に囁ささやいた言葉で、ジゼルははっとなった。そうだった、今は映未ちゃんが。

「し、しかたあるまい。そちらの希望の額でお譲ゆずりしよう。早く映未を」

　村長が額に汗をかいてアスラに応こたえる。今は一刻の猶ゆう予よもないと、みんな同意を示して首を縦に振った。でも、アスラ、こんななんの設備もないところで、どうやって!?

「では」

　アスラが手を伸ばしたのは、しかしながら、夕見だった。ぴったりと寄より添そっていた一礎がびくんと震ふるえたのがよく判わかった。

「アリス、おいで」

　ざわざわと、みんなが困こん惑わくに顔を見合わせる。一礎が夕見をしっかりと摑つかまえた。

「アリス、私を覚えているだろう。さあ、自分がなにものなのか、思い出してごらん」

「違う！　夕見は違う！」

　一礎が怒ど号ごうを飛ばす。自分だってなにが違うのか解っていないだろうけど、一礎は夕見を押さえたまま、じりじりと後退した。

　みんな息を吞のむ。何な故ぜここで夕見が関係するのか解らない、そんなていだ。

　夕見なら、この中に入っていける夕見なら、映未ちゃんを助けられると!?

「夕見は関係ない！　夕見にはできない！　夕見はお前のものじゃない！」

「アリス。おいで」

　アスラは一礎の言葉を黙もく殺さつした。一礎がかぶりを振って夕見を抱きしめた時、それまで夢うつつ状態だった夕見の双そう眸ぼうに光が宿り、一礎の手を押しのけた。

「夕見!?」

　ふらりと覚おぼ束つかない足取りで、アスラへゆっくり歩み寄る夕見。

「さあ、自分はなにものだ？」

「……私はＡＳアリス７５１。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーション、流失φフアイベクトル特捜班所有サイバノイドです。サー・アスラ、照合しました」

　淡たん々たんと質問に答える夕見──アリス。アスラは頷いた。

「じゃあ、自分の役割を果たせるだろう。映未という少女が中に落ちた、救出が最優先事項だ。映未の座ざ標ひようを割り出し、お前の移動ポテンシャルを映未に与えろ。お前は科法使いが捜さがし当てるまで待っているんだ。映未は覚えているな」

「覚えています、サー・アスラ。ＧＯサインを」

「夕見！　行くな！　夕見が犠性になることはない」

　一礎が叫んだ。映未の代わりに夕見が消えてしまう、そのことをなんとなく察知したのだろう。確かにアスラは言った。夕見は映未の代わりにφベクトル空間をさまようのだ。

「夕見……俺達のこと、忘れちゃったのか？」

　一礎の言葉に、しかしながら夕見は、今までと全まつたく変わらない笑顔を彼に向けていた。

「一礎、私はこの【穴】に入るために造られたサイバノイドなの。行くわ」

「だ、だって、夕見だって危険だ……夕見だって本当は嫌いやなんだろう？　仕方なしに行くんだろう？　夕見じゃなくたっていいじゃないか、夕見がロボットだからってそんなことさせるなんて！」

「私、行きたいの」

　そうだ。

「変な子ね。私はここに入るために生まれてきたの、嫌じゃない。大だい丈じよう夫ぶ、この中にいても私は平気。でも、映未は早くしないと危ない。心が危ない」

「アリス、行け」

「はい」

　夕見は頷うなずくと、みんなが呆ぼう然ぜんと佇たたずむ間をぬって、【穴】に飛び込んだ。闇やみが夕見をするりと吞み込む。

　それっきりだった。

　一礎がぺたんと座り込むのが見える。

「もう平気です。映未ちゃんはいったん、エルシの本社に転送されますので、すぐに連れん絡らくをとってこちらまで送らせます」

　アスラの声が遠い。みんなが不安そうに、だけどアスラに促うながされて石段を下りていく。子供達もまた、一礎も村長に手を引っ張られて。

　静せい寂じやくが山に戻もどった。

「ジゼル、ジゼル」

　強く揺ゆさぶられて、ジゼルは夢から醒さめたように意識と感覚が一致した。アスラがジゼルを見ている。もうみんな里へ下りたようで、今は二人だけだった。

「アスラあ……」

　なんだか声が泣き声になってくる。そうだ、そうなんだ。

「悪い、ジゼル。そうだったな、お前達はそうだった」

　ぐしぐしと顔をアスラの肩に押しつけた。アスラも解ってくれた。ジゼルと同じ気持ち。

　アスラはジゼルの背に手を当てながら、そのまま月の照る石段をゆっくりと下り始めた。

「そうだよなあ。いつだって、お前達は俺達のプログラムに従ってくれる。ちゃーんと、忠実に。最初からそうすればよかったんだ」

「……夕見は助かるの？」

「確かく率りつは四十一パーセントかな。映未の飛ばされてきた座標から弾はじき出して……悪いな、ジゼル。でも、俺はなつめと違って機械の気持ちなんか解らないから、ちゃんと言ってくれよ。そのためにお前とこうして出歩いてんだから」

「うん──ねえ、アスラ。コンピューター大暴ぼう走そうの時も、機械はきっと忠実だったよね」

　石段を下りる規則正しい弾はずみが、ジゼルの心を軽くする。

　アスラはしばらく沈思黙考していたけれど、

「そうだろうなあ。やっぱり、扱あつかう人間の問題じゃあないかな。人間の心のストレスが原因だったんだよ」

「……夕見は良い子だった」

　ぽつんとジゼルは呟つぶやいた。

「さあ、明日から【穴】埋うめ作業だ。見ていくか？」

「早くなつめのところへ帰りたいよ」

　仲なか逗ずの大きな月は、夜も更ふけた地上にオレンジ色の光を静かに降らしていた。
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　ジゼルがそれを思いついたのも、決してアスラへの対抗心からではないことを、最初に断っておこう。

　数日前から夏季休暇と称して、せわしいネオトキオシテイのＥ・Ｒ・Ｆコーポレーション本社から、アスラがこの別べつ邸てい、通称【夏なつ離り宮きゆう】へ避ひ暑しよに来ている。

　なつめが喜ぶ（現在進行形）。

　ジゼルは気にしない。

　五つ年の離れた兄君のアスラが、久しぶりに妹に顔を見せに来たのだから、当然のことだろう。ジゼルが気にすることはなにもない。そうだろう？

　だから、この閃ひらめきは、決して、なつめの気を引くためとか、アスラの鼻をあかしてやりたいとか、そういう不純な動機があってのことではないのだ。だって、人間のアスラを相手にしたところで、詮せんなきことだ。

「いよっ、ジゼル。久しぶりだなあ」

　噂うわさをすればなんとやら、だ。廊ろう下かの角かどを曲がったところで、アスラとはち合わせてしまった。久しぶりって、嫌いや味みな奴やつだなあ。ジゼル、軽くアスラを睨にらみつけながら、

「久しぶりって、今け朝さ会ったばかりの気がするけど」

「固いこと言わない。第一、一昨日おととい来て以来、お前、俺おれから逃げまわってるだろう」

　う。気づいていたか。勘かんの良い奴。まあ、これくらい、アスラなら当然か。

「別に、アスラとなんか話すことないもの。じゃあ」

　そのまま立ち去ろうとするジゼルを、失礼にもアスラは首根っこ捕つかまえて、

「なんだあ、その、非友好的な態度は」

「あっ、なにすんだよう」

「ふうん、ＣＰＵ交こう換かんしたら、瞳めの色が変わったな。その黄緑色はダイオードかあ？」

「ばかなこと言ってないでよね。ふん、大体、黄緑とはなんだい、もっと詩的な表現しなよ。なつめなんかなー、『まあ、若わか竹たけ色ね』、だよ。若竹。アスラの口からは一生かかっても出てきやしない単語だねっ」

　宙ちゆうぶらりんのまま、ジゼルはムッとして投げつけるように言い返した。

　ジゼルは生体機械である。

　銀河随ずい一いち、即ち人類文明随一の企き業ぎようＥイー・Ｒアール・Ｆエフコーポレーションの最新技術をもってしても、生体機械は三年に一度はＣＰＵ交換をしなければならない。つまり、それだけ生体機械は精せい密みつで、【新しん陳ちん代たい謝しや】が激しいこと、そして、それだけ日につ進しん月げつ歩ぽの勢いで、このエルシでは技術改良が行われているということ、だ。

　なつめが、あの綺き麗れいな顔で、こう言った。

「時代遅れよ」

　にっこり笑ってきついことを言う。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーション会長息そく女じよは、その名に相応ふさわしい性格かもしれない。

　かくして、ジゼルもつい最近、しぶしぶながらもＣＰＵ交換を行ったのだが、それに伴ってレコードシステムの交換もやってもらったというわけである。その結果、金色だった双そう眸ぼうはより高精度の画面処理が行えるブライトグリーンになり、なつめもさかんに『かわいい』と褒ほめてくれ、我ながら純白の毛並に映はえてごきげんじゃないか、と自負していたのだ。それを、なんの飾かざり気もない、野や暮ぼったい『黄緑』なんて言葉で片づけてほしくないね。

　が、相手はジゼルの言葉なんか頭にも入れず、

「なんだ、今日はやけにつっかかるじゃないか。せっかく、忙しい合間を縫ぬってやってきてやったのに」

「アスラが会いにきたのはなつめでしょう。ジゼルには関係ないね」

「そう可愛かわいくないことも言わない。お前、なんか変だな。ＣＰＵ交こう換かんで接続が巧うまくいかなかったのかな？」

　じーっとばかにした面おも持もちでジゼルを覗のぞき込こむアスラ。むむ、なんて失礼な。

「ジゼルは変じゃないよっ。なつめが交換してくれたんだい。接続不良なんてあるわけないじゃないか」

「なつめがやっただあ？」

　ジゼルの言葉におおげさすぎるほどアスラは驚おどろいて、更にジゼルを凝ぎよう視しした。なんかおかしなことでも言っただろうか。なつめが交換してはまずいのだろうか。

　しばし、アスラは思し惟いを巡らせているかのようで、口をへの字に結んだまま、ジゼルを睨にらみつけていた。始めはつられてこっちも焦あせったけれど、この失礼なしぐさにどうやって報むくいてやろうか、そう考え出した頃ころ、

「ジゼル、なつめはどこへ行ったって？」

「オペレーションセンターだよ。ジゼルも行くんだから、放してよ」

「俺も行く」

　なんて言いながら、アスラはジゼルを自分の肩に乗せた。こんな不安定なところに乗せないで、下におろせってば。

　廊ろう下かからすぐに縁えん側がわに出、つっかけを履はくアスラ。そりゃあ、ここから屋敷の裏に構える本社直結のオペレーションセンター（センターというほどのものでもない、小さなドームである）に行くには、庭を突っ切るのが一番だけれど、天下のＥ・Ｒ・Ｆの次期会長が、つっかけなんか履いていいものだろうかねえ。

　と、内心笑っていたら、安定を崩くずしてぼてっと落ちてしまった。いててて。

「なにやってんだ、ジゼル」

「いててて。なんだい、アスラが変なところに乗せるから悪いんだろ。もおっ」

「だって、お前、肩に乗るのがお気に入りだった……」

　言葉半分でアスラはやめてしまった。肩に乗るのがお気に入り？

　それって。

　まさか。

「ジゼル、お前……」

「ジゼルとアスラが友好的なんて知らないよ！」

「記憶が一部分欠けつ落らくしてるぞ！」

　二人、同時に声を上げる。ああ。やっぱり。

　不良品。

　ジゼル、不良品になっちゃったああ！




　なつめは笑って、ジゼルが不良品になるはずはない、と言った。だって、生体機械じゃない、とも言った。どういうことだろう。それすらも、ジゼルは覚えていなかった。

　ジゼルの記憶欠けつ落らくは、どうやらなつめの思おも惑わくが嚙かんでいるらしい。アスラが、

「お前は昔からそういうことにこだわる質たちだったよ」

　と呆あきれ口く調ちようでなつめに言っていたのを、ジゼルは聞き逃さなかった。情けないけれど、そういうことってどういうことなのだろう。三年間、なつめと一いつ緒しよに暮くらしてきたのに、からっきし覚えていないなんて。

　とにかく、生体機械は自じ前まえの脳と人工知能とのアクセスが、【自我】の形成においてかなり重大であるとかなんとかで、前の人工知能で理解したものを、新しい人工知能にディスクでプログラムし直しても、【自我】が受けつけないとかなんとか。

　よくわかんない。

　つまり、つまりだ、ジゼルは記憶喪そう失しつになっている。治す方法は【自分で思い出しなさい】、ということみたい。

　なつめは、時間をかければ、自前の脳で記憶していたことが人工知能に伝達されてくるから、と言い、夏なつ離り宮きゆうでゆっくり思い出しなさい、とも言った。

　ジゼルの記憶喪失がどんな仕組みによって引き起こされているか云うん々ぬんは、どうせジゼルには理解できないこと。それよりもどれよりも、こんな人里離れた、悠ゆう久きゆうの時間が流れているんじゃないかと思わせる夏離宮に、ずっと閉じこもっているだなんて！

　別に、ここにいること自体が嫌いやなわけではない。だって、ジゼルは生まれた時から夏離宮になつめと一緒に暮らしてきたのだし、幽ゆう境きようの生活も畳の生活も慣なれている。問題は、せっかくのジゼルの決心が、話す前から否決案となってしまったことだ。

　なつめのために、一いつ生しよう懸けん命めい考えたのに……

「…………」

　かくなるうえは、しかたあるまい。

　パトロンをつけよう。

「外に行きたいだって？」

　その夜のことである。書斎でジゼルの話を聞いた後、アスラはそうすっ頓とん狂きような声を上げた。ちえっ、やっぱりこいつをパトロンに選んだのは大いなる間ま違ちがいだったか。

「そう」

　かといって、いまさらあとに引けないので、ジゼル、少々むくれて頷うなずく。内心ばかにしてるな、こいつ。

「一人で、お前が、エルシの外に行きたいと」

「そうだよっ、ジゼルがそう考えたらいけない!?」

　なんか喧けん嘩かごしになってしまう。ところが、だ、予想に反してアスラは、

「あたり前だろう。お前、どうやったら猫にビザが下りるんだ。一人でなんか行けないぞ」

　……あれ？

「……そうだっけ？」

「そうだろう。一体、俺と何回外に行ってると思ってるんだ、ジゼルは」

「何回って──ジゼル、アスラとなんか宇う宙ちゆうに出てたの!?」

　ジゼルは、仰ぎよう天てんして声を上げた。それこそきれいさっぱり、微み塵じんも覚えていなかったぞ。

「やっぱりなあ」

　アスラは肩をすくめると、椅い子すを半回転させた。そして、机の引き出しから、細長い、青色のきれいな小箱を取り出す。

「ほれ、見てみ」

　差し出された箱の中を覗のぞくと、そこにはトパーズ色に綺き羅らめく小さなレンズが、びっしり縦に並んで収まっていた。普ふ通つうの人には判わからないけれど、ジゼルには一発で判る、レコーダーディスクだ。

「……これ、ジゼルの？」

「そう、お前さんの。こいつがなんで俺のところにあるか解わかるか？　解らんだろうなあ。別にいいさ、そんなこと。要は、ジゼルは俺と共に色々と出かけていたということだ」

「別によくないよっ。なんでジゼルがアスラなんかと色いろ々いろ出かけてなきゃならないんだ」

　肝かん心じんなところをスカされて、ぷんすか怒るジゼルに、

「それは君、考えが一致したからだよ」

「考え？」

「なつめに対してなにができるかってね。記憶喪そう失しつのお前さんが、自発的にこういうことを言い出したということは、根本は忘れなかったというわけだ」

　にやりと笑うアスラ。

　なつめになにができるか。

　そう。

　ジゼルが思いついたということ。それは、なつめに【外】を見せてやりたいということ。身体が虚きよ弱じやくで、この高度に医学が発達した現在のエルシでさえ治せない、人ひと中なかにいることができない体たい質しつの、なつめ。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションの娘なのに、一番の機会に恵まれた立場にいるのに、一度たりともこの惑わく星せいエルシを出たことがない。シティにさえいることができなくて、人里離れた海岸の夏なつ離り宮きゆうに閉じこもりきり、仙せん人にんのような生活。現実ばなれした生活。

　ときおり、儚はかなく、消えてしまうような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　ときおり、霞かすみ漂ただよい、生きている実感がなくなる。

　ときおり、影が薄れる。

　十八の人間の少女が、そんなままでいいわけがない！

　ＣＰＵ交こう換かんしてからいっそうそれが目立ち始めて、気になった。そんなのだめ、そんなの間ま違ちがっている。綺き麗れいななつめ。この世で一番綺麗ななつめ。どこにも行かないで、ジゼルから離れていかないで。置いていかないで。

　だから、少しでも現実に引き戻もどそうと、ジゼルは考えた。考えたあげく、この、高性能のレコードシステムを利用しない手はない、と辿たどり着き、外の光景をレコードしてこよう、どうせならエルシだけではなく、エルシの外を、ということになったのだ。

　それが、前もやっていただって!?

「記憶が少しずつ戻ってきてるんだな。このディスク見るか──と言いたいところだが、地じ道みちに思い出しなさいな」

「アスラのけちっ」

「それは理り不ふ尽じんな言いぐさだな、俺はいつだってジゼルのことを考えてるのだが。まあ、それはいいとして、どうするかな、俺は休暇中とはいえ、今エルシを離れるわけにはいかんから、誰だれか手の空あいてる奴やつに頼たのむか。誰かいたっけな……」

　そう言って、アスラは机き上じようの小球形コンピューターに向き合って話しかけた。どうやら本社の人間を摑つかまえる気らしい。音声判はん断だんを行うコンピューターだから、アスラがなにをしているのか足元のジゼルにもよく判わかる。まもなく通信モードに切り替かえると、

「本社の秘ひ書しよ課かへ──やあ、元気で仕事しているかい、ワーカー諸君。休暇の人間を羨うらやむんじゃない。ああ、そうだ。ところで、すまんが誰か、二、三日内に国外に出る奴いるか？　そうか、分かった。ココリに、猫一匹頼みたいと伝えてくれ。帰ってきたら折り返し連れん絡らくを頼む、ココリの声せい紋もん照しよう合ごうを開いておくから。じゃあ」

　なんかあっという間に決まったみたい。アスラだったらＥ・Ｒ・Ｆグループ全すべてのコンピューターに声紋照合が開いているから、『本社の秘書課へ』だけで済すむから便利だよなあ。ココリ氏。おとーさんの第七秘書だ。

「ということで、ココリがアルピア経けい由ゆでボグシトへ行くそうだ、それについて行きな。どうせ行き先なんて決まってなかったんだろう？」

　う、鋭い。

　アスラはディスクの入った小箱を元通りにしまうと、ジゼルを机の上に抱き上げた。それから喉のど元もとをぐるぐる撫なでる。うーん、くすぐったい。

「ジゼル一人で大だい丈じよう夫ぶかねえ。ボグシトはグループ圏けん内ないとはいえ、機械文明への反発は顕けん在ざいだからな。まあ、ココリがいれば……ちょっと頼りにならないなあ」

「……それって、心配してくれてんの？」

　なんか不ぶ気き味みになって、ジゼルは尋ねた。アスラって、こんな奴だったっけ？

　ジゼルの知っているアスラは、二十二──今は二十三だけれど──にもなって、猫相手にちゃらかす育ちすぎた悪ガキで、ジゼルはいつもいじめられてて、なつめのこともあって仲悪くって……

　そうじゃなかったっけ？

「お前さんになにかあってなつめにとやかく言われたくはないからな。いいもんやろうか」

　ばらばらと、ポケットから小さなものを取り出して、机に並べるアスラ。
















「反重力システム？」

「うちの最新型だ。ジゼルの身体からだなら一つで楽に浮かぶさ」

　ジゼルはじっとアスラを見上げた。

　アスラ──なつめの兄。二十三歳。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーション会長夫婦の長男。ゆくゆくはグループの頂点に立つ人物。今は、幹かん事じとしておとーさんおかーさんのお手伝いをしている。なつめと全然異ことなる、栗くり色いろの髪と瞳ひとみ、小麦色の肌はだ。健康で、おちゃらけていて、若さの塊かたまりで、かなりの線をいく容よう貌ぼうで……優しくて？

　ジゼル、アスラのこともかなり忘れているみたいだ。でも、どうして？

　どうして、アスラのことまで忘れる必ひつ要ようがある？

「……どうして、そんなにあっさり味方してくれるの。なつめはここで静かにしてろって言ったのに」

　なつめの言葉には逆さからえない。それがジゼルとアスラの共通点だった。

「言っただろう。俺達は、以前からそういうことをやっていた。たまたま今回は俺が行けないだけの話だ。これは、なつめに譲ゆずれない問題だ」

　アスラははっきりと語った。そうだ、ジゼルもそう思った。これは、なつめには譲れないと。

　ジゼルとアスラは似ているのかもしれない。アスラも、なつめのことが心配なんだ。たった一人の妹。年に何回も会わない妹だから。

「宇う宙ちゆう機きの出発は明日だ。早く仕し度たくをしておいで」

「明日だって!?」

　物思いに耽ふけっていたジゼルは、その言葉に仰ぎよう天てんして変なトーンの声を上げてしまった。国外に出るならば、ここからはネオトキオシティのカサイ宇宙港を使うのだけれども、そんな、シティに出るのにも一日かかるのに、どうやって明日の宇宙機に乗れるんだ!?

　そんなジゼルの疑ぎ惑わくを感じとったかどうか、

「なんだ、ジゼル、そんなに驚おどろいて──あ、まさか、それも忘れてるのか。冗じよう談だんにもならんなあ。全まつたく、生体機械なんて非合理、なものだな」

　などと、言いたい放ほう題だい言ってくれて、アスラは肩をすくめた。ふん、ジゼルだって忘れたくて忘れたわけじゃないやい。ジゼルはアスラなんかよりなつめを信じるもんねーだっ。

「明日、【どこでもドア】が来るから、一いつ瞬しゆんで宇宙港に着くよ」

　呆あきれ口く調ちようでアスラは言う。あ、なるほど、科法を使うのか。なんとなく車で行く気がしたんだよね。なつめとはいつも車で出掛けるから。

「アスラは本当便利だよね。照合はどこでも開いてるし、科法使いも自在に呼び寄せて使えるんだもの」

　ちょっと嫌いや味みっぽくジゼルは言い返した。科法を操あやつる科法使いは、全員科法大学卒業と共にＥ・Ｒ・Ｆに所属するから、本当ならなつめも簡単に利用できるのである。でも、こんなところにいると、必ひつ要ようないんだよね、科法。必要ないから、移動も車とかヘリで行ってしまう。だから、ぱっと思いつかなかったんだ。

　けれど、アスラはジゼルの嫌味なんか微み塵じんもこたえてなく、にやにやと人の悪そうな笑みを見せていた。

「そうそう、自在に科法使いが使えるからね。ほーら、さっさと行く。なつめに見つかるなよ」

　鸚おう鵡む返がえしに言うと、アスラはジゼルをちゃっちゃっとおっぱらった。あっけなく書しよ斎さいの扉とびらの前に放り出されたジゼルは、

「いきなり、なんなの？」

と首を傾かしげたが、アスラも気まぐれな奴やつなので、それ以上は考えるのをやめた。

　ということで、アスラという強力なパトロンを手に入れたわけであるが、なつめに黙って出ていくのは本当、心苦しい。でも、解わかって、なつめ。ジゼルはなつめのことが心配なんだ。

　夏なつ離り宮きゆうには今、アスラもいるし、随ずい伴はんした社員もちょっと離れた別べつ荘そうにうようよいる。二、三日すればおとーさんおかーさんも休暇にやってくるし、その点は心配ない。

　ねえ、なつめ。怒らないでね。

　ジゼルには、これくらいしかできないから。これしかなつめにできないから。

　ごめんね、なつめ。

　そして翌よく日じつ、ジゼルは機上の猫と化したのであった。




　エルシの宇う宙ちゆう港こうを離り陸りくしてから二時間後、ジゼル達は惑わく星せいアルピアの入国審しん査さの受付に佇たたずんでいた。早い早い、何ブロックも離れたＨブロックの、恒こう星せいアランジェムンド第二惑星であるアルピアまで、たったの二時間。その所要時間のほとんどが、条例で規制された磁じ気き圏けん内ないでの減げん速そく飛行と時じ差さ調整に費ついやされた。αアルフア軸じく航行だと二時間半、時を移動しないφフアイベクトル移動の方が早い。

「ねこ？」

　入国審査官のおじさんは一文字にくっついた眉まゆを更さらに寄せて、怪け訝げんそうにジゼルを覗のぞき込こんだ。見られているこちらが不快になるようなしかめっ顔だ。定期便ルートの集中するアルピアの住人らしく、特とく徴ちようのないぼんやりした顔立ちに見える。アルピア民族が学術分類で認められなくて、なんとか紛ふん争そうが最近あったという噂うわさをジゼルは思い出した。

「はあ、ねこです」

　おとーさんの第七秘ひ書しよココリ氏が、ジゼルの隣となりで間まの抜けた返事をしていた。アルピアはＥ・Ｒ・Ｆグループ勢力圏と連邦勢力圏のはざまにある惑星で、位置的立場からもそれほど後退はしていないはずだけれど、やっぱり世間の波はちゃんと押し寄せているみたい。ジゼル、ココリ氏になるべく人じん語ごを使わないでほしいと言われた。ここでも普ふ通つうの猫で押し通すらしい。人工知能のどこが悪いんだいっ。

　審査官のおじさんはねちねちと、

「なんでＥ・Ｒ・Ｆのお偉いさんが出しゆつ張ちようにねこなんか連つれてくるんだい。巧こう妙みように造られたロボットじゃないかね」

「あははは。まさか。サイバネティックス規制は知ってますよ」

　あ〜あ。こんなところに来て、ロボット呼ばわりされるなんて！

　なーんか、出で鼻ばなをくじかれた感じだなあ。あーん、Ｅ・Ｒ・Ｆグループのライン便が早くも懐なつかしい。懇こん切せつ丁てい寧ねいなパーサー、優しいスチュワーデス、至れり尽くせりの企き業ぎよう主義サービス。民主主義は保てても企業主義の砕くだけ散ったアルピア、待たい遇ぐうがまったく悪いぞっ。本社の専用機だったらこんな手て間ま必要ないのに。

　まあ、どうせ、アルピアはちょっと立ち寄っただけ、ココリ氏がアルピア支社に寄ったら明日には目的地ボグシトだもんね。ふんだ。

　ボグシトの方がもっと悪かったりして。

「勘かん弁べんしてくれよな。ヒューマノイド系機械の航行が規制されたから、今度は別の生物形態でくるぞと上から言われてんだから。冗じよう談だんじゃあないぜ」

　サイバノイド規制？　それは初耳な情じよう報ほうだ。Ｅ・Ｒ・Ｆや他企業グループの拡大を懸け念ねんしたり、文明衰すい退たい現象を憂ゆう慮りよしたり、連邦も大変なんだね。

　審査官のおじさんとココリ氏ののらくらした対話はまだまだ続きそうだった。ジゼルは短気ではないが、じっとしていられない質で、ここは一つ、猫は猫らしく、人間事情おかまいなくぷらりと散歩してこようじゃあないか。

　かくして、窓口から飛び降りたジゼルは、審査官の声を後にぷらりと歩き出した。

　ビルの中は騒そう然ぜんとしていた。銀河のあちこちからやってきた人、人、人！　もともとは一つの星から発生した生物だとはいえ、住む星の環かん境きようでけっこう変化はあるみたい。あの人の肌はだ、緑色だー。ピンク色の眼？　変わってるー。

　あと、手がやけに長い人とか、卵のようにつるんとした人とか、エルシには見られないタイプがうじゃうじゃ。美的感覚もまちまちで、見るもの見るもの鮮あざやかで目を奪うばわれてしまう。こうしてみると、エルシって本当にオーソドックスなんだね。

　でも。

　どんな人がいても、どんな変わった美しさを持った人がいても、なつめが一番きれい。黒い髪かみ黒い瞳ひとみ透すきとおる肌。人間の種族を越えた綺き麗れいさ。オーソドックスの中にこそ、本当の美を見つけだせるもんだと誰かが言っていた。なつめがその証しよう拠こになる。

　えへ。

　なんか自分のことのように嬉うれしい。なつめが一番だって改めて認にん識しきできて、優越感に浸ってしまう。えへへ。

　優越感がなんか足取りを軽くしてしまったらしく、ジゼルはフロアの真ん中を闊かつ歩ぽしていた。そして、前方の騒ぎにもまーったく注意がいかなかったのである。

　と、その時。

　脱だつ兎とがジゼルの脇わきを駆かけ抜けていった。

　脱兎だあ？

　自分の言葉に驚おどろいて、ジゼル、振ふり返る。人々の啞あ然ぜんとした視線を浴あびて、ぴかぴか滑すべる床ゆかをひょこひょこよたよた跳とんでいくのは、紛まぎれもなく兎うさぎ。白い毛に長い耳。うん。兎だ。

　なんだろう。

　ジゼルと同じクチかな？

　あの長ったらしい精密機器類検けん閲えつ法ほうか動植物検閲法に捕つかまったら、人間以外なら誰だって逃げ出したくなるよねえ。うんうん。

　なあんて、一人で納なつ得とくしていたら、不意に誰かに抱き上げられた。

　反射的に誰、と声を上げてしまいそうになる。

　でも、それはすんでのところで回かい避ひされた。なぜって、ジゼルの口は何かでふさがれてしまったのだから。

　つん、と酸すっぱいようなむわっとした臭においが、頭を刺し激げきした。

　麻ま酔すい!?

　そして、いきなり記憶は途と切ぎれた。







　ACT.2




　目が覚さめたら、身体からだが四角にたたまれて箱はこ詰づめにされていた。

　…………？

　よく把は握あくできないこの事態。一体ジゼルの身に何が起きたというんだ？

　ともかく、この四角にたたまれているという姿し勢せいは、全まつたく絶対考えるのによろしくない。でいやっ、と身体を伸ばし、滅めつ多たに見せない爪つめで紙かみ壁かべをひっちゃぶく。

　そこは、ケージの中だった。

　柵さくの向こうは暗くら闇やみ。すぐに目が慣なれて、積み重なるコンテナと箱の群れを捕とらえる。

　悟さとる。

　ここは貨か物もつ庫こだ。

　一分ぐらいジゼルは呆ぼう然ぜんとしてしまった。頭の中をいろんな可能性が浮かんでは消える。一体、この余よ興きようは誰のしわざか。この檻おりはどこにあるのか。ジゼルの立場はどうなっているのか。

「な──なにこれーっ！　冗じよう談だんにしてもひどいよーっ！」

　声が勝手に出ると、一気に感情が溢あふれでたぞ。冗談じゃない、冗談じゃあないよ。いくらジゼルが猫だからって、ジゼルの了りよう解かいも得ないうちに、勝手にこんなところに押し込こめるなんて！　情けない、情けなすぎる。なんのために人じん語ごが話せると思ってるんだ。ココリさんのばかーっ。おとーさんに言いつけてやる、ジゼルの信用裏切ってえ。

「えーんっ、出してよー、ちょっと、誰かあ」

　呼べど叫べど、ここは暗い倉そう庫この中。助けはこない。

　そうして、ようやくジゼルはアルピア宇う宙ちゆう港こうでのできごとを思い出した。脱だつ兎と。麻ま酔すい薬やく。白い身体。キィワードが次々とつながって、一つの結論に達する。

　もしやして、もしやすると、ジゼルは兎に間ま違ちがえられた？　まさか！

　でも、他にこの状じよう況きようの構図が摑つかめない。兎がいない星も猫がいない星も存在するのだから。どうやったらこの愛くるしい三角耳とむやみに長い兎耳を間違えられるんだ？

　状じよう況きよう判はん断だんができて、少しだけ心が落ち着いた頃ころ。

「やあ」

　なんの前まえ触ぶれもなく突然に声をかけられ、ジゼルは飛び退のいた。が、なにせ狭せまっくるしい檻おりの中、ごちんと背中を打ち付ける。

「いててて」

「大だい丈じよう夫ぶ？　どうしたの一体」

　見上げると、いつのまにかケージの前に女の人が座り込んで、ジゼルをじっと凝ぎよう視ししていた。短く切りそろえた金色の髪、アクアマリンの双そう眸ぼう。白い肌。少女と言うほど若くないけれど、大人とも呼べない。アスラよりは年下だろう、なつめよりは上かな。はっとするような凜り々りしい表情が印象的だった。

　この表情は、ときおりアスラが見せる、表情。

　──アスラが見せる？　見た？

　ジゼルが？　いつ見た？

「……誰？」

「デイニ。呼んだでしょう」

　デイニと名乗る娘さんは、小さいながらもよく通る声でそう言い、ニッと笑ってみせた。

「ことの次し第だいでは出してあげるよ。どうした？」

「兎と間違えられたの。早く戻もどらないと、ココリさんが大おお騒さわぎしちゃう」

「戻るって、パウロに？」

「え。アルピア宇宙港……」

　パウロ？　どこそこ。ジゼルの言葉にデイニはぱちくりと瞬またたいた。

「アルピア、アルピア惑わく星せいって、ここはボーヴォール惑星よ、ねこさん」

「ボーヴォール？」

　どこそこ!?　聞いたことも見たこともない惑星だよ！

　なんでそんなところに来ちゃったんだ──？

　ジゼルは、怒ど濤とうのごとく押し寄せる当とう惑わくと不安に、デイニをただ見つめるしかなかった。




　ボーヴォール惑星。Ｏブロック・バイザー星系に所属する恒こう星せいαアルフアドリームの、十八の惑星の中の第一惑星。植民歴およそ五千年。独自言語も確立している。惑星王国。

「安心して。私は外国人だから。とって食ったりしないわよ」

　デイニはジゼルを檻おりから解放してくれると、てきぱきと要点をついてボーヴォール惑星について説明してくれた。彼女の口く調ちようはすっきりはっきりしていた。顔立ちはとてもきれいだけれど、なつめのように、ではなく、格かつ好こう良いという言葉が似つかわしいというか、なんというか。態度と口調と容よう姿しがぴったり統一されてるようだ。

「文明衰すい退たい度は七かな。封ほう建けん主義国家よ」

　ここは連邦勢力圏。その中でも、特にガチガチな、Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションを目の敵にしている星系の一つだった。

「機械文明は拒きよ否ひしているけど、宇う宙ちゆう機きの乗り入れは拒こばんでないから」

　ボーヴォール惑星は、現在の人類文明の典てん型けい的な歴史を築きずいている。

【惑星は惑星の中へ】を合言葉に、世界は惑星一つ一つにあるべきだと、自じ給きゆ自じ足そく、つまり外交関係を徐じよ々じよに細くして、最後には完全に断たち、独自の文明を咲かせようという自じ閉へい症しような試みが、今、銀河文明史をにぎわせている。巧うまくいけば、何十年か後には連邦という組織は必ひつ要ようなくなり、戦争もなくなるだろう。この考えが蔓まん延えんし始めてから、もう何百年と経たつが、これはコンピューター大暴ぼう走そう時代の反省として、機械文明に頼たよりきっていたのを改め、改めすぎた結果だ。

　今なお、機械は敵、そう信じ込んでいる輩やからも少なくない。Ｅ・Ｒ・Ｆグループ圏けん内ないでもそうだ。連邦圏はもっと酷ひどい。完全衰退、すなわち原始レベルまで文明が没ぼつ落らくしてしまったところもある。しかも、それこそかくあるべき姿だと追つい随ずいしようとしているところも存在するのだ。連邦自身は、それをくい止めようとやっきになっているが、ままならないのが現状。そして、エルシは大暴走時代を経験しなかったのと、独自の科学のおかげで、衰退のすの字も見せず、機械文明と仲良くやって、成長し続けている。ジゼルなんかいい例だ。

　さて、このボーヴォール惑星というのは、デイニの話のとおり大型機械文明を放ほう棄きした惑星王国だが、連邦との連れん絡らくを断だん絶ぜつするほど衰退しているわけではなく、ジゼルがこの惑星に迷い込んでしまったように、宇宙機も飛んでくるし宇宙港もある。が、やはり物質文明の毒どく牙が（全まつたく不本意な表現だっ）に敏びん感かんな黎れい民みんを気き遣づかって、王都からかなり離れた僻へき地ちの高原パウロに宇宙港はある。そこから汽車が出ていて、ジゼル達は今、汽車から下ろされた王都バーシンの、国際市場センター倉そう庫ことかいうところに閉じ込められているそうだ。

「まあ、いうなれば外国からやってきた物ぶつ品ぴんの一時預あずかり所かな」

「これからどうなるの？」

「この荷物は王宮の買い物よ。すぐにバーシン王宮に運ばれるわ」

「うーん。ジゼル、汽車が見たかったなあ」

　エルシではいまや交通博はく物ぶつ館かんの復ふく元げん品ひんしかお見かけできない汽車が、日常的に動いて走ってるなんて、ぜひともなつめに見せたかったのに。ちえっ、惜おしい。

　ふと見ると、くくくっとデイニが笑いを堪こらえているのが分かった。

「なんか変だった？」

「変わった子ね！　とんだ災さい難なんを被こうむってるっていうのに、吞のん気きに汽車なんて！」

「だって。ジゼル、どうしていいかわかんないんだもん。宇う宙ちゆう港こうへの汽車は週に一回しか出てないなら、出るまで待つしかないじゃない」

　悄しよう然ぜんとしてジゼルは答えた。そうでもなくちゃあやってられないよ！

「不ふ思し議ぎだわ。ジゼルって人間ぽいかと思ったけど、やっぱりねこなのね。吞気というか、巧うまくプログラムされてる」

「そりゃあ自じ前まえの脳もついてる生体機械だもん」

　人工知能のみのサイバネティック機械とは違うもんね。そこまで言おうとして、デイニが妙みような顔をしているのに気がついた。眉まゆをひそめて、ちょっと躊ちゆう躇ちよしながら、

「生体機械……？　生体機械って、いわゆる人工細さい胞ぼうの？」

「え？」

　ぽかんとなって次の言葉を待つジゼルに、ゆっくり、考え考えデイニは喋しやべった。

「……ジゼル、どういう事情があるのかは知らないけど、あまり生体機械って言わない方がいいわよ。多分、本当は大だい丈じよう夫ぶなんだと思うけど、こういう衰すい退たいしてるところじゃあ融ゆう通ずうきかない人間ばかりで、サイバネティックス規制委員会に捕つかまるから」

　低い、真剣な言葉。デイニが冗じよう談だんを言ってるようには見えない。

　サイバネティックス規制委員会に捕まる？

　ジゼルはキョトンとなってデイニを見返した。だって、ジゼル、そんな話聞いていない。なにか不ふ都つ合ごうなことがあるなら、なつめなりアスラなりジゼルに忠告してくれるはずだもの。ココリさんだって、その規制については熟じゆく知ちしている様よう子すだったし。

　いったい、なんなの？

「私も専門外だから詳くわしいことは言えないんだけれど……ジゼル、君、どうして話ができるの？」

　それは、とてもオーソドックスな質問だった。人工知能で人間の思考回路を持ち、人工声せい帯たいをつけているから。それが言葉通りの答えだった。

　でも、デイニはそんなことを聞いたのではない。

　どうして話をできる能力を持っているの。そう聞いたんだ。

「生体機械って、身体からだの一部や大部分を欠けつ損そんした場合、人工的に細胞を生成して補ほ充じゆうする組織体のことでしょう。ねこにそれを適てき用ようするのは滅めつ多たに聞かないけど、金持ちのねこ好きとかならするかもね。でも、どうして人工知能まで備そなえる必ひつ要ようがあるのかしら」

　ジゼルはなにも言えなかった。

「まさか、全身生体機械じゃないでしょうね。全身生体機械は、サイバネティックス規制にも、ライフサイエンス禁止法にも違い反はんするわよ」

　そんなこと。

　そんなこと、全然判わからない。だって、ジゼル、なにも知らない、覚えてないもの！

「君、本当にねこなの？」

「本当って──！」

　ガチャンという音がジゼルの声を遮さえぎった。コンテナの奥に見える扉とびらから、おそらく鍵かぎが外れる音が。はっとなってデイニがジゼルを抱き上げ、いきなりもとの檻おりに押し込める。

「デ、デイニ！」

「あ、でも、特例はいっぱいあるし、もしそうだったら、こんなところにいるはずないものね、大だい丈じよう夫ぶだと思う。隠かくれるわ、また後でね！」

　早口にそう伝えると、デイニはコンテナの向こうに消えてしまった。そうか、ジゼルも消えてしまうと家や捜さがしが始まってデイニも危ないからか。

　でも。

　本当って──なに？

　本当じゃないって、どういうこと？

　ジゼルはなにも知らないの？　それとも覚えていないの？　後ろぐらいことはなにもないというの？　心配は要いらないの？　なつめもアスラもなにも言ってくれなかった。ジゼルが知らないことを二人は知らないのかもしれない。

　大丈夫。なにはともかく、普ふ通つうの猫のフリをしていれば、怪しまれない。落ち着いて。

　でも。不安がよぎる。あの時、アスラがなつめに言っていた言葉──お前は昔からそういうことにこだわる質たちだったよ。そういうことって、どういうこと!?
















　カッと白い光が目に差し込こんだ。不覚にもグレア状態に陥おちいる。久しぶりの太陽の光、眩まぶしさ。続いてどやどやと何人もの人間の気け配はい。

「おーい、こっちだ」

　耳にはめ込んだセンサーが瞬しゆん時じに分析して、ボーヴォール言語が公共語に自動変へん換かんされる。デイニは綺き麗れいな公共語を喋しやべっていたな。

　そういえば、デイニが何者か聞くの忘れていた。

　外国人って言ってたけれど、観光客ならこんな倉そう庫こにいるはずない。隠れるだあ？　ちょっと、デイニってなんかヤバい仕事の人じゃあない？　密みつ入にゆう国こくじゃない!?

　倉庫の中の荷物がどんどん運ばれていく。みんな王宮に運ばれるそうだな。兎うさぎなんかわざわざ外から買い付けるところを見ると、この星には兎は存在しないみたい。いわくつきの兎だったなら宇う宙ちゆう港こうで簡単に逃げ出せるはずないしね。

「おい、これもだ」

　やや？

「なんだ、この白いの。また妙な生き物買いやがって。王女殿下の珍ちん獣じゆう収集もやめてもらいてえよな」

　ぐらぐら檻が動いて、中でなるべく縮こまっていたジゼルはごろごろ回転した。目をちょっぴり開くと、二人の人間がわっせわっせとこの檻を担かついで外に運ぼうとしていたのだ。

「ちよっ、ちょっと待ってよーっ！　デイニ助けて、王宮に連つれてかれちゃう！」

　と、叫びたかったけれど、まさかそんな墓ぼ穴けつを掘るわけにもいかない。でも、でもでも、ちょっと待ってーっ、宇宙港に戻もどれなくなるーっ、デイニーっ。

　必ひつ死しになって形ぎよう相そうでデイニに訴うつたえるしかないが、いかんせん、当人が見ていないのではどうにもならない。

「デイニーっ」

　あああ、もうどうにでもなれっ。なつめえーっ。




　ジゼルは生体機械である。ただし、どの部分が人工生体材料を使っているのかとんと覚えていない。いわゆる普ふ通つうの『機械』を使用しているのは、人工知能と水すい晶しよう体たいであって、あとは普通の猫となんら変わりはないのである（はず）。よって、サイバネティックス登録もしていない。『機械』じゃないのっ。レコーダーシステムはオプションだもん。ぷん。

　だから、喋しやべらなければなにも恐れる必ひつ要ようはないのだ。そうなのだ。あはははは。

「…………」

　ジゼル、自分に言い聞かせようとして、なんか自分で自分に疲れてしまった。こうなったら、考えると疲れるから考えないでいこう。まあ、どうにかなるんじゃない。

　というわけで、沢山の荷物と共に馬車（！）に積み込まれたジゼルは、幌ほろの向こうに見えるバーシンの街まち並なみを拝はい見けんすることに専念した。要は考え方、このトラブルこそ千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスではなかろうか、面おも白しろいものが見れるのだから。目的は達成される。

　それにしても、この馬車というやつは、なんて安定が悪いんだろう！　車輪の感覚は自転車とかで知っているけど、舗ほ装そうされてない道をこんな大荷物で行くなっていうの。反重力システムのありがたみを知らないなんて、可哀かわい想そうな人たち。

　馬車は街まち中なかを走っているようだった。それでもタイヤ付きの車さえ見当たらなくて、牛馬に引かせる台車がわがもの顔で行き交っている。ごく単純な生き地じの衣服をつけた人々。四階以上の建物がない、無計画にごちゃごちゃ建てられた家々。道みち端ばたでなにか売っている。赤や黄色や緑の食べ物。甘あまい匂におい。掛け声。熱気。古いにしえの光景が現げん世せで繰くり広げられる。

　うひゃあ。目がくらくらしてきた。これがかの噂うわさのバザール！　異文化、異世界、異星人っ。熱気に当てられ頭がぼーっとする。くすんだ埃ほこりっぽい風景に、原色の人間の生活。閑かん寂じやくな夏なつ離り宮きゆうに浸ひたっていたジゼルには刺し激げきが強すぎたみたい。人間のバイタリティが肌はだから感じられる。エルシでは絶対そんな感かん触しよくは得られなかったこと。

　衰すい退たいしているのに？

　ふと、その疑問が脳のう裏りを過よぎった。機械文明を放ほう棄きして、文明衰退しているのに、なぜこんなに活気があるというの？　人間は文明との倦けん怠たい期きを迎えたんじゃないの？

「……衰退しているから？」

　思わず口から言葉が出た途と端たん、馬車はなんの前まえ触ぶれもなく停止した。当然、ケージの中で引っ繰り返るジゼル。なんて乱らん暴ぼうな運転だっ。

　それからすぐに馬車は発進した。なんのための停止だったのかなあ、と訝いぶかっていると、馬車は鉄門を潜くぐりぬけ、庭園へと侵しん入にゆうした。なるほど、目的地バーシン王宮に辿たどり着いたというわけだ。警けい備び隊たいが遠ざかっていくのが見える。

　これはこれは。

　庭園が視野に入ってきて、ジゼルは思わず目を見み張はった。ここは水上宮だ。人工の。

　荷台から見る風景は、白はく亜あの、皿状の池が幾つも並んだ庭園だった。水深は浅く、広い池が様さま々ざまに幾き何か学がく模も様ようを描いて、所狭せましとひしめきあっている。浮き草や水上花の鮮あざやかな色彩が、真っ白のハンカチに縫ぬい付けられた刺し繡しゆうのようだった。

「……へええ、こういうことに関する技術はあるんだ」

　なんか衰すい退たいの意味がよく判わかんなくなってきたぞ。悔くやしいけれど、すっごくきれい。夏なつ離り宮きゆうとは全く趣おもむきを異にしている。どちらの方が豪ごう華か絢けん爛らん、麗れい々れいしいかと問えば、やはりこちら、バーシン王宮というしかない。あそこは、静せい寂じやくに包まれた、およそ絢爛という響ひびきから無縁なところだ。無む論ろん、それはそれで雅が趣しゆというものだろうけれど。

　ジゼル、なんか誤ご解かいしていたのかな。文明衰退っていうから、みんながみんな、倦けん怠たいと無気力に包まれているのかと思ってたけれど、一いち概がいにそうでもないみたい。新たなる発見だ。

　馬車が曲がる。右手に建物が見えてきた。

　白はく亜あ宮きゆうだ。皿池と同じ、真っ白だ。大だい円えん蓋がいのドームを中心に、円まる天てん井じようの塔とうがいくつも伸びている。まるで絵のようだった。円形が基調なんだな、ポーチもベランダも回かい廊ろうも、円形、もしくはそれを連つらねた様よう相そう。

　白亜。灌かん木ぼくの緑、花のピンク、そして紫がかった空色。幻げん想そうの世界。

　ジゼルはぼーっとこのファンタジックな景観に見入っていた。紫の空は日差しが強いから、そのせいかもしれなかった。

　馬車は再び停止して、そのまま動きだす気け配はいを見せなかった。どうやら終点らしい。外を伺うかがおうと首を伸ばすと、どやどや人がやってきて荷を下ろしだしたので、慌あわてて縮こまる。ジゼルの入った檻おりも、当然荷台から下ろされた。

「おい、そいつはこっちだ」

　おや？　ジゼルだけは特別扱あつかいらしい。他の荷物が裏手の一角の部屋に運び込まれるのに対して、この檻だけはそこを素通りして担かつがれたまま廊下に出てしまった。なまものだからかな。

　あれ、この宮殿の部屋、扉とびらがない。乾かん燥そうした暑さに、暖房の必要もないから風通しのためか。区切りの観念はないのかな？　冷房機はないだろう。

　人間もその暑さに対応して、全体的に浅黒い肌はだと剛ごう毛もうの黒髪の民族だ。服も、なるべく肌を露ろ出しゆつしないように、それでいて涼しいように、白系の布ぬので丈たけも幅はばも量もひじょうにゆったりした寛かん衣い形けいである。歩くたびに波打って、なかなか心地よさそう。思わずじゃれたくなるよなあ。みんな小ぶとりだから、よけいそれを感じるぞ。

　物置宮──ジゼルが勝手に付けた名前。だって見る部屋見る部屋、物置なんだもの──を出て、次の建物に運ばれたところで担ぐ人が変わった。むむ。どこまで連つれてく気だ？

　ここからは本当の宮殿らしく、まあ、あるわあるわ、右を向いても左を向いても、どれをとっても呆ぼう然ぜんとしてしまうようなものばかり。だいたい、白亜の建物自体がすごくきれいで、廊下を飾りたてる手の込んだ彫ちよう刻こくや絵画、タペストリー、窓まど枠わく、床の市いち松まつ模も様よう──目が回りそうだ。これ、全部人の手で作られたとしたら、すっごい器用な人がいたもんだっ。

　回廊を歩いて見る中庭の風景も絶ぜつ品ぴんだ。噴ふん水すいが上がっているんだ。全く、あの埃ほこりっぽい街並みからは想そう像ぞうもできないほど、水がふんだんに使用されている。規格整然として衛生的。これは貧富の差？　だとしたらエルシでは考えられないほどの落差がある。

　色々考え、夢中で見学しているうちに、担かつぐ人夫はどんどん交こう替たいしていき、どんどん宮殿の奥へ奥へと連れていかれた。本当にどこまで行くんだろう。

　それにしても、ぐるぐるごちゃごちゃ迷路みたいな建物だ！　同じような部屋がいくつも並んで、同じような中庭がいくつもあって、あまつさえ建物と建物をつなぐ回かい廊ろうが傾斜しているのだもの。一階だったはずなのに階段を上らぬうちに二階、また一階、今度は地下といった具合。この宮殿を全部把は握あくできる人がいるのだろうか。そのうち、窓を出たらまた部屋でしたー、なんてところが現れるぞ。うん。

　ジゼル、ちゃんと逃げだせるかな？

　ようやくそのことを思いだして、何気なく人夫を見上げ、仰ぎよう天てんした。

　ス、スーツ姿!?　今までの人たちと違う？

　半地階を歩く。人夫、といっていいのか、その人の頭あたりに地表がある。薄暗い廊下。いつの間にか絢けん爛らんさは消え、雑然とした、得え体たいの知れないものが無む造ぞう作さに放置された狭せまい空間が長く暗く伸びていた。まるで、そう、以前連れていってもらった科法大学の研究室前の廊下のような、怪あやしい雰ふん囲い気きがわだかまっていて……

　な、なあんか異い様ようだなあ。電車も車もない世界に、スーツ姿とこの廊下。合わない。そりゃあ一国の首相がいるところだから、スーツ姿も別にいいんだろうけれど、この誰だれもいない廊下、うさんくさいじゃない。

　と、廊下が壁かべに突き当たった。スーツ姿の男の人は、ためらいもせず壁に手を当てると、

「グシェント・３８４」

　そう淡たん々たんと言った。はたして、その声に反応して、壁がゆっくりと開くではないか。

　うひゃーっ、音声照合だあ。なあにが機械文明を放ほう棄きしただっ。王宮がいんちきしてやがる。

　中に入ると、そこには今度は真っ白い服を着た女性が待ち構えていて、ケージは手渡された。スーツ姿の男はそのまま戻もどって、扉は元の変へん哲てつもない壁と化す。

　中は眩まぶしい人工灯に満ちていた。結けつ構こう広い空間で、同じような白い服を着た人が何人もいる。啞あ然ぜんと見回すと、壁に沿ってごちゃごちゃと、まあ、あるわあるわ衰すい退たい度ど七では御ご法はつ度とだろう精密機器の群れ、いんちきーっ。

「なんだ、つがいで頼たのんだはずなのにな」

「いつものことだ。ちょうどいい、この抗体の被ひ験けん体たいが欲しかったんだ。さっさと適性を調べてくれ」

「ラットばかりじゃあねえ」

　え？

　彼らの会話を考えるいとまもなく、ケージから無む理りやり出されて、すかさず注射を打たれてしまった。そして、白い台の上に放りだされる。

　こ、これは、もしかして、もしかすると、生体実験室ーっ!?

　となると、ジゼルはやっぱり、実験体ってことか？

　冗じよう談だんじゃあない！

「おい、今日着くのは兎うさぎじゃあなかったか。猫なんて……」

「冗談じゃないよ！」

　誰かの訝いぶかる声を遮さえぎって、ジゼルは声を上げた。しまった！

　気づいた時はもう遅い。

「きゃっ！　この猫、喋しやべる！」

「サイバマシン!?」

　ジゼルの声に驚おどろいて、束そく縛ばくする腕が弛ゆるんだ瞬しゆん間かんを逃さなかった。全身をくねらし、むちゃくちゃに爪つめを立てて跳とび上がる。

　なんでサイバマシンなんて知っているんだ？

「に、逃げた！」

「捕つかまえろっ、なんとしても逃がすな！　知られたぞ！」

　喚かん声せいが飛び交う中、ひらりひらりとジゼルは追手の手をかわし、部屋中を逃げ回る。冗じよう談だんじゃあないっ。いきなりこの展開はなんなんだ。ものごとを確認してからやれ！

　ぐるぐるぐるぐる、機械を蹴け倒たおし、布ぬのを引っ搔かき、人の頭を飛び石がわりに逃げまくるジゼル。へへんっ、そんな動きじゃあ捕まるもんか。

　とはいえ、このままでは埒らちがあかない。どこか外へ出る場所はないものか。

「あ」

　あった。隣となりの部屋へ通じる扉とびら、それと天てん井じよう際ぎわに通つう気き孔こう。どちらを選ぶ？

　確実に逃げ出すなら通気孔だ。瞬時に判はん断だんして、ひょいひょいと棚たなづたいに跳び上がる。

「通気孔から逃げるぞ」

「慌あわてるなっ、通気孔には柵さくがかかってる」

　と言っている人たちの前で、ジゼルは爪を使って器用に鍵かぎを外すと、一いち瞥べつもせずにすたこらさっさ逃げてしまった。あはは、呆ぼう然ぜんとしているあいつらの顔が目に浮かぶ！

　それにしても、爪鍵で良かった。なーんて、ほっとしながらジゼルは通気孔をまっすぐ走った。通気孔なら外につながっているはず、本当、よかったよかった……

　どくん。

　いきなり心臓の音が耳に響ひびいた。なにごと!?

　どくん。どくん。どくんどくん。

「あっ……はあ、はあ」

　呼吸が急に苦しくなる。なにこれ。そんな、あれしきの運動でこんなに動どう悸きがするなんてことなかったのに。心臓が痛い。体の中で揺ゆれているのがはっきり分かる。なにこれ。

「あの注射っ……！」

　不意打ちを食らった注射のせいだ。そう考えついた時、出口が見えた。外鍵だ。ええいっ、体当たりーっ！

　ばんっ、という豪ごう快かいな音と共に、柵は一発で縁ふちごと弾はじけ飛んだ。うひゃあ、なんだこの力。この異常な動悸といい、熱っぽさといい、頭はしっかり冴さえているのに。

　あー、こりゃ興こう奮ふん剤ざいかっ、筋肉強化剤か？

　とりあえず、勢い余って繁みの中をごろごろ転ころがったジゼル、飛び上がって一気に広いところへ出た。息が苦しいー。なつめ、助けてーっ。

　通気孔はどこかの中庭の繁みの中に通じていた。なるほど、普ふ通つうじゃあ分からない場所だ。どう考えても秘密の研究室だったもんね。知られたぞ、って叫んでたし。

　はあはあ、と息が洩もれるのが自分でも聞こえる。やだなあ、犬みたい。

　側の回廊を、ぱたぱた二人の子供がサンダルを鳴らして駆かけてきた。目の大きい、かわいい子供だ。ジゼルがぜいぜい酸素をとりながらその姿を追うと、なにを思ったのか、うち一人がぴたりと足を止めた。

「どうしたの」

　片方の子も立ち止まって、怪け訝げんな面おも持もちで尋ねる。

「今、なんかヘンなものが……」

　おもむろに振ふり向く。やや、ジゼルと目が合ったぞ。もしかして、ヘンなものってジゼルのこと!?　なんたる失礼な。

「な、なんだ、あれ」

　おいおい。こんなかわいらしいねこをつかまえて。息を切らせているからかな。

「あんなの、見たことないよ……」

　あ。そうだった。この星には猫はいないん──

「ま、魔ま物ものの使いだーっ！」







　ACT.3




「魔物の使いだーっ、助けてー！」

「きゃああ！」

　子供たちがかんだかい悲ひ鳴めいを上げて逃げていく。仰ぎよう天てんしたのはこっちの方だ。どうして猫がいないんだっ。人間の可愛かわいいオトモダチではないの!?　大体、実験体の次は魔物だって？　この時代考こう証しようのめちゃくちゃな世界はなんなんだっ。どっちが時代錯さく誤ごなんだ!?

　などと腹を立てている場合ではない。逃げなくてはっ。これは喋しやべらなければいいなんて問題じゃないぞ。

「魔物の使いはどこだ！」

　話を聞いたらしい、銃じゆう（銃身がむちゃくちゃ長い。人の丈たけはあるぞ）を携たずさえた警けい備び兵へいがどやどや押し寄せてきた。は、早いっ。

　ジゼル、一いち目もく散さんに逃げる。

　興奮剤かなにかは知らないが、ジゼル、自分で驚くほど速いぞ。一気に抜けるぞ。

「向こうだ、捕つかまえろ！」

　声と共に、行く手行く手に新たな追手が。むむ、数で攻めてきたな。

　どんどんどんどん追手の数は雪だるま式に脹ふくらむ一方。なんだなんだ、たかが猫一匹にこんな大騒ぎ。猫はいなくたって、似たような生物はいるだろうに！

　突然、足に何かが引っ掛かって、前につんのめった。同時にガシャンガシャンガシャンとけたたましい金属音が辺りに反はん響きようしまくる。

「しまった──！」

　原始的な仕掛けに捕まってしまった。上から重く大きいものが降ってきて、ばさんとのしかかった。ジゼルの四し肢しをがんじがらめにして、もがけばもがくほど自じ縛ばく状じよう態たいになる。網あみだ。

「やいやいっ、ジゼルは魚じゃないんだぞ！」

　だが、ジゼルの勢いはそこまでだった。急激に始まった動悸は急激に治まり、反動でどっと疲労感が全身を襲おそう。こんな時にーっ。なんだなんだ、あの注射。

　駆かけつけた警備兵たちの、篝かがり火に照らされた形ぎよう相そうは、なんとも表現しにくかった。見たことのない動物への好奇心と、魔ま物もの伝承への恐きよう怖ふ、そしていとも簡単に捕ほ獲かくできた弱者への虐ぎやく待たいの色を混まぜこぜにした視線、とでも言うべきなのだろうか。

　ジゼル、これからどうなってしまうのだろう。

　さっきの研究室よりも質たちが悪そう。先行きの不安と恐怖に、ジゼルは硬直した。




　そのまま、網あみの中でジゼルは夜を迎えた。十何人もの屈くつ強きようの兵士に囲まれ、逃げるもなにもあったものじゃない。太陽が沈み、夕焼けもわずかにいきなり帳とばりが降りると、行動は開始された。

　網の中に押し込まれたまま、ジゼル棒で担かつがれ、ロ形に築かれた宮殿の中庭から、さらに広い広場へと運ばれた。これからなにが待ち受けているのだろうと、それでもまだ、どこかしら興きよう味みの心持ちで余よ裕ゆうのあったジゼルだけど、そこに設置されたものを目にした途と端たん、そんな気持ちはふっとんでしまった。

　棒。そして、足元に薪まき。

　この風景、なにかの絵で見たことがある。つまり、これは、火あぶり？

　ピキンと心臓が凍こおる。

　そんな。

　そんな、そんな、そんなーっ！

「や──やだ、やだ、火あぶりなんかやだーっ！　放せっ、ジゼルは悪いことなんかしてない！　ねこなのーっ、魔物の手先じゃない！」

　ジゼル、恐怖にかられて絶ぜつ叫きようする。たじろぐ兵士。

「こ、こいつ、喋しやべるぞ！」

「気をつけろ、魔ま法ほうかもしれん！」

　なにが魔法だ、この野蛮人っ。なつめ、なつめ、助けて！

　暴あばれても暴れても、網はぐにゃぐにゃと絡からまるばかり。爪つめを立てても切れない。どっと体力が消しよう耗もうする。あのいんちきな注射の効力が残っている。それでももがかずには、叫ばずにはいられない。

　三重円の中心に据すえられた太い棒。夜に浮かぶ同心円の発光は、蛍けい光こう塗と料りよう？　そして、円の中心と等しい重心を持つ、二つの三角が描く六ろく芒ぼう形けいは、赤。その周りに、得え体たいの知れない幾き何か学がく線せん。そして、素す焼やきの皿が意味もなく放射状一列に並べられている。

　これは、なんかの儀ぎ式しき？

　舞ぶ台たい装そう置ちに気を奪うばわれ、ジゼルは自分の乗った網が棒の先端にくくりつけられるまで、声を上げるのを忘れていた。

「神しん官かんを！」

　ぞろぞろと、白銀の絹布に身を包み、緋ひ色いろの面めん布ぷをつけた人間が、行列をなして兵隊の輪を割って広場に入ってきた。神官。この場の進行役だというのか。何人ぐらいだろう、一人、二人……ああ、そんな数を数える余よ裕ゆうなんかない！

　兵士は引き下がって、代わりに神官たちがぐるりと陣じんに沿って囲む。

　ええいっ、宗教が入り込んだ政治は自じ滅めつするのがオチなんだぞっ。

「誰だれか、話のできる人を──外交官っ、連邦の人はいないの!?　もーっ、人工知能が理解できる頭のいい人はいないの！」

　やぶれかぶれになってジゼルは喚わめいた。サイバネティックス規制もライフサイエンス法も、魔ま物ものあぶりよりはるかにいいっ。インテリゲンチャを呼べって！

「なつめ、なつめ！」

　儀ぎ式しきはジゼルの声を全く無視して続く。ざざざかと妙な音が聞こえてきた。反射的に音のする回かい廊ろうへ視線を投げると、幾人かの人夫が、柳やなぎにさらにわさわさ葉を付けたような木の枝葉を、抱かかえ切れないほど引き摺ずってくる姿が見えた。不快な音は地面と葉々がこすれ合う音だったのだ。竹たけ箒ぼうきを引き摺っているよう。

　一本一本、神官に配られる。うち一人がわけの判わからぬ奇声を上げると、一いつ斉せいに彼らは枝をかざし、誦ず経きようしながら右左にリズムを取って振ふり始めた。

　なんだ、なんだ、なにかの儀式か？

「これへ、ディド・レオネ・ラ・ラメ」

　抑よく揚ようのない、声ともただの音ともつかぬ中に、不意にジゼルに理解できる単語が飛び込んできた。ディド……ラ？　名前だ、えらく長い名前。なつめやアスラなんか苗みよう字じもないっていうのに。

　輪の一部が崩くずれる。現れたのは、四十半ばの太った女性に手を引かれた、十、十一歳の少年だった。明るい茶色の髪に、浅黒い肌はだ。周りからかわいいとちやほやされるタイプの顔立ちをしている。

　だけど。

　なんか、変。

　どこか、変。

　寝ていたところを起こされたのか、ぽんやりして、正体がないように足元が覚おぼ束つかない。その服、寝ね間ま着きだろうけどその手の込んだ綾りよう羅ら錦きん繡しゆうと、お付きの女性からいって、この子は身分の高い、王子かなんかだ。

　女性が手を離して輪の外へ出ると、ペタンと少年、座り込む。

　神しん官かんの一人が少年の前に立ち、枝をその頭にかざしてなにやら掃はく真ま似ねをした。なにをやっているのだろうと、危機感を忘れて覗のぞき込んだジゼルを、神官いきなり面布の下から睨にらみつける。

「わわっ」

　飛びずさったジゼル、網あみの中で器用にもごろごろ回った。よく回転する日だ。

　そんなジゼルに枝が突きつけられた。それを合図に他の神官ども、ざんざんと枝を振ふり鳴らしながら、輪を縮めてくる。

　来た！

「お願い、話を聞いて！　聞いて、ジゼルは……！」

　ジゼルはエルシから来た猫だ。そう叫ぼうとして、一いつ瞬しゆん早く気づく。ここは、Ｅ・Ｒ・Ｆグループを目の敵にしている星系。機械文明を放ほう棄きし、反重力システムさえ存在しないこの惑わく星せいとて、そうでないとは考えられない。それどころか、この調子じゃあグループのことも知らないかも!?

　こうなったら、後は野となれ山となれ、連邦の大使のペットと言って……

「おやめ」

　決して大きくはなかったが、良くとおる、張はりがあって響ひびきのよい女声が。誦ず経きようがぴたりと止む。神しん官かんの妖あやしげな行動に見入っていた兵士や、宮殿のあちらこちらから顔を覗のぞかせていた老若男女がざわめきだした。

「どきなさい」
















　柔やわらかいけれど、完全な命令口く調ちよう。神官が潮のように退ひいていく。

　見たのは、王女だった。

　一目で判わかる、この女性は王女、もしくは女王だ。ボーヴォールには国王が健在だ。王女、生まれた時からの上に立つ者、生まれ持った王者の天てん稟ぴん。

　──ジゼル、めったなことで天てん賦ぷとか生まれつきの才能なんて言葉は使うもんじゃないぞ。

　アスラの言葉がよみがえる。

　──そういうものの大たい抵ていは、環境が育成したものだ。努力なしに培つちかった能力は、環境、思い込み、つまりは人じん為い的てきなものの影響というわけだ。まあ、お前さんがそれを天賦と称したいのなら、それはそれでいいがな。

　言語感覚はアスラのもなつめのも、ジゼルの感覚にぴったり一致していた。確かに、それを天てん賦ぷとはジゼルは呼ばないだろう。

　──アスラは？

　──俺おれは、人為的影響と努力が半々。なつめは……

（……なつめは？）

　今のは一体、いつ交わされた会話なのだろう。これは、記憶の思い出しなのだろうか。

　なつめは……？

　ジゼルは頭を振った。今はそんなことを考えている暇ひまはない。神官、兵士及び見物人の絶対君くん臨りん者しやたる女性が、おもむろにジゼルに歩み寄ってきた。

　きついウェーブのかかる明茶色の髪を長く下ろして、引き摺ずるほど裾すその広がったベージュの夜着をまとった彼女──年はどうだろう、アスラと一いつ緒しよ、ちょっと上かもしれない。目は大きく、優しい面おも立だちだけれど毅き然ぜんとしている。王女の気品というのかな、甘あまやかされて育っただけのお嬢様では決してないだろう。側で居眠りをしている少年と面おも差ざしがそっくりだから、姉きよう弟だいであるのは間ま違ちがいない。

「ラージャ・ティラピア・ラーウル・ラメ」

　先程から指導者的立場にある神官、どうやら祭さい司しというらしいが、そいつが長い名前で王女に呼び掛けた。はっきり言って、複ふく雑ざつで長ったらしい名前は流行の彼方かなたの代しろ物ものである。

　王女はにっこりと優ゆう雅がな笑みを作ると、

「心配は無用です。魔物の手先などとは可お笑かしくてよ。これは、ねこです。外の世界では普ふ通つうの生き物、あなたがたはそれ位も判はん断だんできないのですね。困った人たちだこと」

　穏おだやかな物言いだが、反論を許さぬ威い圧あつ感がある。みんな、一いつ斉せいに恐きよう縮しゆくしてこうべを垂れた。すごい。これが封ほう建けん制度なんだ。しかも、彼女は次にこうフォローもした。

「それでも弟ディドを心配してのこと、このたびは免めんじましょう。このようなことが連邦の方に聞こえては醜しゆう聞ぶんが立ちます。次からは勝手な真ま似ねはしないで下さいね」

「はっ」

　一同、さらに深くこうべを垂れる。これでこいつらの面めん子つが立っちゃった。うーん、この辺のさばき方は企業主義も王権主義も一緒なのか。

　ぽかんとジゼルが繰くり広げられる場面を見ているうちに、網あみは棒からはずされ、ジゼルは自由の身となった。王女がジゼルを見下ろす。助けてもらったものの、普ふ通つうの猫が人語を喋しやべるわけないじゃないかと、ジゼル、警けい戒かいの目を緩ゆるめない。

　不意に王女がにっこり微笑ほほえんだ。でも、それはジゼルに対する友好ではなく、周りの者たちの不安を拭ぬぐい去るための行為だ。

「これはわたくしが引き取りましょう」

「し、しかし、王女殿下……」

　せっかくの獲え物ものを奪うばわれての不満か、それともまだ魔ま物ものの手先と信じて王女を気き遣づかったか、誰かが彼女を止めかけた。しかし、

「皆の者、とく己おのれの持ち場へお戻もどりなさい。ぐずぐずしていると、本物の魔物が現れるかもしれなくてよ」

　こう言われては誰も反論することができなかった。すごすごと神しん官かんをはじめ、全員広場から引き下がっていく。とうとうその場で眠り込んでしまった弟王子も、侍じ女じよらしき女に抱かかえ運ばれていった。

　残ったのはジゼルと王女だけ。

　勢いのなくなった篝かがり火が、ちろちろ弱く燃えている。

　緊きん張ちよう。

「うふふっ、緊張しているのが一目で分かるわ。私の名はラージャ・ティラピア・ラーウル・ラメ。このボーヴォール惑わく星せい王国の第一王女です。でも、あなたに敬称は求めなくてよ、よろしく」

　ジゼルを見てくすくす笑うラージャ王女。あ、少女のような笑み。少し気が緩む。

　この人なら頼たよれるかもしれない。ジゼルが人語を喋ると知ったら態度が変わるかな。でも、彼女の言葉はちゃんと了りよう解かいしているような……

「あなたも心配は無用よ。私は連邦政府惑星ミレのデテール大学に在ざい籍せきした経験があります。あなたは人工知能体ね、こんな星だけれども、私自身は厭いとうことはなくてよ」

　デテール大学。ジゼルの緊張は切れて、ぺたんとお尻しりをついた。あそこは連邦政府の指導者層養成機関の役割を果たしている。工科カレッジはＥ・Ｒ・Ｆコーポレーションの理研に迫るような実績の持ち主だ。

　あー、良かったあ。インテリゲンチャだよお。どっとやってきた安あん堵どに、ジゼルは腰こし砕くだけ状態になりながら、ともかく、

「あ、ありがとう。もうダメかと思ってたんだ」

　ジゼルの声を聞いて、王女、再びくすくす笑った。親しみの微笑。

「名前はジゼルっていうの。ラージャって呼んでも構わない？」

「誰も猫に非礼は問わなくてよ。でも、あなたは随ずい分ぶんあけすけに話すのね」

　そう応えて、ラージャは笑い続ける。一体、なにが可お笑かしいんだろう？

「ここは目立ちすぎるわ。私の部屋にいらっしゃい。お茶でも飲みながら、ジゼルの話を聞きましょう」

　返事も待たずにラージャはジゼルを抱き上げた。『王女様』だね、本当に。

　かくして、ジゼルはボーヴォール王国王女の客人と化したわけであるが、ちゃんとエルシに帰れるのかなあ。早く捜さがしにきてっ。




「不法侵しん入にゆう罪ざいよ」

　猫に査証ビザは下りないもんっ。

「動植物検けん閲えつ法違反」

　ジゼルは人工知能体だいっ。

「ボーヴォール惑わく星せいにおける、審しん議ぎされた以外の精密機器の持込禁止令」

　そっ、そんなの、ジゼルのせいじゃないやーいっ！

　喚わめいたところで、なにもかも無む駄だだった。魔ま物ものではないと証明されたものの、喋しやべる猫、この惑星に存在すべき生物ではない。ジゼル、王女に弱みを握にぎられてしまったのだ。

　ラージャ王女の部屋に招かれたジゼルは、その豪ごう華か絢けん爛らんさに啞あ然ぜんとした。金銀をあしらった壁かべの装そう飾しよくに、眩まぶしくて目がちかちかする。こんな中でどうやって眠れるんだろうか？　出されたミルクの皿も金！　ジゼルの感性はなつめと一いつ緒しよ。シンプルイズベスト、悪あく趣しゆ味み過ぎるー。ベッドもテーブルもティポットも、果てはゴミバコさえ金・銀、なに考えてるんだ、この国の人は。

　濃厚な生あったかいミルクを飲むと、先程までのできごとに興こう奮ふんしていたジゼルの心もだいぶ落ち着いてきた。大だい丈じよう夫ぶ、死なない限りどうにかなるって。

　この気楽さは、アスラの受け売り？

「落ち着いたようね」

　自分は香り高いダークブラウンのお茶を飲んでいたラージャが椅い子すから立ち上がって、部屋の入り口に垂れた緞どん帳ちようの側でかしこまっている侍じ女じよたちをおっぱらった。そして、足の長い絨じゆう緞たんに座り込こむジゼルに歩み寄って、

「さあ、言いなさい。あなた、なぜこの宮殿にきたの」

　うっと喉のどが詰つまる。言いなさいときたもんだ。これは問いかけというより、詰きつ問もんだ。

「アルピア惑星で、兎うさざと間ま違ちがわれて、気づいたらここに……」

　思わず上うわ擦ずりながら説明するジゼル。慎しん重ちように言葉を選ばなくては、その念が言葉を速くする。

「人工知能体はこの惑星には存在しない。入国も認めていない」

「だ、だから、ジゼルは麻ま酔すいで気絶していたから」

「この星になんの目的があるの？」

「な、ない」

「正直におっしゃいなさい、あなたはどこから来たの」

　で。

　でたーっ！

　デイニの時も、いつ聞かれるか、いつ聞かれるか、常に緊きん張ちようしてやまなかったフレーズ。

【どこから来た】。

　エルシから。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションを筆ひつ頭とう企き業ぎようとする、企業集合体惑星から。

　なーんて、口が裂さけても言えない！

「あー、えーっと、その、あそこ、ほらっ」

　いっ、いけない。この場で既にジゼルは怪あやしい存在となっている。ラージャの怪け訝げんな面おも持もち。そりゃあそうだ。自分の星の名を語るのに、口をついて出てこないなんて、自じ滅めつだあ。

「ほら、連邦の……」

　ともかく、Ｅ・Ｒ・Ｆグループ関係からなるべく離れようと、後先関係なくつないだ言葉に、ジゼル、ピンッと閃ひらめいた。

「ほ、ほら、あそこ。連邦政府のミレの近くの、アザリア星系恒こう星せいシャノンの第六惑わく星せいの衛星──五年前にテラフォーミングが開始されたばかりだから、まだ名前がないんだ。ラージャも知ってるでしょう、精神伝達物質がどうのこうのと騒がれて」

　なんとか言葉を続ける。名前のないところを説明するのだから、言葉に詰まったってふしぎはないよね！

　だが、おとなしそうな顔をして、ラージャは予想以上に鋭かった。

「その星で生まれたの」

　うん。危あやうく頷うなずきそうになって、そんな開発し始めたばかりの星に、こんな高性能な人工知能体が創そう造ぞうできるはずがないと一いつ瞬しゆん早く気づき、焦あせって首を横に振る。誘ゆう導どう尋じん問もんが巧うまい。でも、どうせラージャもサイバ機械としかジゼルを考えていないんだろうけれどね。

「う、ううん、生まれたのは、ミッ、ミレだよ」

「ミレの、何区域かしら」

　し、しつこーいっ。ラージャの目がまともに見れない。自白を求められている罪ざい人にんの心地がする。ミレなんて言わなければよかった。落ち着け、落ち着け、理知的な判はん断だんをするんだ。

「ミ、ミレの」

「ミレの」

「デテール大学の工科カレッジ！」

　としか、言い様がないじゃない？　生物学研究所だったらこんなところにいられるはずないし、政治目的があるもの。でも、叫んでから彼女がデテールに在ざい籍せきしていたと語ったことを思い出し、まさか、工科じゃあないだろうなっ、と全身毛が逆さか立だつまでに緊きん張ちようする。

　いきなりジゼルが大声を出したことに驚いたのか、それとも噓うそがばれたか、しばしラージャはなにも言わずジゼルを見下ろしていたが、

「どうして、ミレからそんなへんぴな星へ？」

「あ……創造したプロフェッサーの一人が、調査団として派は遣けんされて、その人がマスターだったからジゼルも一いつ緒しよに……」

　マスター。サイバノイドやサイバ機械なら人間のことをそう呼ぶ。絶対的な主従関係。

　ジゼルは？

　ジゼルとなつめの関係。飼かい主、飼い猫。そう。そうだったよね。それだけだよね。

　頭の奥でなにかが呟つぶやいた。

〈そうだったっけ？　なつめって、ジゼルにとってなんだっけ？〉

〈どうしてジゼルはなつめのところにいるんだっけ？〉

「ふうん。工科のねえ……」

　ともかく、その場しのぎのジゼルの噓を、どうにかラージャは信じてくれたようだ。自分の所属していた大学への信しん頼らいも効果あったらしい。同どう胞ほう主義というのか、あれだ、出身が同じというだけで、むやみに応援したくなったりしてしまうような、愛国主義者の原点をつく奴やつ。

「あなた、スパイ？」

　唐とう突とつに唐突なことをラージャが尋ねたので、ジゼル、ぽかんとばかみたいに口を開けたままになってしまった。

「スパイ？」

　おうむがえしに聞いてしまう。それからおもむろに首を振ふった。唐突になにを言いだすのだか。

「そう。そうよね。こんな可愛かわいらしくてとぼけたねこをスパイにするほど、あそこは愚おろかではないものね。良いわ、なんでもなくてよ」

「ふうん……？」

　なにかいわくつきのラージャの言葉。猫のいない世界に猫なんか送ってもスパイになんかならないじゃない。そう口を尖とがらせるジゼルに、ラージャはころころ笑った。

「そうね。あなたはスパイには不向きだわ。なんの特技を持っているのかしらね」

「え？」

「サイバネティックス規制公文書は大学時代に呼んだわ。人じん倫りんが専攻だったから。サイバネティックス機械は産業目的を持たない限り製造をしてはならない。ね」

「産業、目的……？」

　しばらく、頭の中が真っ白になるような感覚を得た。

「──新星開かい拓たくの特殊物捜そう索さくと、孤島状態の人間の緊きん迫ぱく緩かん和わ」

　自分でも抑よく揚ようのない、実に淡たん々たんとした声だった。どうせ、口からのでまかせだ。

　産業目的？　サイバ機械、即ち人工知能体は産業目的を持たない限り製造できない。

　ジゼルは？　ジゼルに産業目的なんかあるの？

　思い出せない。あったのか、なかったのか、それとも忘れているのか。

　サイバ機械。ジゼルは生体機械、でも人工知能も備そなえていて。

　Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションだから？　規制無視？

　不意にジゼルが思い出したことがある。

　ジゼルはどこから来たのか覚えていない。生まれ出たところを知らない。どうしてなつめのところに来ることになったのか、皆かい目もく判わからない。

（……なつめ！）

「捜索能力？　まあ、それはすばらしいことを聞いたわ」

　ラージャが手を叩たたいた。その音でジゼル、我に帰る。王女の無む邪じや気きな好奇心にキョトンとなって見返すと、

「あなたの捜索能力を買って、ぜひとも頼たのみたいことがあるのよ。ねえ、よろしいでしょう、引き受けて下さるわよね、ジゼル」

　捜索能力？　なんだそれ。問い返す前に、自分がこじつけた『産業目的』であると思い出し、ぎょっと後ずさる。

　やばい。

　これは、完かん璧ぺき、やばい。

「あなたに捜してもらいたいものがあるの」

　ジゼルにそんな能力あるわけないじゃない。オプションのレコーダーシステムしかないのに。しかないのに。
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　次の日、ラージャ王女に連つれられ、王宮に勤める者たちと顔合わせをしてまわった。これで、とりあえずは魔ま物ものの使いだとかで追いかけ回されなくても済すむというわけである。

「……ねえ。ねえったら。ジーゼル」

　その夜、王宮の回かい廊ろうを一人ぽてぽてと歩いていたジゼルは、自分の名前を低く呼ぶ声に気づいた。こんなところに知り合いはいなかったが、と怪け訝げんに思って、首を巡らす。

「ジゼル。上だってばさ。天てん井じよう」

　促うながされるまま天井を仰あおぐと、沢山の灯とう籠ろうの光に照らし出されたデイニの顔が、白はく亜あの石の梁はりから窺うかがっていた。

「あっ、デイニ！」

「大きな声を出さないで。ジゼル、一人？」

「そうだよ。誰も周りにいない」

　返事を聞くとデイニは飛び降りてきた。結けつ構こう高い天井なのに、身軽だ──というか、落下速度が変だ、反重力システムを携けい帯たいしているんだな。デイニはどこの星の人なんだろう。

「こっちに」

　着地と同時に、デイニ、ジゼルの首をひっつかむと、中庭の茂みの中に突っ込こんだ。

「な、なにするのさ！」

「見つかったらやばいのよ」

「ジゼルはもう大だい丈じよう夫ぶなんだもん」

「私は一発で外国人とばれてしまう。無ぶ事じだったね、良かった」

　親しみをこめてデイニが尋ねる。デイニ、ジゼルを追ってきてくれたのかな。

「でも、どうしてこんなところにいるの、デイニ」

「私も次の便で運ばれたのよ。最初からその予定だったから。ジゼルのことが気になってた。この星、ねこは存在しないからね。もう大丈夫って？」

　なんだ、そういうことだったのか。少々がっくりしながらも、やっぱり誰かに気をかけてもらうって嬉うれしい、などと考えるジゼル。そして、デイニの質問に手短く答える。

「ラージャ王女と仲良くなったの。彼女、ミレのデテール大学出身だから、人工知能体も平気なんだって」

「へえ。第一王女が味方についたのか。なら、百人力だね、彼女、この国で一番の人気者だから」

「うん。でもね、ギブアンドテイクなの」

「なにそれ」

「身の保全がギブ、王子捜さがしがテイクなんだって」

　憮ぶ然ぜんとしてジゼルは言った。

　ことは昨晩、このボーヴォール王家の第一王女、ラージャ・ティラピア・ラーウル・ラメによって、ジゼルが九死に一生を得たことより始まる。

　国内不法侵しん入にゆう、動植物検けん閲えつ法違反、精密機器持込禁止令、追放令などなど、宗教がかっていない、ジゼルにも容易に判はん断だんできる事柄を羅ら列れつし、おまけに『命の恩人』を振るられて、ジゼル、ラージャの依い頼らいを聞かざるをえなくなってしまった。おまけに、うそ八百の捜索能力がないと知れたら、今度こそ返答に行き詰つまる。完全に。ジゼル、なつめほど切り返し巧うまくないし、アスラほどでたらめが口をついて出てこないもの。

　王女の依い頼らい。弟王子を捜し出してほしい。

「弟。ボーヴォール王家には確か双子の王子がいたと思ったけど」

「うん。一人は昨日会った。ディド・レオネ・ラ・ラメ。捜してほしいのはディドの弟の、ミュセ・サ……サプ？」

「サプライ？」

「そうそう、ミュセ・サプライ・ラ・ラメだ。なんで知ってるの？」

「現国王のセカンドネームがそうなの。この国では子供が十になるとセカンドネームを与えるんだけれど、大抵は世よ継つぎに父親と同じネームをあげるんだってさ」

「ふーん」

　ジゼル、えらく納なつ得とくしてしまった。なつめたちは結婚すると姓──じゃあないな、家族・家系の名前じゃあないから。屋号？　称号かなあ──が、つくのだ。これはエルシ全体のではなく、なつめの家系のみでの風習だけれど、世の中似た風習はあるんだね。

「よく知ってるね」

「来る前に色々調べたから。全く見知らぬ星に乗り込むのに、無む知ち蒙もう昧まいじゃ困るでしょ」

　あはは、とデイニは笑う。デイニのことを以前凜り々りしいと思ったけれど、笑いかたも豪ごう快かいな娘さんだった。

「で、その弟の方が消えてしまった。うーん、臭におうわね」

「臭う？　なにが」

「第一王位継けい承しよう者しやの王子が忽こつ然ぜんと消えた。双子の兄はそのまま。となれば、これは兄王子を王位につかせたい奴やつらの犯行に決定よ。単純明快ね、三文小説並み」

　ふんふんと一人デイニは頷うなずく。つまり、お家騒そう動どうというわけ。エルシでもよく聞かれる話だ。無む論ろん、Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションの会長の座には、今までそんな愚おろかしいできごとは起こらなかったものねーっ、創そう業ぎよう以来。

「それに、大体、そんなことなんでジゼルに頼たのむの？」

「そっ、それはっ……」

　身から出た錆さび。情けなくて説明できないっ。ジゼルがどう答えたものやら焦あせっていると、

「ジゼルが捜して見つかるなら、もうとっくの昔に誰かが見つけてるわよ。弟が行方ゆくえ不ふ明めいになったのはいつのこと？」

「一か月くらい前って言ってた」

「おっかしーでしょ。いまさら、わざわざ。ということは、この話には裏があるか、もしくはジゼルでなくてはならない事情があるかだね」

「……デイニ、あの、実はね」

　これ以上は隠かくしておけないと、情けなくてもばかばかしくてもラージャとの会話を全て説明するしかなかった。ついでに火あぶりにされかけたことも。ただ、秘密の研究室についてはジゼルもはっきり判わからないので（実のところ、秘密かどうかも判らない）、黙っておくことにした。

　はたして、ジゼルの話を聞き終えたデイニは、思いっきり爆ばく笑しようしてくれた。一体なんのために茂みの中に隠かくれているんだか。腹を抱かかえて笑っているぞ。もーうっ、そんなに笑わなくたっていいじゃないか。そりゃ、自分でもなかなかまぬけな展開だと思うけど。

「あ～あ。生体機械のジゼルくん、見つけられる自信はあるかな？」

「全然ありませーん」

　デイニの調子に乗って返事をしてから、肩の力が抜けてしまうジゼルだった。空むなしい。

「どうするの、ジゼル。逃げる？　それだったら私、協力するけど」

「……デイニ、なにしにここに来たの？」

　今度はジゼルが尋ねる番だった。デイニはちょっとひるんだように見えた。そして、ふっと淋さびしげな笑みを口元に浮かべると、

「そう、ね。言ってなかったね。私も人を捜さがしているの。突然いなくなってしまった人を」

　そう意外なことを言ってのけたのだ。そんな、だったらジゼルに逃げるかなんて聞かないでよ。ラージャの心が解わかるんでしょう。ジゼルの心が解るんでしょう。

　いつのことだったか。

　いつのことだったか、なつめが消えてしまったことがあった。なんの足跡も残さず、霞かすみのように。突然のことに、ジゼルは何度も何度もなつめを呼んだ。泣きながら本社のおとーさんを呼び出した。来たのはアスラで、すぐに戻もどってくるから、そう宥なだめられても信じられなかった。

　あれから？　なつめへの不安を心に抱いたのは。あの後？　アスラの言う、こういうことを始めたのは。

「いなくなってしまった人って、兄弟？」

「兄はいるけど。恋人よ」

　照れた様子もなく、デイニは淡たん々たんと答えた。恋人。ジゼル、首を傾かしげる。

「……それって、逃げられたんじゃないの？」

「きついことを言う」

　そう言ってデイニは苦笑した。だってそう考えるのが自然だもの。だてにジゼル、恋愛ドラマを見てないよ。でも、悪いことを言ったかな。デイニは気にしてないみたいだけど。

「そう、よね。それが自然な考え方だと思う。私もそうだと思うわ。でも、失礼じゃない？　なにも言わず、なにも知らせず、急にいなくなるなんて。嫌いになったら嫌いになったではっきり言えばいい。私がそんなに諦あきらめの悪い女と思ってたのかしら。自分を想おもってくれない男とつきあうなんて、私があまりにも惨みじめだわ。すっぱり別れるわよ。どうしてそれが解らないのかな。はっきり言って、こんな風に消えられた方が迷めい惑わくだわ。新しい恋をするのに躊ちゆう躇ちよするじゃない。私、曖あい昧まいなの嫌いなのね。ジゼルもそう思うでしょう」

　そこまで一気にまくしたてて、いきなりジゼルに振ふられても、だ。デイニの迫力に圧倒されて、ジゼルは啞あ然ぜんとしていた。こういうのを凜り々りしいというのか、負けず嫌いというのか。

「……もしかして、デイニ、その恋人を見つけて、別れの言葉を吐かせようとして、わざわざ外国まで？」

「そうよ。あの人の部屋にボーヴォール惑わく星せいの資料があったから。王家の資料もね」

　けろりとした面おも持もちでデイニは頷うなずく。デイニ、逞たくましい！　一見大人しそうなラージャといい、女性は凜々しい人が多い。なつめだって、アスラに負けたことないものね。

「じゃあ、その人のこと、もう好きじゃないの？」

　ジゼルがそう尋ねると、デイニはすぐには返答しなかった。困ったような苦笑いを浮かべて、小首を傾かしげ考え込こみ、

「会ってから決めるわ」

「どうして？」

　デイニは笑って答えなかった。ジゼル、今好きかどうか聞いたのに、会った時のことなんか聞いてないのに。変なの。

「ともかくさあ、デイニもこの王宮で恋人を捜さがさなければならないんなら、ジゼルと一いつ緒しよにやらない？　こそこそ捜すよりいいと思うけど」

「こそこそやらなきゃまた逃げられちゃうでしょ」

「あ、そっか」

「でも、付き合ってもいいわよ。夜だけなら目立たないし」

　そう、この宮殿は比較的明るいけれど、それでも人工灯をほとんど使用していないので夜はうすら暗いのである。外なんか真っ暗くら闇やみだ。

「ほんと？」

「私もジゼルの能力にお世話になりたいからね」

「うーん。そればかりは御期待にそえられないなあ」

　二人して茂みの中でけらけら笑った。宮殿での危険は去ったし、この星を出る手段も、デイニがいてくれればどうにかなるだろう。ようやく心から安心できる状態になったわけである。あとはココリさんの連れん絡らくで、なつめ──アスラが上う手まくジゼルを見つけだすのを待って……

「ねえ、この星に星間通話機ないかな」

「宇う宙ちゆう港こうとか国王の部屋にあるんじゃない？　あと大使館とか」

　ラージャの部屋にあったかなあ。でも、通話先がばれたら困るし。

「…………」

　デイニが怪け訝げんな顔してジゼルを覗のぞき込む。まあ、そのうちどうにかなるということで──と、自分でも安あん易いだと思うジゼルだった。




　すらりと背の高いデイニを、どうやってごまかして連つれ歩くか。その問題はジゼルが化け粧しよう室しつを見つけたことであっさりと解決してしまった。

　まだ見かけたこともない王様の私室がある本殿では、日ごと夜ごとになにかの宴えん会かいがある。初めてこの王宮に来た時、この騒ぎを見てなんらかの記念日かなんかかと思ったら、別に確たる趣しゆ旨しはないらしい。建物の此こ処こ彼処かしこで宴会は催もよおされ、そのどれもが一つ一つ全然違う人が主しゆ催さいしているそうな。なんでかなー、と疑問に思ってデイニに尋ねたら、

「この王宮には色々な貴族が住んでいるのよ。無む論ろん、外にも屋敷を持ってるんだけれどね、ここにいた方がのけ者にされないじゃない。そいつらがみんな勝手に宴うたげを開いているからよ。毎日、毎日、宴会ずくし。他にすることがないしね」

「ふう……ん、働かないのかなあ」

　ジゼル、とっても忙しいおとーさん、おかーさんを思い出した。忙しくて娘の顔もろくに見れない毎日だけども、仕事が楽しい、そんな表情をしていた。遊びながら仕事をしているって感じ。暇ひまだから馬鹿騒ぎをするっていうのは邪じや道どうだな、忙しい合間にこそ、どんちゃん騒ぎをするべきなんだ──っていうのは、企き業ぎよう主義者の偏へん見けんだろうか。

　ともかく、そんな宴えん会かい好きなボーヴォール貴族の皆さんのために、王宮の一角にゴージャスな化け粧しよう室しつ、衣い装しよう室が設もうけられていたのだ。

　デイニにボーヴォール人らしい化粧を施ほどこさせて、まあ『仮か装そう大会に出ている娘』ぐらいに化ばけてもらった。ぴちりとした服からだぼだぼの民族衣装に着替えて、デイニは少々居心地悪そうだったが、夜中の探たん偵てい団だんを始めてはや三日、なかなかさまになってきた。

　デイニの言うとおり、この宮殿をよく知っている人々が一か月間ずーっと捜さがしてきたものを、どうしてジゼルに捜し当てることが可能というのだろう。泣けてくる。本当にどうにかなるのかなあ。だんだん悠ゆう長ちように構えていられなくなってきたぞ。

　なつめに会いたい。畳の上で寝たい。ラージャの貸してくれた部屋（猫にあんな豪ごう華かな部屋を貸すなんて、この星の人って感覚がヘン！）はふかふかのベッドだけれど、石の床ゆかは冷たくて歩きにくいよう。

　回かい廊ろうの曲がり角で、ばったりと出会った洗せん濯たくかごを抱えたおばさんが、魔ま物ものの使いと金きん髪ぱつ碧へき眼がんを見てぎょっとなり、かごを取り落としてしまった。すぐにデイニが拾って渡すが、礼も言わず、あたふたと逃げるように去ってしまった。しかし、なんで今頃洗濯なの？

　会う人会う人、みーんなこんな調子である。夜に行動してくれとラージャに言い渡された時、始めはその方が敵もしっぽを出しやすいから、そのためかと思っていた。が、実のところ、なるべく人目につかないよう、宮中の人々をむやみに不安がらせぬ配はい慮りよだったのだ。でも、夜だけ歩くというのは、逆効果の気もしないでもない。うん。

　そして、三日目にして、ようやくジゼルの部屋、ラージャの部屋、殿でん舎しや殿舎の配置、その回廊への道、などといったものぐらいの配置図が頭に描き収まった頃、宮殿内部の人間関係図も判わかってきた。どうして判ったって？　だって、この宮殿、扉とびらがないんだもん！

　デイニの推測どおり、双子の王子を巡って対立が生じているらしい。といっても、弟のミュセを担かつぐ一派が圧倒的優位で、兄ディドの一派は歯し牙がにもかけられなかったのだけれども、ミュセ王子の失しつ踪そうより、兄王子を担ぐ一派が幅はばをきかし始めている。これが概がい略りやくだ。

「ま、失踪ていうよりも、誘ゆう拐かいでしょ。十歳の子供に失踪なんてね。家出かな」

　デイニがけらけら笑いながら言う。ジゼルは首を傾かしげた。

「うーん。でも、なんかさ、妙だよね」

「そうね。こういう状じよう況きようなら、もっとディド王子の派は閥ばつが顔をきかしてもいいわね。でも、ディド王子のことを話す人は浮かない顔だし、寝返る人もほとんどいないみたいだし。大体、当人の王子が全然姿を現さないんだから」
















「子供だからじゃない。ジゼルが妙だと思うのは、どうして弟王子の方が第一継けい承しよう者しやなの？　二十三歳のラージャもいるのに」

　なにをいまさら、といった感じでデイニがジゼルを見下ろした。最初、ジゼルは疑問に思わなかったけれど、能力がある方が順番なんて関係ない、と思ってたけれど、噂うわさを聞く限り、ミュセ王子は知能の方は平々凡々、器量もまあまあ、カリスマ性でもあるかと思いきや、それはラージャ王女の方に当てはまる、みたい。じゃあ、なんで？　ディド王子はともかく、才さい色しよく兼けん備び、頭脳明めい晰せきのラージャを押しのけてまで。

「この星では男子優勢なのよ。王子のいる限り、ラージャ王女にどれだけ人気があっても、王位には就つけないの。双子の優位関係はねえ、きっと生まれた順が弟の方が先だったんじゃないかな。そういう風習はよくあるわ。忌いみ払ばらいかなんかで」

「ややこしいんだねえ」

　融ゆう通ずうがきかないと、企き業ぎようだったら潰つぶれているところだ。この、しきたりにがんじがらめになって、大きなものを失うことに気づかない、それが封ほう建けん社会の特徴の一つだろう。世せ襲しゆうはとりわけ選択範囲が狭せまいのだから、順番にこだわるなんてばかげている。

　世襲。大体、公的なものに世襲化を導どう入にゆうするなんて、どう考えてもおかしい。だから、人類文明は没ぼつ落らくしつつあるんだ。ミレでさえ、連邦政府内さえ世襲化が進んでいるっていうのだから、世も末だ。企業とは違うんだから。

「ジゼル、なんか人間くさいわねえ。人工知能ってここまでプログラムされていいんだっけ？」

　眉まゆをひそめてデイニがジゼルを覗のぞき込こんだ。慌あわてて、

「い、いいに決まってるじゃない。ジゼルはなつめの心の友として創つくられたんだから」

「ナツメ？　それがジゼルのご主人さま？」

「そうだよ。あはははは！」

　我ながらぎこちない、乾かわいた笑いを思いっきり飛ばす。なつめ、なんて変わっている名前だから、Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションの娘ということがばれてしまうかもしれない。そう焦しよう燥そうにかられての笑いだった。デイニがどこの出身でＥ・Ｒ・Ｆにどんな感情を持っているか判わからない今、ばれるわけにはいかない。

　ジゼルの笑いにつられてか、デイニもあははと笑い出した。よくこんな味もない笑いにつられるなと、デイニを振ふり仰あおいでぎょっとなる。

　仰いで見るデイニの口もとは、ぴたりと唇くちびるが閉じていた。人間よりはるかに敏びん感かんなジゼルの聴ちよう力りよくは、今もなお、あはは、あははと笑い声を。

「！　幻げん聴ちようが聞こえる！」

「待って、私にも聞こえる。笑い声でしょ」

　デイニの緊きん迫ぱくした問いに、何度も頷うなずくジゼル。

　その笑い声は宴えん会かいによるものとは異なっていた。享きよう楽らくに耽ふける人々が、あんな金切り声で、まるで歌劇のような笑い方をするだろうか。第一、この宮殿は騒がしいところはとても騒がしいけれど、静かなところはとことん静かだ。ジゼルたちが歩き回るところは貴族の部屋の並ぶ中であるはずがなく、本殿の外れの方で、宴うたげの喧けん騒そうは遠く小さく……

「か、歌劇団の演習かな？」

「そんなもの、どこにいるのよっ」

「聞こえてくる方って、深殿だよね」

「後こう宮きゆうっていうの」

「やだなあ。耳に触さわる笑い方だなあ。耳に残りそうだよ」

「ええ。あれじゃあ、まるで、気のふれた──」

　デイニがそこまで言うと、二人、顔を見合わせた。考えついたことが一致したらしい。

「子供の笑い声だよね」

「王子を誘ゆう拐かいして、王位に就つけなくなるよう」

「頭ん中、ぐちゃぐちゃに引っ搔かき回す……て？」

　秘密の研究室。

「うひゃあああ」

　あまりにエグいことを想そう像ぞうしたので、脳のう裏りに浮かんだ手術光景にデイニと一いつ緒しよに身み震ぶるいをする。

「気色悪ーい」

「もおー、冗じよう談だんじゃないよお。やめよう、そういうの考えるの。誰かが宴えん会かいの余よ興きようでやってるんだよ、ばかみたい。行こ行こ」

　君くん子し、危あやうきに近寄らず。ジゼル、くるりと反転して、さっさとその場を立ち去ることにした。デイニは佇んだまま、暗い廊ろう下かの向こうを凝ぎよう視ししている。

「デイニーっ、外の方、見に行こうよーっ」




　ところが。

　どうして。

　あの笑いは、けーっして余興なんぞではなかったのだ。

　夜な夜な、微かすかに聞こえてくる哄こう笑しよう。意識しだすと、今まで気づきもしなかった時間、場所でも、それは確認できた。移動しているのか遠ざかったり近づいたり。不意に止んだり突発的に始まったり。

　ジゼル、怪かい談だんはだいっきらいなんだーっ！

「あはは、猫は怪談に登場する方だからねえ」

「デイニ、顔が引きつっている」

　軽口を叩たたくデイニの声も、いまいち凜り々りしさを欠く。どうやら二人とも、怪奇談には弱いらしく、むやみに近寄るのは得とく策さくじゃないね、と意見が一致した。無む論ろん、正体を突き止めたいという好奇心はあったけれども。

「……ったく、灯台下もと暗くらしなんてラージャが言ったけれど、幽ゆう霊れいが出るなんて聞いてないぞ」

　ぶつぶつ文句を呟きながらも、ジゼルは七日目の探たん索さく活動を終え、部屋に戻ってきた。デイニは使われていない部屋に潜もぐり込んでいる。

　七日も経たったのに、どうしてなんの連れん絡らくもこないんだろう。Ｅ・Ｒ・Ｆの技術だったら、もう割り出されていてもいいんだけれどなあ。やっぱり、アスラの言うとおり、ココリさんは当てにならない。待てよ、これぞとばかりにアスラが意地悪心起こして、迎えに来ない気か？

　空が明けかかっている。真っ青だ。これから紫に彩いろどられていくのだろう。本日も、晴れ。

　空が白んでくる頃ころには、もう笑い声は聞こえない。あの笑い声は、しかし、なんなんだろう。他の宮中の人は知っているのかなあ。

　そう考えていると、タイミングいいことに、夜食というか朝食前の一服というか、眠る前にミルクをいつも運んでくれるおばさんがやってきた。もう一週間にもなるので、おばさんはジゼルを魔ま物ものの使いではなく、ごく普ふ通つうの一つの生物として見てくれる。これはひとえに、彼女のラージャ王女への信しん頼らいのたまものであろう。ジゼルを初めて見て震えたこのおばさん、ラージャの『怖こわがることないわ、これは猫という生物で、鳥や犬と同じなのよ。私の小さなお客様だから丁てい重ちようにね』という言葉で、ころりと態度が変わってしまったのだ。

「ジゼルちゃん、ここに置くわよ」

「ありがとー、マーヒ」

　しかし、鳥や犬と同じで、自分たちと同じ言語を話せるということを疑問に思わないのだから、ふしぎだよなあ。科学的根こん拠きよを追及する概がい念ねんがないのかな？

　ぱたぱたとそこらの片づけと整頓をしているマーヒに、温かいミルクを飲みながらジゼルは話しかけた。

「ねえ、マーヒ。魔ま物ものっているの？」

「いますとも。悪あしき考えを持つ者は、魔物にしか分からない、魔物の大好きな臭においをまき散らすんですよ。それに乗って魔物は飛来してくるの。全まつたく、誰のせいなのやら」

　小太りでいかにも人が良さそうなマーヒは、今度のミュセ王子の失しつ踪そうは魔物のせいだと強調した。弟王子がたに較くらべれば、ラージャ王女様は容よう姿し端たん麗れい、頭脳明めい晰せき、留学の経験から外国要人との交流も広い。完かん璧ぺきなお方よ、そう口くち癖ぐせのようにジゼルに言う。今、ラージャは二十三歳。双子の王子が生まれる十年前までは、彼女が王位継けい承しよう者しやで満場一致で決定、立太さえ行われていたのだ。

「姫様は王太女を下ろされたことを恨うらみもせず、弟様がたを亡なくなられた妃殿下の代りにお可愛かわいがりになられていたんですよ。ミュセ様のことでもそれは心はりさけんばかりのお悲しみようで……」

　だって。美しき姉弟愛だあ。なつめとアスラの兄妹愛はどうだろう。こんな美談は成立するかしらん。そういえば、デイニもお兄さんがいるって言ってたっけ。

「その姫様を摑つかまえて、ミュセ様のことは位を下ろされた王女の復ふく讐しゆうだなどと言いたてる輩やからがいて、もう、私は悔くやしいやら腹がたつやら、情けなくて涙が出て」

　拳こぶしを握にぎり締しめて、マーヒはそうも言った。へえ、そんな噂うわさは聞かなかったな。色々な説が流る布ふしているみたいだけれど、ラージャが悪く言われる話は初めて聞いた。

「大丈夫だよ、そんなことあるなら、ジゼルに捜そう索さくを頼たのんだりしないじゃない。弟想おもいなんだね、ラージャは」

「そう、そう思うでしょう、ジゼルちゃん。マーヒ、嬉うれしいわ」

　踊りだしかねない勢いで喜々として言うマーヒ。どうもジゼルが尋ねたい方向から話がずれているので慌あわてて修正にかかる。

「ねえ、じゃあさ、幽ゆう霊れいって信じる？」

「信じますよ。魔物と幽霊は違うものですけれどね」

「じゃあ」

　ここで核かく心しんに入る。

「この宮殿、幽霊出るの？」

　ぴたりとマーヒの、クッションをはたいていた手が停とまる。きたきたっ。

「へーんな笑い声が聞こえるんだよう。なーんか、気持ち悪い声でさあ。ねえ」

「し、知りませんよっ、そんな声、聞いたこともないわ」

「でもお」

「さあ、子供は早く寝なさい。目が覚めたらいつものようにラージャ様のお部屋に上がってちょうだいね」

　なにかを隠かくしてマーヒは慌ただしげに言い渡すと、そそくさ銀ぎん盆ぼんを抱えて出ていった。

　……なにか、ある。

　どうも、単なる怪かい奇き話ばなしではなさそうだな。

　ジゼル、決心したぞ。







　ACT.5




　草木も眠る丑うし三つどき（この星の一日はエルシ感覚で二十二時間強だけれども）。

　今日こそは幽ゆう霊れいの正体を突き止めてやるぞ、と決心したジゼル、デイニが現れるのを待って、早々に後こう宮きゆうに向かって歩き出した。

「？　どこに行くの、ジゼル」

「幽霊の正体あばくんだい」

　ジゼルの固い決心の声で、デイニは立ち止まってしまう。

「ねえ、近寄るのはやめたんじゃないの!?」

「ジゼルは事実を知ってないと気がすまないの！」

　レコーダーとして、ジゼルの好奇心は恐きよう怖ふ心しんに打ち勝ってしまったのだ。あのマーヒの態度、絶対なにか裏がある！

「ねえ、やめようよ！」

「じゃあデイニはそこにいたら。ジゼルは一人でも行くっ」

　デイニを後しり目めに、黙もく々もくとジゼルは進み続ける。デイニ、その場で逡しゆん巡じゆんしていたが、

「私、後宮の外の方、見てくるね！」

　すたこらさっさと逃げてしまった。まさか、本当に行ってしまうなんて考えてもいなかったので、えーっと不満の声を上げても既に本人は消えている。

　デイニの消え去った薄暗い廊ろう下かをじっと眺ながめて、

「……い、いいやいっ。デイニなんかいなくたって、ジゼル一人でだって白黒つけられるやいっ」

　つ、強がりなんかじゃあないもんっ。うん、武む者しや震ぶるいもしてきたぞ。頑がん張ばれ、ジゼル！

　後宮に入ると、そこはしーんと静まりかえっていた。ここには宴えん会かいの喧けん騒そうはない。みんな寝ているか、でっぱらっているか、どちらかだ。

　後宮とは、字のごとく本殿の後ろに築かれた建物である。中には国王の御婦人がたが住んでいるそうで（一夫多妻制なんだって。男余りの世の中で、なあに考えているのだか！）、全体的にひっそりとして暗い雰ふん囲い気きがある。まあ、こんな広い建物に八人の妻だけが住んでいるわけはなく、その他の侍じ女じよや女の召使さんも同居しているとか。つまり、貴族以外の宮中に住む女性のほとんどがここで寝起きしているそうだ。ラージャは王女様なので、国王と一いつ緒しよの建物だ。

　扉とびらの代わりの緞どん帳ちようが、暗くら闇やみの向こうまで並んでいる。その一つ一つの中に人の気け配はいを感じとることはできない。重く暗く垂たれ下がり、あたかも本物の扉のよう。

　ジゼルのぱた、ぱた、という足音だけがぶきみに廊下に反はん響きようする。音を立てないつもりなのに。高い天てん井じよう、広い廊下。声一つしない。本当に誰もいないのだろうか。

「きゃーっ！」

「うわわあっ！」

　突然の悲ひ鳴めいに、ジゼル、飛び上がって仰ぎよう天てんした。あー、びっくりした、びっくりしたあ！

「きゃーっ、きゃーっ、きゃあーい」

　悲鳴は、どうやら驚きよう愕がくによる発声ではなく、享きよう楽らくによるものらしい。ま、紛らわしい。

「きゃあ、きゃあははは、きゃはは、あははは！」

　いつもの笑い声!?

　しかも、近い。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしてから、一歩踏ふみ出す。先程の驚おどろきのせいかなんのせいか、心臓がどきどきしていた。

「あははははは！」

　どきん。どきん。い、いやだなあ、妙に反はん響きようしちゃって。怖こわいな──い、いいやっ、あれは幽ゆう霊れいでもお化けでもなんでもないんだ。マーヒの慌あわてよう、あれが証しよう拠こ。

　それしか頼たよるものがない……？　だめだっ、こんな弱気は。

　ふと気づくと、笑い声が消えてしまっていた。お、おやあ、これではどちらに進んでいいのか判わからないじゃないか。し──しかたないなあ、今晩はここで打ち切りにしようかな。うん、無む駄だな体力の消しよう耗もうはいけない、いけない。

　すみやかに適切な判はん断だんを下すと、ジゼルは部屋に帰るよう、回れ右をした。した、その視界の隅すみに。

　白いもの。

　え!?

　おもむろに振り返る。廊ろう下かの彼方かなた、暗くら闇やみと溶けあったそこに、白い、ぼんやりとしたものが浮かび上がっていた。

　ぼわっと輪りん郭かくのぼやけた白いもの。

　ジゼルの視力は夜よ闇やみでこそ、その能力を発揮する。夜行性の猫として、またレコーダーとして、ジゼルは三十メートルほど向こうの廊下に、ぼわっと浮かんだ代しろ物ものの形を、くっきり判別できてしまった。

　白い、蒼そう白はくといっていいほどに生なまっちろい肌はだの、十歳の少年。

　ラージャ王女に渡された写真と同じ、弟王子ミュセ・サプライ・ラ・ラメの顔！

　ボーヴォール人は浅黒い肌である。[image: 下矢印]白い肌をしている。[image: 下矢印]死人の肌。

　ジゼル、理知的な解かい釈しやくによってそこへたどりついた時は、腰こしが抜ぬけてその場に座り込こんでしまっていた。あああ。そうだ。様々な憶おく測そくが飛んでいても、もしミュセ王子が本当に邪じや魔まだったら、既に亡なき者にされているのが常道じゃあないか！

「んふふふ、ふふふ」

　わ、笑い方が変わった!?

　わーん、ジゼルにとり憑ついたってメリットはなんにもないよう。自分の星の奴に憑いてくれっ。大体、猫にとり憑く人間の幽霊なんて聞いたことないぞ！　それに、ジゼルは生体機械なんだぞ、居心地が普ふ通つうとは違うぞ！

　と、ジゼルは叫びたかった。

　が、ご自慢の人工声帯が萎い縮しゆくして、息しか洩もれて出てこない。

「ふふ、うわあーいっ」

　王子が暗くら闇やみに溶とけ込こむ身体をぴらぴらさせて、ジゼルに向かって走り出した！

「ひゃああ！　助けて！」

　詰つまっていた声が堰せきを切って飛び出るのと同時に、ジゼルの身体はひらりと宙ちゆうを飛んだ。

　この時ほど、ジゼル、自分が猫であることを感謝したことはない。なんて身軽。なんてすばやい。あっという間に幽ゆう霊れいを引き離す。

　でも、幽霊ならいくら引き離したところで、神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。

「ひゃああっ、誰か助けてええ！」

　幽霊は明るいところと人込みには現れないのが相場。

　ジゼル、振り返りもせず、脇わき目めもふらず、走って走って、走りまくって、後こう宮きゆうを飛び出、本殿に飛び込み、灯とう籠ろうが光の切れ目なく並ぶ明るい廊ろう下かを抜け、自分の部屋に飛び込んだ。

　どこかの宴えん会かいの音が聞こえてくる。本当ならあの輪に入りたい。でも、入ったら入ったで、今度はこっちが恐きよう怖ふの的になってしまう。なかなか払ふつ拭しよくできない、魔ま物ものの使いのイメージ。

　本殿は常に明るい。人のいないところさえ明かりだけは皓こう々こうと照っている。薄暗い後宮と違って、幽霊も来たがらないはずだ。もう大だい丈じよう夫ぶ。

「…………」

　お、落ち着かない。ジゼルはさらにベッドに飛び込んだ。布ふ団とんの中にもぐり込んで丸くなる。いやだなあ。たたりとかないよね。幽霊を見たら三日後に死にます、とか。いや、それならば後宮の人々が次々と死んでいる。

　ひーんっ、魔物だの幽霊だの、なんなんだこの宮殿は。なつめー、なつめえーっ。

（……魔物？）

　ふと、ジゼルの脳のう裏りに、一週間前の火あぶり事件のことがよみがえった。あそこにいたのは双子の兄のディド王子。あの時、ラージャはなんと言っていた？　弟ディドを心配しての、と。

　魔ま物もの憑つき。そのワンフレーズが実に鮮あざやかに現れて消えた。魔物憑き、魔物退治。

　今のは、ディド王子の方？　そう考えるべきだろうか。ミュセ王子の幽霊ならば、捜そう索さくする必要もない。そう、そうだ。だからディド派の人間は強く推せないんだ。魔物にとり憑かれている王子では、王として不適任。

　でも、魔物なんて本当に居るのだろうか。この星のことは全まつたく知らない。病気？　それではあの顔の白さは説明できない。この前、広場で見た時は、暗かったし篝かがり火で赤く照らされていたが、ごく一般的なボーヴォール人の肌はだ色いろだった。それに、よく考えてみれば、あの幽霊、髪かみの毛も白くなかった!?

　ガチャン。

　突然、金物の音。入り口の側に立てられていた香台が倒れたらしい。

　あんな土台のしっかりしたものが風で吹き倒されるわけがない！

「んふふ、んふふふふ」

　含んだ笑い声。ジゼルの顔面の血が引いていく。あの声だ。幽霊。

　ディドか、ミュセか。ディドだったら魔ま物もの憑つき。ミュセだったら本物の幽ゆう霊れい。

　ディドかミュセか。魔物か幽霊か。

　ええいっ、考えていても詮せんなきことだ！

　ジゼル、勢いよく羽う毛もう布ぶ団とんをはねのけた。足場を得るため床ゆかに下り、きっと構える。

　鬼おにが出るか、蛇じやが出るか。

「あー、見つけたあ」

　しかしながら。

「ねーね。ねーね、見つけたの」

　期待に反して、それは声がわりしていない少年の、異い様ようにあどけなく甘ったるい声だった。啞あ然ぜんとしてまなこを開くジゼルの双そう眸ぼうに映ったのは、白い、血管が透すけて見えるほどに白い肌はだに、人形みたいな白い髪、そして色素が抜けて血管の色をした瞳ひとみを持つ、双子の王子の片割れだった。

　これは。この特徴は……

　色しき素そ細さい胞ぼうの異常。本社の人事部にも同じ症しよう状じようを持つ人がいた。日の光が眩まぶしくて、カラーコンタクトレンズが手放せないと言っていた。夏なつ離り宮きゆうに来たことがある。

　魔物憑きでも幽霊でもない。

「ディ──ディド？」

　なぜ、残された王子の名が出てきたのか。目だ。とろんとした、正体のはっきりしない目。どこか変だと考えていた。なにか変だと感じていた。この目だ。

「デイド。ディドだよ。ねーね、ねーね」

　息を吞のんだジゼルに、ディド王子は頑がん是ぜない子供の、こまっしゃくれた最近の子供には見られない笑い、赤ん坊のような無む邪じや気きな笑いを見せて、近寄ってきた。

「ねーね、見ーつけた。ねーね、遊ぶ。ディドとあそぼ」

　少年の手がジゼルに触ふれる。反射的にひるむ。

　あ。しまった。拒きよ絶ぜつしてしまった。差別してしまった。

　見る見る間にディドの表情が崩くずれる。ひっく、ひっく、としゃくり上げて、ぼろぼろと声も出さずに泣き出してしまった。ジゼルを後悔の嵐が襲おそう。

　どうしよう。どうしようーっ。子供を泣かしてしまった。わーっ、ジゼルってば、なんてことをっ。

　うろたえるジゼル。悪気があったわけじゃあない。ただ、びっくりしただけなんだ。ちょっと怖こわかっただけなんだ。──わーんっ、エゴイズムだっ。こんな子供を傷つけてしまった。ジゼルのばかーっ。

　大体、本社の人の時はそんな拒絶しなかったのに。おとーさんが説明したから？　アスラと一いつ緒しよだったから？　文明人だったから？　おかしくなかったから？

　なんにせよ、この子ではそういう態度をとってしまった。

　もう、取り返しがつかない。信用を失った。傷つけた。

　──あー、これはだめだな。どうしようもないばかだな。

（アスラの声？）

　そうだ。あれは、アスラがテレビに向かって文句を言っていたところへ、部屋に入った時の会話。あれは、いつのことだったか。

「またあ、テレビに向かって文句言ってる。変だよ、それ」

　そうジゼルが冷たい目で言うと、アスラはからから笑って応えた。

「知性があり余っているのでね。まあ、見てみ、このドラマ」

「……ふつーの不ふ倫りんモノでしょう。あ、女の人、怒っていっちゃった。どうしたの？」

「ことの展開はこうだ。最近、恋人の様子がよそよそしい。そう感じていた女は、ある日こっそり恋人の後をつけていった。すると、男はホテルに入り、別の女と待ち合わせをして、部屋へ向かっていった。女は部屋へ乗り込み、一方的にさんざん責めたて、『言い訳わけなんか聞きたくないっ！』と叫んで出ていってしまう」

「それがどうしたっていうの」

「この女はどうしようもないばかというんだ」

「なんで？　恋人が浮うわ気きしてたら誰だって怒ると思うけど」

「いいかあ、女は言い訳なんか聞かなかった。なぜだ？　非常に腹がたっていたから。まあそれもあるだろう。興こう奮ふんしていたから。引っ込みがつかなくなったから。そして、悲ひ劇げきのヒロインという自分の立場に酔よって、それを崩くずされたくなかったから。男の態度は実際には全然変わっていなかった。男と一いつ緒しよに入ったのは、男の姉貴だったのさ。女は自分の中に形成された【浮気場面】の概がい念ねんに捕とらわれて、真実を見失うことを自ら進んで行ったというわけだ」

「だってこれドラマでしょう。お話の展開上、こうした方が面白いからこうなってるだけじゃない。アスラ、へーん」

「ばか。メタ視すれば、このドラマを見た奴やつが現実で同じ場面に出くわした時、反射的にこういう態度をとるようになるってことだろう。人の観念なんてものは恐ろしいものだからな。ちょっと考えればどれが正しいのかなんて解わかるのに。原因を知りたくない奴なんていないのに」

「なにそれ。ドラマの功こう罪ざい？」

「理知的でないドラマなんかだめさ」

　──とかなんとか言いながら、メロドラマだってきっちり見ているくせに……

　どうして、今、こんな記憶を取り戻もどしたのだろうか。

　ぐしゅぐしゅと泣き続けるディド。見ている自分の口の中が乾かわく。

　つまり。

　つまり、【取り返しがつかない】というのは観念による思い込みだ、ということ？　自分を悪人に仕立てて、仕立てることにかまけて、現実逃とう避ひしているのは間ま違ちがっているということ？　どうにかしろって言いたいんだよね、アスラ。

　じゃあ、この、声もたてず涙をぽろぽろ零こぼす子供の心も、取り返せるよね、なつめ。

　ジゼル、多少の躊ちゆう躇ちよと不安を秘めながら、ディドの握にぎり締しめられた手を、ちょっぴり舐なめてみる。ぴくんとその腕が震ふるえ、ジゼルも緊きん張ちようしながら仰ぐと、なんともいえぬ面おも持もちの少年がこっちを見つめていた。

　勇気、勇気を。
















「ディ……ディド？」

　刺し激げきしないようにそっと呼び掛ける。しばらく王子は惚ほうけたようにジゼルを眺ながめ、それから突然に手を伸ばしてこの身体をひっ摑つかんで自分の目の前まで持ってきた。子供特有の、動物と人形の区別ができない乱らん暴ぼうな摑み方だったが、この際、なんでもいい。

　じっと見つめ合う。勇気を、勇気を出して！

「ディド、ご──ごめんね。ちょっと驚おどろいちゃったんだ」

　なにも返事はない。じーっとジゼルを凝ぎよう視しする王子。深しん呼こ吸きゆうを一つ、そして、

「ディド、ジゼルと遊ぶ？」

「……ディド、遊ぶ！　ねーねと、ジゼルと遊ぶ！」

　にわかに声を上げると、ぎゅっとディドはジゼルを抱きしめた。

　なつめ。とりかえし、ついたよ。ちょっと苦しいけれど。アスラ、感謝。




　思い出したことは、ドラマのこと。ジゼルもアスラもドラマを見るのが好きだった。ああやって、二人で文句をつけながらよく見ていたということ。

　よく見ていた。いつ？　夏なつ離り宮きゆうには年に二、三回しか訪おとずれない──これは間違いだったのだろうか。そうだ、アスラは、よく、やってきた。いつの間にか、来ていた。

　他の場所でも、見ていた気がする、やっぱり、一いつ緒しよに色々出掛けていたのかな？

　とりあえず、そのおかげでジゼルはディド王子と仲好しになった。

　王子は少し、精神が薄弱みたい。あの目。アルビノ症のせいかと思ったけれど、必ずしもそういうわけではなくて、どうも今まで放っとかれたから、という気がしないでもないんだ。ジゼルの言葉もよく解わかっているし、言葉はたどたどしいけれど発音ははっきりしている。以前、連邦に告発された星に、四歳児に一いつ斉せい知能テストを行い、基準に達しなかった子供は知恵遅れとして施し設せつに放り込む、という制度があるのをニュース番組で見た。富国強兵のため、とかいう理由だったけれど、解説者は人間には学習の速度の違いがあって、知恵遅れと認められた子供でも、ちゃんと育てていれば普ふ通つうのレベルに容易に達するのだ、と説明していた。ディドと遊んでいて、ジゼルはその話を思い出してしまった。もし、ディドも同じ境きよう遇ぐうだったとすれば、なんて酷ひどい話なんだろう。

　ディドの部屋は後こう宮きゆうにあった。長い廊ろう下かを突き当たったところに緞どん帳ちように隠かくされた、この宮殿では二番目に見る扉とびらを開くと、そこから階段が伸びていた。螺ら旋せん階段をぐるぐる上って、塔とうの最上階にそれはひっそりとあった。

　部屋の中は赤い絨じゆう毯たんが敷きつめられていて、不ふ思し議ぎなことに電灯が皓こう々こうと照ってやけに明るかった。様々な人形やぬいぐるみ、おもちゃがごったがえして、舶はく来らい品ひんだろうものも中にはあった。きっと、ラージャ王女が贈ったんだろうな。猫のぬいぐるみもちゃんとあって、王子はジゼルとかわりばんこに指して、『ねーね、ねーね』と言った。やっぱり、頭いいんじゃないかなあ。

　でも、こんな隔かく離りされた部屋に、十歳の子供を一人で閉じ込めておくなんて。ジゼル、ばらばらにされたぬいぐるみの残ざん骸がいで散らかった部屋を見た時、憤ふん慨がいで涙が出た。当人はなんとも感じていないらしく、笑ってばかりで。

　昼はほとんど部屋に閉じこもり、寝たきりで、夜になると飛び回る生活。そりゃあ、子供だもの、身体を動かして遊びたいよね。宮中には王子の行動に関して無む視しする、暗あん黙もくの了りよう解かいがあるらしい。

　結局、ジゼルは一晩中、ディドに付き合っていた。ジゼルになついて、やりたいほうだい。身体がギシギシ音をいいそう。限度というものを知らないから、こっちが生き物であろうとなかろうとお構いなしで、ぬいぐるみ同然に引っ張ぱったり放り投げたり。

　夜明けの後こう宮きゆうでの、大かくれんぼの最中に、ディドは眠り込こんでしまった。くたくたになるまで思いっきり遊んでいたんだろうな。鬼だったのに。

　なんか、粗末な扱あつかいをされたけれど、ぬいぐるみ同然だったけれど、許せてしまう。

　今まで誰だれもかまってあげなかったから。

　今まで放っておかれたから。

　だからマーヒは言えなかったんだ。いずれは外に帰るジゼルに、身内の恥はじとかなんとか思って。

　それって、悲しい。

　すごく、悲しい。

　どうして隠かくそうとするんだろうね。どうして悲しいことを隠しておくんだろうね。

　ジゼルもくたくたになって、自分の部屋に戻るとミルクも飲まずに寝込んでしまった。デイニがどうなったかも、確かめる気さえしなかった。

　そして今、ジゼルはラージャ王女と対たい峙じしている。

「知っていると思っていたわ」

「知らなかったよ」

　何食わぬ顔で王女はジゼルにそう応えた。本当かなあ。

「色のこと？　魔ま物もの払ばらいの時は染せん料りようよ。なぜそんなことをするかって？　儀ぎ式しきなの、あれは。ディドがおかしいのは魔物がとり憑ついているから。ミュセが消えたのは魔物がさらったから。だから魔物をいぶり出そうとしているわけ。そう考える輩やからが多いのよ。ディドを『普ふ通つう』の様子にさせて、魔物の手から解放されたと魔物にゆさぶりをかける。宗教がかった、情けない茶ちや番ばんだわ」

　苦々しくラージャは説明する。ラージャはデテール大学の最新科学に触ふれていた経験の持ち主。医学も呪じゆ術じゆつや魔法とごちゃまぜになっている世の中なんて、インテリゲンチャには耐えられないだろうに。ラージャもかわいそうだね。

「アルビノ症はディドだけよ、二に卵らん性せい双そう生せい児じだから。ディドを取り出すのが遅れたらしくて、あの子の知能指数は六十前後だわ。それでなくてもこの家系は血けつ族ぞく結けつ婚こんが多いのよ。王室だけでなくてよ、貴族は血族関係を強めることで勢力を増そうとしているわ。一いつ夫ぷ多た妻さい制せいですもの、どうしてもね。私と弟たちは十三も年が離れているけれど、もし、母が異なっていたらば結婚の対象になっていたでしょうね」

「異い母ぼ兄きよう弟だいで!?」

　それじゃあ、障しよう害がい児じが生まれてもしかたがないじゃないか。驚きを隠せないジゼルの表情を見てとったか、ラージャは言葉を続けた。

「そう。だから、父には私の実母を含め、九人の妻がいたけれど、子供を身ごもったのはうち四人、出産したのは三人、現在その子供が育っているのは一人。私の母だけ。母は弟たちを産んだ際に死んでいるけれど。子供はね、血が濃く、重くなりすぎてみんな死んでしまう」

　淡たん々たんと、他ひ人と事ごと、もしくは日常茶さ飯はん事じのようにラージャは語るけれども。

　彼女は、苦しくないのだろうか。ジゼル、なにか、息苦しくなってきた。逃げ出したいほど重い空気の感かん触しよく。気が滅入ってくる。

「ディドと遊ぶ？　良くてよ、そうね、その方が良いわ。あの子、遊んでもらったことがないのよ。魔物が憑いてる、と誰も近寄りたがらないから。ミュセとも三つの時離されてしまったし」

　それを聞いて、ジゼルはほっとした。それが救いだった。これでディドには二度と近づくななどと言われた日には、荷物をまとめておさらばするところだ（荷物なんかないけどさあ）。

　でも、知能指数六十前後なら、ミレのメディカルセンターで長期治ち療りようを受ければ、どうにかなるかもしれないのに。ジゼル、そのことを伝えようとしたが、その前に、

「ときに、ジゼル、あなた聞いたところによると、どこかのお嬢さんと一いつ緒しよに行動しているそうね」

　どきん！　せっかく解といた緊きん張ちようが再び背せ筋すじに張りついた。やっぱりばれたかっ。ど、どうごまかそう、見逃してくれる……わけないか。

「あー、彼女は、ちょっとしたことで知り合って、ジゼルの身の上に同情してくれて……」

「わたくしも見かけてよ。黄金の髪かみに、白い肌はだのなかなか美人な娘さん」

「あ──あ、そう？　いつかなあ、彼女、仮か装そう癖へきがあるんだーっ」

　自分でもわざとらしいと認識できるほど、大きな声で応える。どうかばれないで、気づかないで、ラージャ……

　あれ？　白い肌？　だって、デイニはいつも肌を化け粧しようしてごまかしていて。

　愕がく然ぜんとラージャを見上げた。王女はいつものとおり、優ゆう雅がな笑みを浮かべて、そして、

「外国人ね」

　断定した物言い、反論する隙すきがないっ。デイニのばかっ、素顔見られてーっ。

　大いに焦あせったジゼル、わたわたと手を振り回して、

「そ、それは、だから、ね」

「以前からの仲間なの？　正直に答えた方が身のためだわ、あなたも、そのお嬢さんも。さもなければ、密入国工作員として国家間保安維持局に訴えてよ」

　それだけは勘かん弁べんして！　なつめにあわせる顔がなくなるっ。

　しかたがない。はあ、と大きく吐息をつくと、ジゼル、促されるまま正直にデイニのことを話した。消えてしまった恋人を捜してこの星に来たこと、この宮殿にいるかもしれないから輸入品に紛まぎれて忍び込んだこと、そこでジゼルと出会ったこと、などなど。

「デイニ……」

　ジゼルの話を聞き終えたラージャは、なにやら沈ちん思し黙もつ考こうのていになってしまった。うーん、大だい丈じよう夫ぶかなあ。恋人を追って一国の政治拠点に忍び込むなんて、ちょっと変だものなあ。でも、工作員なんてどう転んでも考えられないけれど。おばけが怖こわい工作員なんて！

「……そう、恋人の名前はなんと言うのかしら。外国人はこの王宮には大使館員か招待研究者、あとは連邦の人ね。連邦公務員の方はもう少し東にある建物にいるわ。私には手の出せない領りよう域いきだけれども」

「名前は聞いてないけど……招待研究者って？」

　その言葉がひどく気になって、ジゼルは尋ねた。

「この星の生態系や気候などの調査のために、外国から招いたり申しん告こくして赴おもむいてくる学者の方たちのことよ。どの星でもその制度があるはずだわ。デテール大学からも多く派は遣けんされてくるから、彼らとは顔見知りなの。色々と協力もしているから、どう、紹しよう介かいしましょうか？」

「ジ、ジゼルはいいよ」

　ラージャの申し出に、ジゼルは大急ぎで首を振ふった。そんなことしたら、噓うそがばれちゃうもの。そんなジゼルを見て、ラージャはくすくすと笑っていた。からかわれたのかしら。デイニはどうかな、紹介してもらいたいかな。

　招待研究者。なるほど。あの秘ひ密みつの研究室は彼らのものだったのか。見るからに怪あやしいところに怪しそうに作って。気にかけていて損しちゃった。

「その研究者たちの部屋はどこにあるの？」

「西の宮殿にあってよ」

　西の宮殿。東の宮殿も行ったことないや。目の錯さつ覚かくによる幾き何か学がく迷めい路ろだ、この王宮は。どれ見ても同じに見える。

「それでえ、デイニのことなんだけれど。彼女がいてくれると、ひどく助かるんだけど」

「ああ、そのお嬢さんのこと。良いわ、彼女のこともジゼルに免じて王女の名において入宮を許します。その代りに、二人でミュセの捜そう索さくを引き続き行ってもらいますよ」

「ありがとう、ラージャ。よかった」

　なんでジゼルが礼を言わねばならないんだ？　など訝いぶかりながらも、ジゼルはぱたぱたとしっぽを振ってみせた。

「ああ、でもラージャ、もう宮殿内にはいないんじゃないのかなあ。ずっと捜していたんでしょう？」

「でも、私たちが侮あなどって見落すところにも気づくかもしれないから。他の捜索隊は全すべて外を回っているわ。あなたたちでだめなら宮殿内の捜索は諦あきらめます」

　そんなこと言われても……だった。しくしく。







　ACT.6




「えっ、私の名前、喋しやべっちゃったの!?」

　ひどく驚いて声を上げるデイニに、ジゼル、はからずも後ずさる。よく考えてみれば、こっちが悪いんじゃないのに。反対に感謝されたっていいくらいなのに。

　デイニは珍しくおろおろして、忙せわしく目め線せんをあちらこちらに動かしていた。

「ま、まずかった？」

「うーん。私、兄貴がいるって言ったことがあるでしょ。兄貴とラージャ王女、大学で同じ専攻だったのよ。その線から身元がばれるかもしれない」

「じゃあ、デテール大学の同級生？　デイニも、もしかしたらデテール大学の学生？」

「まあね」

　曖あい昧まいにラージャは返事した。デテール大学の学生なら超一流だぞ。卒業生は一国のトップクラス、もしくは連邦職員、そうでなくても必ずや学者となりえてしまうという、銀河人類史の頭脳中の頭脳集団だ。そう言えば、アスラってどこの大学だったっけ？

「ごめんね、デイニ」

「いいよ、そんな簡単に判わかるはずないし。私がうかつだったわ」

　喋しやべっている内に、あっさりとデイニはことを消化してしまったようだ。デイニがからっとした性格で良かった。

「それでー、ラージャの話によると、招待研究者は西の宮殿にいるんだけれど、どう、心当たりある？」

「……あるわ。分かった、紹しよう介かいは無用よ、兄と顔が似てるからね。また逃げられたら困るし。それじゃあ、今夜は西の宮殿とやらへ行きましょうか」




　しかしながら、ラージャ王女にデイニのことがばれたその晩は、とうとう西の宮殿に辿たどりつけなかった。だって東か西か判らないんだもの！　いつも夜に行動してたから場所場所での方向感覚がないし、おまけに、どうやらこの惑わく星せいは、東から西に回転しているらしい。そう確信したのは、辿たどり着いた新たな宮殿の一室に、【国家間保安維持局】、このプレートが掛かっているのを目にした時だった。

　大騒ぎして逃げ返った後、明日出直そう、ということに話はまとまった。そういえば、この星に来てから一度も街まちに出掛けたことがないので、早く寝て、

「明日は街の見物をしよう！」

と約束してデイニと別れた。ようやく目的遂すい行こうができるぞ。

　なつめ、面おも白しろいもの見てくるからねっ。




　翌よく日じつ。目が覚めたら昼だった。迎えに来たデイニは例の変へん装そうはしてなく、初めに見た身軽そうな服だった。体感温度調整服だそうで、ぴちりとしていても涼しい顔でいる。

「変に化けてもおかしく思われるだけよ。普ふ通つうの観光客で行くわ」

　だそうである。その方がジゼルにも好こう都つ合ごうだな。

　堂々としていると意外と人は気づかないもので、宮殿内を外国人丸出しのデイニが闊かつ歩ぽしても、誰も咎めようとしなかった。おそらく招待研究者とか連邦の人と思ったんだろう。こんなことなら初めからそうすればよかったね、とデイニと笑いあった。

　てくてく歩いて門を抜け、さあ、そこから街は広がっている。

　街まちの雰ふん囲い気きは、第一印象と全まつたく変わりなかった。

　すごい熱気。

　すごい人、人、人。

　すごいほこりっぽーいっ。

　がやがやがやと、様々な音が混ざりあって絶え間なく耳に飛び込んでくる。騒そう然ぜんとした大路。太陽の暑さだけではない熱気。

「ね、市場の方に行ってみようか」

　熱射病にかかったみたいにぼーっとなったジゼルを抱き上げると、デイニは元気に歩き出した。デイニの大きな帽ぼう子しが作る日陰に入りながら、

「ひゃー、ジゼル、こういうとこ来たことないから、頭がぼーっとするう」

「箱入りねこなのね。私なんか珍しいものがあると面白くて面白くて。あ、ほら、市場が見える。なにか食べよう」

　デイニが指し示した方向に、大きなテントが張ってある広場が見えた。人も一杯いる。

　テントの中は人でごったがえしていた。売手も買手も入り乱れている。基本的に、何列かに渡って台が並べられ、そこで色々と売っているのだけれど、歩きながら売る人も沢山いて、雑然とした雰ふん囲い気きがある。

「あ、珍めずらしい西瓜すいか」

　デイニが感かん嘆たんの声を上げるので、そちらを見ると、一ひと抱かかえ以上もある西瓜が無む造ぞう作さに積まれている店があった。しかも、その黒くろ縞しまは格こう子し縞じまなのだ。

「本当に西瓜あ？」

「割ったのが売ってるわ」

　確かに、赤い実、こうるさい種、まさしく西瓜である。ところ変われば品変わる、だ。

　その他にも色々な野菜や果くだ物ものが並んでいる。ピーマンとかトマトとかオーソドックスなものもあるし、瓢ひよう簞たんのお化けのような林檎りんごだとか、葡ぶ萄どうのような黄緑の野菜もあった。ちょっと貰もらって食べてみたけれど、すっごい辛からいの。舌が火傷やけどするかと思ったくらいに。口直し、と買ってもらった茄な子すみたいな果物は、梨なしみたいな味がして、水けたっぷりでおいしかった。なつめにも買っていってあげたいな。

　無む論ろん、市場は果物と野菜しか売ってないわけではない。肉も売っているし、服も売っている。向こうの方では彫ちよう刻こくなんかも売っていた。

「私、ここの民族衣装でも買っていこうかな」

「なんで？　衣装室にいっぱいあったじゃない。持ってっちゃっても判わからないよ」

「王宮の衣装と民間人の服、違うわよ」

　デイニにそう指し摘てきされてよく見ると、なるほど、ジゼルの目から見ても粗そ末まつな生地を使った服である。型はもっとすっきりしていて、動きやすそう。色は極ごく彩さい単たん色しよくで、いっぱい人が集まっていると、まるで孔く雀じやくの羽のようだった。

「おなかすいたな、ジゼル、なんか食べよう」

　ジゼルがなにも言わない内に、どんどんデイニは進んでいく。この押しの強さが原因で恋人さん逃げちゃったんだろうか、などと考えてしまうが、こっちはなにもしなくてもいいので、気が楽でいいや。

　さらに奥へ行くと、店は食べ物屋の区画になっていった。甘あまい匂においや香ばしい匂いが、あちらこちらから漂ただよって胃を刺し激げきする。

「ジゼル、辛からくないのと熱くないのがいい」

「猫ねこ舌じたここにあり、ってね」

　なにが可お笑かしかったのか、デイニはけらけら笑った。猫が猫舌でなにがいけない!?

　屋台の前には木でできた簡素なテーブルと椅い子すが据すえられていて、そこで食べている人々が、じろじろとその浅黒い顔をジゼルとデイニに向けている。王宮の人のように魔ま物ものの使いなんて騒がないところを見ると、こっちが外国人だとちゃんと解わかっているみたい。ぶしつけな視線だけれど、デイニは一いつ向こうに気にする様よう子すもない。

「あ、ギョウザみたい」

　ジゼルが見つけたのは、しかめっ面のおじさんがせっせと揚あげている、ギョウザの皮みたいなものに色々なものを詰つめた食べ物だった。揚げ饅まん頭じゆうかな？

「デイニ、あれがいいー」

「まあ、待ちなさいって。こういう時は、愛あい想そうの良い、話し好きそうな人を選ぶのよ」

　デイニは片目をつむってジゼルにそう言った。こういう時って、どういう時だ？

「ねえ、あそこなんか良いと思うけどな。おいしそう」

　彼女が見つけだしたものは、なにかの粉でできた細長い麵めんを、鉄板で炒いためる、いわゆる焼きそばだった。一いつ緒しよに炒められている、赤や黄色や金色の具が、結けつ構こう異様だけれど、まあいいかあ。

　売っているのは、『人が良いですよ』と顔面に大きく書かれているおばちゃんだった。王宮のマーヒに似ているけれど、はっきり言ってジゼルには、この星のこの年のおばちゃんは、全員マーヒに見える。

　デイニはネックレスの海色のヘッドを取り出すと、隠かくすように口もとに持っていった。

「おばさん、一つちょうだい」

　耳に飛び込んできたのはボーヴォール言語。あのヘッドは音声翻ほん訳やく機きみたい。

「ああ、もうちょっとで炒めあがるから待っててね」

　おばちゃんは大きな明るい声で答えると、炒める手を速くする。

「あんた、外国人だね。この星にはなんの用で来たんだい？」

「ええ。私、ミレのデテール大学の学生なんですけれど、建築デザイン関係について学んでいて、卒論に世界の王宮を調べているんです。今見てきたんですけれど、きれいな建物ですねえ」

　噓うそ付つき。デイニ、二十歳はたちじゃない。なにを考えているんだろうか。

「デテール大学！　あたしゃ知ってるよ！　うちの姫様が留りゆう学がくなさっていたところだろう？　ラージャ王女様を知ってるかい？」

「はいっ、大学で見かけたことがあります。とても美人な方で、とても頭がいい方でした」

　そう力を込めてデイニが言うと、おばさんはまるで自分が褒ほめられたようににたにたして、喜々と喋りだした。

「そうなんだよ、あのラージャ様はとても美しくて華やかで、それでいて聡そう明めいで、優しくて、寛大な、姫様の鑑かがみのようなお方なんだよ。ほら、見てごらん。このテントは姫様があたしたちのために、わざわざ外国から取り寄せて与えてくださったものなんだよ。雨あめ露つゆや埃ほこりの中での商売はきつかろうから、とね。あと、小農や小売商の税の引き下げを推し進めてくださったり、本当に素す晴ばらしい王女様だね！」

　ご自慢のお姫様を褒めちぎるおばちゃん。それにいちいち頷うなずいたり感嘆したりして聞き込むデイニ。焼きそばがなんか脹ふくらんでいくのを凝ぎよう視しするジゼル。なにこれ。

「それじゃあ、次の王位に就つかれるには王女様はぴったりなお人ですね」

　と、デイニ。なにいまさらそんな間ま違ちがいを、とジゼルが驚おどろいて見上げると、彼女は目で声を立てるなと制した。

　おばさんはぷっくり脹れた焼きそばを皿に盛りつけながら、眉まゆをひそめて、

「それがそううまくはいかないんだよ。うちには弟王子様が二人もいてね、そちらが王位に就いてしまうのさ。ああ、ひどく残念なことだよ、あんな完かん璧ぺきな姫様を。はい、お待ち」

　皿を受け取ったデイニは、代金を払って隅すみの方のテーブルについた。焼きそばの香ばしい匂においが口の中を唾だ液えきいっぱいにする。うーん、おいしそう。

「どうぞ。フォークはないのかな」

「箸はしならあるよ。いただきまーす」

　ジゼルが麵めんに手を伸ばすと、デイニは鞄かばんの中から布ぬのに包まれたフォークを取り出した。

「なに、そのフォーク」

「こんなことだろうと思って、王宮から持ってきたの」

　用よう意い周しゆう到とうなことである。とにかく口に麵を含んでみると、意外にもやたら粘ねばり気のある麵で、まるでお餅をくちゃくちゃ嚙かんでいるようだ。でも、おいしい。

「収しゆう穫かくあり、ってところね」

　不意にデイニがそう言ったので、ジゼルはきょとんと見返した。

「収穫って？」

「街の人がどう王家を見てるかってことよ、まあ、もう少し聞いてみましょ」

　その返事にもジゼルは首を傾かしげざるをえなかった。そんなこと聞いて、どうするの？

　とにかく、ジゼルとデイニは焼きそばを食べ終えると、次の店へと赴おもむいた。ちなみに金色の具は、めちゃくちゃ辛い香こう辛しん料りようだった。ひどい。

　台車でジュース売りのおじさんに聞く。

「姫さんのことかい？　ありゃあ、すばらしい別べつ嬪ぴんさんだよ。おまけにオツムもえらくできがいいときたもんだ。あんな面倒ばかりおこす弟王子たちなんかより、よーっぽどええ女王様になると思うんだがね」

「面めん倒どうを起こすんですか？」

「おおとも。双子同士でどっちを王位に就つけるか日ごと夜ごとおおもめってえ噂うわささ。俺おれたちゃあ平和が一番好きなんだ。ついでに減税も好きだよ、へっへっへ」

　ジュースはココナツミルクの味がしておいしかった。

　あと、砂糖がらめの揚あげ菓か子しや串くし焼やきの店などで買い物をして、デイニは色々聞き込んでいた。なかなか話のきっかけとか運びとかが巧うまいんだ、デイニってば。スポークスマンにでもなれるぞ。

　まあ、ジゼルは色々食べられて幸せだったな。一番おいしかったのが、なんとかのミルクでできたチーズケーキ。今思い出してもほっぺたがとろけるような味だったっけ。一番まずかったのが変な煮に込こみのスープ。苦いし辛いし、あれは猫の食べるものじゃあない！

　とりあえず、王宮に戻ったらうがいしよーっと（虫歯に気をつけよう）。

「ねえ、この星、金が採とれるのね。金きん細ざい工くがすごく安い」

　指に純金の指輪を見せながら、デイニは紅こう潮ちようして言った。

「なつめさんに買っていく？」

「なつめ、そういうの好きじゃないから」

「ふうん、変わってるわね。でも、予想どおりだったね」

「なつめはヘンじゃないやいっ」

「違うわよ。ラージャ王女のこと」

　得意げにデイニが言うけれど、ジゼルには主しゆ旨しが把は握あくできない。

「予想どおり、王女は街まちの人に人気がある。しかも、弟王子たちよりも王位に就つくことを望まれている。しかも、一度は王太女にさえなったことがあって、頭も誰よりも良いと。そんな彼女が、簡単に王位を諦あきらめるかしら」

　そこでジゼルは、ようやくデイニの言わんとするところが判はん明めいできた。

　王位を諦めきれないラージャ王女が、今回のミュセ王太子の行方ゆくえ不ふ明めいを企たくらんだのだ。

　そうデイニは言いたいのだ。

「そんな、ばかな。だったら、なんで捜そう索さくなんかさせるのさ。王子が見つからない方がいいんでしょ」

「王子が既に殺されていたら？　王太子の生死がはっきりしない限り、王位は譲ゆずられないのかもよ」

　ジゼルの呆あきれ口く調ちように、デイニはやけに強く反論した。その説はマーヒが嘆なげいていた考えである。

「でもー、ラージャが王位に就つきたがってるなんて解わからないしい。ああいう職業って大変だから嫌いやがってるかもしれないじゃない。喜んで譲ったって言ってたよ」

「でもね、ジゼル。ああやって民衆に立てられるまでになるっていうには、王女は大変な努力を払ってきたはずよ。生まれついての天才でもね。彼女は頭も良かった。みんなに認められるために、良い子で通してきた。それなのに、その努力が全まつたくパアになっちゃったのよ。努力がむくわれないこと、才能が認められないこと、これほど情けなくて悲しくて腹がたつことはないわ。悔くやしい、とか言った方が自然よ、変よ、喜んでなんて。今までの自分をけなすことになるんだから。頭の良い人はプライドも高いのよ」

「じゃあ、プライドが高いから、表面は笑って譲って、心で泣いてるんじゃない。でも、それは弟の責任じゃあないし、逆さか恨うらみするような人じゃないと思うけど」

　あくまでジゼルはラージャの味方に立った。だって、デイニの言い方は断定的なんだもの。そういう偏かたよった考え方は、ジゼル、きらい。

　ジゼルがむっとしているのが伝わったか、デイニは自分の偏へん見けんに気づいて恥じ入ったように頰ほおを赤らめた。それから頭に手をやり、ちょっと慮おもんばかるように瞼まぶたを閉じた。そして、

「私ね──小さい頃から一生懸命勉強したわ。色んなことも積極的にやるようにして、頑がん張ばって。どうしてかなって考えると、どうも兄が原因なのよね。兄は勉強が嫌いで、いつだって逃げ回ってて、父の後を継つぐ努力もしてなかった。でも、みんなが期待するのはどうしても兄なのよ。誤ご解かいしないで、私は父の後なんか継ぐ気さらさらないの。それこそ、あんな面めん倒どうなもの。でも、期待はしてほしかった。デイニだって頼たよりになるんだなって認めてほしかったのよ。努力しても実にならないのが、自分が情けなくて悔しくて、その反動で周りにやつあたりとかしちゃったりね。すごいストレスが溜たまるものよ」

「デイニ……」

「だから、ラージャ王女も相当ストレスが溜まっているんじゃないかな、て思ったの。それだけよ。私し情じように走ったわ、ごめんなさい」

　最後はそっけなくデイニは言った。ジゼルと目が合うと、にこっと微笑ほほえむ。

　ジゼルはなにも言わなかった。デイニもラージャも、兄弟のことで大変なんだな。こうみると、アスラとなつめはとても仲が良い部類なんだ。ジゼルは兄弟がいないから、そういう感情は解らないや。

（……あれ？）

　兄弟がいない？

　ジゼルは幾度も瞬またたいた。兄弟がいない。そうだったっけ？　そう言えば、ジゼルの親って、どうだったっけ？

　親──……？

　覚えていない。

　どうして？

　どうして親のことまで記憶を消すの？　この記憶喪そう失しつが本当に人じん為い的てきに施ほどこされたものだとしたら、どうして？

　なつめ、どうして!?

「どうしたの、ジゼル」

　怪け訝げんそうに覗のぞき込こむデイニ。ジゼルは無言のままかぶりを振ふった。色んな不安がいっぺんにやってきて、ジゼルにはなにがなんだか解わからなかった。

「まあ、どちらにせよ、色々な可能性を考こう慮りよしなくちゃね。灯台下もと暗くらし、王女付近のことも捜そう」

　ジゼルがなにも言いたがらないのを悟ったか、彼女は別のことに気を移す。その淡たん泊ぱくさが助かった。親のこと兄弟のこと生体機械のことライフサイエンス法……あーっ、混乱！

「さあて、これからどうするかな。あら……あそこにも外国人がいるわ。やっぱり目立つわねえ」

　そこまで言って、ジゼルが顔を上げる前に突とつ如じよデイニは駆かけ出した。どうしたんだろう、とデイニが走っていく方向に視線をやると、明らかに外国人がその先にはいる。本当に目立つものである。服装も現代人だし、髪も肌はだの色も単一民族の中では異い物ぶつだ。

「……あーっ！」

　あいつだ！

　その時、ジゼルは戸と惑まどいも不安も、周しゆう囲いの視線すら忘れて叫んだ。そして、一いつ瞬しゆん後にはデイニを追って疾しつ走そうする。

　あいつだ。

　この星にきてすぐ、ジゼルに注射をした奴！　あんな奇き妙みような注射した奴を見忘れるもんか！

　人々の足の間をすり抜け、テーブルを飛び、果くだ物もの屋やの前でぼーっと佇む二十代も後半の瘦やせた、冴さえない外国人に飛びかかる。が、ほんのわずかのタイミングで、デイニが先行し、男の腕をぐいっと牽けん引いんした。ジゼル、足元で彼女の出方を見守る。

　ぽかんとした面おも持もちで、なんのことか解らず、男はデイニを見返していたが、

「え!?　デイニ君!?　な、なんでここに！」

　驚きよう愕がくのあまり、抱かかえていたオレンジ色の果物をぼたぼた落とす男。びちゃっとそれは簡単に潰つぶれて、意外なほど深しん紅くの液体が跳はね散った。

「先生！　あなたたちは一体──！」

　興こう奮ふんに顔を真っ赤に染そめて、デイニは嚙かみつかんばかりの勢いで男に詰め寄る。先生？　大学の知り合いなのだろうか。

　デイニの話半分で、男はさっと蒼そう白はくになった。見る間に脂あぶら汗あせが滲にじみだすのが分かる。

「ぼ、ぼくはなにも知らん！　きょ、教授の指示どおりにやっただけなんだ！　法に触ふれることは解ってるっ、だ、だが、これはしかたのないことで──」

　先生と呼ばれた男はそこまで言い、あとは尻しりつぼみになった。おそらくデイニがキョトンとして自分を見返しているのに気づいたのだろう。途と端たんに自分で混乱して、えっ、えっ、と間ま抜ぬけた驚きの声を上げている。焦あせりに焦って、

「デ、デイニ君、君の話は……」

「クリス、クリフォード・ステイシィのことです。彼をどこにやったんですか、教えてください」

　他の一いつ切さいのくだらないことには全まつたく眼中にない、といったはっきりした口く調ちようで、デイニは男に尋ねた。ふうん、恋人の名前はクリスっていうんだ。

　でも、なんか方向が変。これじゃあ『デイニから逃げた』という話とは違うじゃないか。

「ク、クリスならもういない」

「いないって、じゃあここにいたんですね！」

「ああ。でも、すぐに別のところへ行った。一か月も前のことだ」

「じゃあ今はどこにいるんです！」

「し、知らん！　本当だっ、い、痛いっ、手を放してくれ！」

　夢む中ちゆうになってデイニが腕を摑つかんでいるのに、男は悲ひ鳴めいを上げた。ようやく気づいてデイニが慌あわてて手を弛ゆるめた瞬しゆん間かんを、男は逃がさなかった。

　どん、とデイニを突き飛ばし、男、脱だつ兎とのごとく走り出す。そう、脱兎。むかあっ、ジゼルの怒りが再び湧わき出てきたぞ。
















　易々と大地を蹴けって跳ちよう躍やくし、男の目前に躍りでた。仰ぎよう天てんしてたたらを踏ふむ男と目が合う。

「あっ！　お前はこの間のサイバマシン！」

「やいっ、この間はよくも変な薬を打ってくれたなっ。今の法に触れるってのはなんだ!?」

　まさか、ジゼルが被ひ験けん体たいになってしまった注射のことではないだろうな、と男を睨にらみつける。そんなことになったらアスラにばかにされる、なつめに心配をかける。

　やばい。そんな表情を男が作った時、注意をするべきだった。瞬間早はや業わざで男は胸元に手を突っ込み、小さなスプレー缶かんを構えたのだ。

　勢いよく噴ふん出しゆつされた霧に、頭がくらっとなる。その隙すきに男はすたこらさっさと逃げてしまった。

「ま、待てーっ」

　声は出るけれど、運動神経が痺しびれて身体が動かない。立っていることもできなくなって、ぶざまにその場でべちゃりと潰つぶれてしまった。もおーっ、変な薬ばかり作りやがって！

「ジゼル！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　遅れて駆かけつけたデイニが、仰天してジゼルを抱き上げた。それはそうだろう、猫の開きが道端にできあがっていたのだから。

　周しゆう囲いの興きよう味み津しん々しんの視線から逃げて、ここは王宮に戻もどるしかなかった。

　王宮への帰路、ジゼルは情けなくデイニに抱えられながら、

「デイニい、今の奴、何者なの。全く、か弱い猫になんてことをする奴だっ」

「……デテール大学医学部の助手の先生よ」

　デイニは唇くちびるを嚙かみしめて言った。そうか、恋人、ここにはいないって判明したもんね。がっかりしているだろうし、悔くやしいだろうに。

「クリス──デイニの恋人は、あの先生に師事してたの？」

「いいえ。クリスは理学部で生体制せい御ぎよの研究生で、あの先生は脳部生理学の研究しているんだけれど、大学に研究生以上による先生方のサークルがあるのよ。私は畑違いでなんのサークルかよく判わからないんだけれど、クリスもそのサークルに所属していた。はたから見てても楽しそうな集まりだったわ。それぞれの研究成果を持ち寄って、一つの『結果』を創つくりだそうという目的を持ってたみたい。色んな人がいて、色んな分野の人がいて。でも、最近、大学からの指示で解散してしまったの。会員だった人の多くが、三々五々まとまって研修に外国へ出ていって、あの人も、私の知らないうちに行ってしまった」

　伏ふせ目がちにデイニは語る。ジゼル、フォローするように、

「でも、それじゃあデイニがふられたとは限らないじゃない」

「一言もなにも言わないで？　仮にも恋人だったのよ、『行ってくるよ』ぐらい声をかけたって罰ばちは当たらないわよ」

「そ、それは、なんらかの事情があって……」

　デイニは至って冷静だった。泣き喚わめいたり理り不ふ尽じんな言い掛かりをつけるような人間ではない。その分、思い込んだら容易に説得できる相手ではなかった。自分が理り路ろ整せい然ぜんとした解かい釈しやくができることを知っているんだもの。こっちが吞のまれてしまう。

　デイニの帰る足取りが異様に力強かった。なにをそんなに意気込んでいるのだろう？

「私、今の先生を見つけるわ。教授の人が知ってるかもしれない、あの人の行方ゆくえ」

「見つける？　じゃあ西の宮殿に潜もぐるの？　今の先生の名前は？　ラージャに聞いて部屋を教えてもらうよ」

　ボーヴォール星に着いて十日目、ようやく足掛かりらしいものを手に入れることができた。ミュセ王子についても足掛かりが落ちているといいんだけれど。
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　その夜、デイニはしゃんとしたスーツ姿で現れた。西の宮殿は時じ代だい錯さく誤ご社会のオアシス、現在の時の流れるところである。この方がいい。そうデイニは説明した。もっともだ。

　ラージャに教わった道を、一角一角確かめながら進んでいく。ありがたいことに、この宮殿には扉とびらがあって、そこにルームナンバーが穿うがってあった。これを辿たどれば確実に部屋に着くはずだ。そうでなければまた昨日の二の舞まいだ。

　道に迷うことなく辿り着いたその部屋は、殿でん舎しやの奥の方にあった。【クラウド・パーム】というネームプレートを確認し、デイニ、ノブに手をかける。しかしながら、鍵かぎがかかっていた。軽く舌打ちすると、今度は扉とびらを軽く叩たたく。が、返事はない。

「外から回ろう」

「中には誰もいないみたいだよ。多分、あの研究室じゃないかなあ」

「研究室？」

「うん。ジゼルがこの宮殿に運ばれた時ね……」

　廊ろう下かの陰に回って、ジゼルは簡単に怪あやしげな『秘密の研究室』について説明した。時折、忙いそがしく駆かけていく白はく衣い姿すがたの人が通って、ジゼルたちは首をすくめて身を縮めた。が、相手は自分のことしか考えていないようで、誰も見向きもせず行ってしまう。好奇心の先が偏かたよっているというか、自己中心的というか。

「その部屋、分かる？」

「うーん。地下室を捜さがせばいいんじゃないのかなあ。そんなにあるものでもないでしょ」

「そこに行けば、多分、他の【ストーンサークル】のメンバーもいるはず。行こう」

　毅き然ぜんと立ち上がると、デイニは階段を捜し始めた。慌あわてて後からついていくジゼル。

　カツカツとデイニの靴くつ音おとが廊ろう下かに響ひびく。夜も更ふけ始めて、西の宮殿には饗きよう宴えんの賑にぎわいは届とどかない。扉とびらの隙すき間まから洩もれてくる、ぶつぶつという呟つぶやきが耳に入る。やけに明るい照明。

　たった十日間しかいないのに、一体どちらが現在なのか危あやうくなる。なんで、こんなに静かなんだろう、明るいんだろう。

「ねえ、デイニ。お兄さんのこと、好き？」

　突然にジゼルが尋ねたので、デイニは目をぱちくりさせた。

「なにを藪やぶから棒に。兄？　別に、どうとも思ってないけど」

「だって、昼間……」

「ああ。私が兄に対してコンプレックス持ってるって言ったから？　それはそうだけど、だからといって嫌いであるわけじゃないし、かといって好きでもない」

　デイニの言う意味がよく解わからなくて、今度はジゼルが瞬またたきをする番だった。

「だから、そういう感情を持つ相手じゃないってこと。兄が認められるのは悔くやしいけど、兄自身には別になんとも思ってはいないわよ」

「そんなものなの？」

「そんなものよ。喧けん嘩かもよくするし、遊んだりもするし、普ふ通つうの兄妹よ、うちは。他と変わらない」

「……ねえ、兄弟って──どんなもの？」

　心なしか意気込んでジゼルは尋ねた。兄弟。なにか引っ掛かる言葉。

「兄弟ねえ、言うなれば、一番近い自分、かな。同じ遺い伝でん子し持って、同じ家族持って。親とも友達とも違う生き物。二十年も隣となりで生きてたんだから、空気みたいな感じがする。居ても居なくても一いつ緒しよ、でも一番自分に似ている存在、なんて言ったら文学的かな」

　声を押さえてデイニは照れ隠かくしに笑った。

　一番自分に近い存在。

　そのフレーズがやけに耳に残ってはがれようとしなかった。自分に、近い？

　ジゼルに近いって？

　ジゼルに近いって？

「ジゼル、兄弟はいないの？」

　デイニが言った言葉を理解してはいなかった。

「同じ体内で、生まれたものを兄弟と言うなら、言うなら……」

　同じ母ぼ胎たいで発生した生き物を兄弟とするならば、ジゼルには。

　ジゼルには……




　二時間後（デイニの持つ時計で計れば）、振ふり出しの部屋の前まで戻もどってきたジゼルとデイニ、ぜいぜいと肩で息をついて、

「ど、どこにあるのよ、地下室なんて」

「おかしいなあ。地下は階段にあるはずなんだけれどお」

　地下室は見つからなかった。歩いても歩いても湧わき出てくる階段という階段を、しらみつぶしに上っては下がり、下がっては上る。ぐるぐるぐるぐる、同じようなところを何回何十回と巡り、緞どん帳ちようをめくっては隠かくし扉とびらを探し、壁かべに当たればタイルというタイルを叩たたいてみる。二時間それを繰くり返した。

　なのに、地下室はない。形けい跡せきさえ、気け配はいさえない。

「さ、さすがは秘密だけあって、見つからない」

　半ばやけくそになって、ジゼルは感心の声を洩もらした。途と端たん、デイニがじろりと睨にらむ。

「なにをばかな感心しているのよ。本当にここなの？」

「知ってたら秘密なんて言わないよー」

　デイニが苛々しているのは、棘とげのある口く調ちようで判わかる。かと言って、見つからないのではどうにもならないじゃないか。しかたなく、

「ねえ、今日は諦あきらめて、明日、部屋に帰ってきたところを捕つかまえればいいじゃない」

　そう進言すると、さすがに彼女も疲れたか、うーんと唸うなって考え込んだ。その方が確実、手間もかからないというものである。早く恋人の消息を知りたいと、焦しよう燥そうにかられる気持ちも解わからないでもないけれど。

　そんな時、急にジゼルはぐわしと抱き上げられた。

「うわ!?」

　仰ぎよう天てんして、反射的に爪を伸ばした四し肢しをばたつかせる。

「ねーね。ジーゼール」

　ディド王子のがんぜない声。拍ひよう子し抜ぬけて振り向くと、確かに、そこに王子の無む邪じや気きな顔があった。ぐいぐいとこすりつけるようにジゼルに頰ほおずりする。

「あ、びっくりした。音も立てずにくるのだもの。この子がディド王子？」

　デイニも今気づいたようで、胸を押さえて驚おどろきを隠かくせない様よう子すだった。ジゼルもまさかディドがこんな遠くの殿でん舎しやまで来るとは知らず、訝いぶかしささえ感じる。

「どうしたの、ディド。こんなところまで」

「ディド、ジーゼル、追うの。ジーゼル、ミュセ、追うの。ミュセ、ディド追わない。でも、ディド、ミュセ追う。ジーゼル、ディド、追う？」

　ディドはたどたどしい口く調ちようでそう語った。思わずデイニと顔を見合わせてしまう。なんかの暗号？　くるくる図式が回る。ジゼルとディドとミュセ？　ミュセ王子？

「デイニ、これは……」

「いいわよ、とにかく追うって言いなさいよ」

　なげやりにデイニに促うながされて、ジゼルはディドに頷うなずいた。

「じゃあジゼル、ディドを追うよ。いい？」

　その返事を聞くと、嬉うれしそうにディドは笑った。小さな歯が痛いくらいに白かった。

「じゃあね。おーにさーん、こっち」

　ぱんぱんと手を打って、ディド、一いち瞥べつもせず走り出す。ん？　これってもしかして。

「あら、あの子、行っちゃったわよ」

「鬼ごっこのつもりなんだーっ！　ちょっと、待てーっ」

　啞あ然ぜんと見送るデイニを置いて、ジゼルは王子の後を追った。鬼さんこちら。ジゼルが教えたんだ。目め隠かくし鬼。迷える鬼を叩いて引き寄せて。

　あの子、最初から知ってるんだ、弟の居場所を！

　なぜ、今、ジゼルに？

　そうだ、昨日も今日もディドの部屋を尋ねていないからだ、だから、あの子はジゼルを捜さがしてやってきた。ミュセ王子を捜していることを知っていたのか。知っていたというよりも、みんなが捜しまくっているからジゼルもそうだと思ったんだ。

　ディドにとってはミュセの失しつ踪そうも、『遊び』と変わらないんだ。

　失踪の意味も解わかってはいまい。なんで分からないんだろう、なんで見つけられないんだろう。そう不ふ思し議ぎに思って、笑っていた。無む邪じや気きに笑っていた。

　じゃあ、なぜジゼルに？

　答えは一つ。ジゼルがディドと一いつ緒しよに遊んであげたから。そのジゼルがミュセ王子の『隠かくれんぼ』に加わったから、自分も入れてほしくなった。一緒に遊びたかった。

（ディド……！）

　走りながら、うっと胸にくるものをこらえる。

　かわいそう。

　かわいそうなディド。こんなにも人恋しい、人懐なつっこい。

　廊ろう下かの前方を駆かけるディドの、きゃははという甲かん高だかい笑いが西の宮殿に反はん響きようする。ぱたぱたとサンダルの弾はずむ音がジゼルを誘さそう。ここの住人も慣なれっこなのか、それともこの戦せん慄りつさえかけぬける子供の笑い声さえ耳に届かないのか、誰も部屋から伺うかがおうともしない。無関心を装よそおう。

　廊下を走り、階段を下り、回かい廊ろうを駆かけ抜ける。

　それにしても、なんであの子、こんなに速いんだーっ!?

　走る距離に比例して、ジゼルとディドの間かん隔かくも広がっていく。息がこっちは上がってきたぞ。たかだか十歳の人間の子供に、三歳のジゼルが勝てないなんてーっ。

　なーんて悔くやしがっていたら、この追いかけっこの前にジゼルはたいへんな労働をしていたのだ、ということを思い出した。どうやらこっちの体力ががた落ちみたい。

「ひーっ」

　心臓の悲ひ鳴めいを聞きながら、なおも追つい跡せきすると、ふっとディドが搔かき消えてしまった。焦しよう燥そうにかられてよく見ると、なんてことはない、ディドは殿でん舎しやから外に出たのだ。

　夜の中庭を、ディドの白いぼうっとした姿が駆けていく様が見える。白い寝ね間ま着きに白い髪。うーん、どう見ても幽ゆう霊れいかお化ばけみたいだ。

　吞のん気きに見守っている場合ではない。

　王子の後に続こうとして、はたとジゼル、気がついた。ディドが向かうのは本殿、即ちジゼルの部屋やラージャの部屋がある、更には政務室や国こく賓ひん室しつまである、この王宮の中心たる建物ではないか。

　やられた。

　ディドは本当に逃げ回ってるんだ。

　ジゼルと一緒に鬼になってミュセを捜すのではなくて、自分も追いかけられる子供の役をとったのだ。

　そんな、二人も相手に隠れんぼも鬼ごっこもする気分じゃあないって。

「ディドーっ！　そっち行かないで、この宮殿で、ミュセの居場所教えてよーっ」

　呼べど叫べど、てけてけてーとディドは行ってしまう。そして、回廊の途と中ちゆうから本殿に入って、ジゼルの死角に消えてしまった。あ～あ。

　憮ぶ然ぜんとジゼルはその場に立ちつくしてしまった。全まつたく、こんな忙しい時になんて勝手な。なんかもうヤになってきたぞ。大体、デイニもデイニだ。一日ぐらい待てないのかっ。朝になれば注射野郎も帰ってくるって言ってるのに。ラージャもディドと遊んでやれっ。そうすれば、ミュセの居場所だってすぐに判っただろうに。

　あーっ、もう、なにもかも、いやっ。きーっ。

　とうとう、十日間溜たまっていた鬱うつ憤ぷんが爆ばく発はつした。こんな異い邦ほうの地で、ここまで心穏おだやかにやってきたなんて、ジゼル、偉い。そうでなくても自分の記憶喪そう失しつのことがあって不安なのに、こんな面めん倒どう押おしつけられて、憐あわれんで、奉仕して。もうだめ。もう押さえられない。

「もうっ、ジゼル、頭にきたぞ！」

　思いっきり庭に向かって怒ど鳴なる。むかむかむか。不安と困こん惑わくが溜たまりに溜まると、どうやら怒りに変わるものらしい。こういう状態を『神経が切れた』と表現するのだろうか。

「どうしたの、ジゼル」

　ようやくやってきたデイニが、怪け訝げんそうに覗のぞき込こむ。ふんっ。なんと言われようと、もう捜しになんかいかないぞ。勝手に行ってくれ。

「……なにムクれてるのよ。早く王子を追いかけなさいよ」

「だって、本殿に行っちゃったんだもん。この忙しいのに本当の鬼ごっこなんかやってらんないよ」

　ジゼル、そっぽ向く。もう、なにもかも放っといて、エルシに帰ろうかなあ。なつめに会いたい、言葉が聞きたい。

　ところがデイニ、ジゼルの気持ちを組み取ることもなく、呆あきれて言うには、

「ばかねえ、なんのために街まちに出掛けたのよ。灯台下もと暗くらし、よ。本殿こそ一番怪しいわ。思い出して、通つう気き孔こうから出た時、どの宮殿にいたの？」

「どのって、みんな同じような中庭で……」

　ジゼルは口をとがらして、そこまで言いかけた。

　あれ？

　そういえば、通気孔から出た時、一番最初に見たのってなんだっけ？

　そう、子供だ。この星の子供が二人。魔ま物ものの使いとか騒がれて。子供がこんな外国からやってきた、偏へん屈くつな学者ばかりの建物にいるだろうか？

「…………」

　ジゼルは再び駆け出した。あーっ、ドジ、間ま抜ぬけっ。ディド、待ってーっ。

　本殿に乗り込んでも、もはやディド王子の姿はそこにない。どこに行ったんだろう。地下。階段？

　西の宮殿よりさらに多い階段を求めて、ジゼルは駆け出した。今こ宵よいの宴うたげはピークを過ぎたのか、食べ散らかしを乗せた大きな皿を運ぶ給仕たちが、ぞろぞろ歩いている。洗せん濯たくおばさんも相変わらず夜中に歩き回り、お酒の入った壼つぼを抱えて走っていく少年少女もいた。そんな人たちの足元をくぐり、すり抜け、時には飛び越えながらディドを捜す。

　焦あせっていたせいで、お酒が入って千ち鳥どり足あしの女の人に思いっきりアタックしてしまった。後こう宮きゆうに帰る途と中ちゆうだったらしく、二人の侍じ女じよが咄とつ嗟さに支えるが、そのまま三人して引っ繰くり返る。うわーっ、ご免なさい。

　背後で金切り声が飛んでいたが、そんなことに構ってらんない。

　階段、階段、階段。どれを見ても一階で終わっている。緞どん帳ちよう、壁かべ、出入り口。扉とびららしきものはない。猫の目線では判わからないのかもしれない。暗くて見えないのかもしれない。

　もしかしたら、地下室じゃなかったのかもしれない。

　もしかしたら。

「えーんっ、ディドー」

　蓄ちく積せきされていく不安を振ふり払うように、ジゼル、走りながら首を振る。首を振った途と端たん。

　どんっ。

　またしても、ぶつかった。今度はこっちが弾はじき飛ばされ、ごろごろ廊ろう下かを転ころがってしまう。ぶつかったショックで、頭がくらくらするう。

「ご、ご免なさい、急いでいるんで」

　くらくらする頭のまま、長居は無用とジゼル、駆かけ出す。が、打ちどころが悪かったか、ひょろひょろふらふら、なんか真っ直ぐに歩けないぞ。

「なにやってんだ、お前」

　その隙すきをついて、ぶつかった相手がひょこいとジゼルの首を摑つかみ上げた。なにをする──そう非難しようとして、それがボーヴォール言語ではないということに、一いつ瞬しゆん早く気がついた。

　この声。この口く調ちよう。

　まさか。

「相変わらず威い勢せいだけだなあ、ジゼル」

「アスラ!?」

　驚おどろきの声と共に、ジゼルは飛びついた。顔を確かめるまでもなかった。アスラ以外に誰がいる！

「なんだなんだ、やけに感動の出迎えじゃあないか。俺おれとの友好は思い出したか？」

　笑いながらアスラは揶や揄ゆする。でもそんなことは気にならなかった。会いたかった、来てほしかったよおう。

「アスラのばかあーっ、どうしてもっと早く来てくれないんだよ！」

　ぱたぱたとアスラの胸を叩たたく。アスラはいつものように笑っていた。いつでも、焦あせりも慌あわてもしない、飄ひよう々ひようとした態度。見ているこっちまでもほっと安心する表情。

「なに言ってるんだ。ジゼルが十日後に帰るっていうから待ってたんだぞ。ばかだなあ、兎うさぎに間ま違ちがわれるなんて。辛つらいことあったか、無ぶ事じだったか？」

　ジゼルを抱き上げ、アスラは顔を覗のぞき込んだ。アスラはうまい。不安だったことも忘れさせる自信に溢あふれた言葉。上に立つ人の度量。

「じゃあ、ジゼルがここにいること、判ってたの？」

「ココリから連れん絡らくがあって、ジゼルの世界線を追ってみたんだ。結けつ構こうすぐ判わかったぞ。Ｅ・Ｒ・Ｆの技術確認ができてよかったな」

「ジゼル、たいへんだったのにーっ」

「お前が言い出したことだからな。まあどうにかやってると判はん断だんして、放っておいたんだ。なつめがうるさいから俺がわざわざ迎えに来てやったぞ」

　アスラの、恩着せがましいのは無む視しして、なつめという言葉に、ジゼル、顔が強こわばった。なつめはジゼルの失しつ跡せきをどう感じていたんだろう。勝手なことして怒ってるかな。慌あわてて、

「なつめ、怒ってた？」

「ああ。たいそう御ご立りつ腹ぷくの様よう子すだったぞ」
















「えー。どうしよう」

　なつめが怒るなんて滅めつ多たにあることじゃない。どうしよう。なつめに嫌われちゃう！

　ジゼルが動転していると、アスラはあははと笑って、

「噓うそだよ。本当は死にそうなほど心配していた。うちの望遠鏡で生命反応を見張っているから死んではいないって言ったけどな」

「ほんとう？」

「そうそう。ジゼルになにかあったら死にかねない様子だったよ。さあ、もう期限切れだ、帰るぞ」

　そう言ってアスラはジゼルを自分の肩に乗せる。そこで、ようやく、なぜ、彼がここにいるのか、という疑問に行き当たった。

「ちょっとアスラ、どうやってこの宮殿に入れたんだよお。潜もぐり込んだの？」

「潜り込むとは人聞きの悪い。φフアイベクトル移動して、ここまで飛んできただけだ」

「また、そういう荒あら技わざをーっ」

　何気なくアスラは言うが、φベクトル創そう造ぞうのための設備をこの星に持ち込めるはずはなし、となれば、始点は宇う宙ちゆう空間にある宇宙機だ。そんな距離から宮殿の一角に飛び込んでくるなんて、座ざ標ひようがちょっとでもずれたら壁かべの中だぞーっ。

「うちの機械と科法使いの腕を信用しなさいって。衰すい退たい度ど七の星にいたから感覚が鈍にぶったか？　やだねえ、身内に信しん頼らいされてないなんて」

　嘆なげく言葉の割には、ジゼルの頭をぐりぐり押さえつけるアスラ。いてて、こんな奴やつに気を許したのは、やはり愚おろかだったか。

「さあ、なつめが待ってる。φベクトルもすぐ来るぞ。気がかりはあるか？」

「ある！」

　アスラが出現したことで、すっかり記憶の隅すみに押し込まれてしまったディドのことを思いだす。そうだ、ディドはどこに行っちゃったんだっ。

「アスラ、ここを白い髪の男の子、通らなかった!?」

「白い髪？　あー、白皮症の子供かな。向こうに駆かけていったぞ」

「急げーっ」

　アスラの肩を踏ふみ台に、ジゼル、弾だん丸がんのごとく飛び出す。が、その足をむんずと摑つかまれて、バランスを崩くずしたジゼルは宙ぶらりんになってしまった。

「なにすんだよ！」

「その子ならそこにいるぞ」

　アスラが指し示す廊ろう下かの隅すみを見ると、交差路の角に隠かくれるように、ひっそりとこちらを凝ぎよう視しする姿があった。確かにディドだ。眉み間けんにしわを寄せて、恨うらめしそうな目でむずがる表情を作る。ジゼルが追いかけなかったから怒ってるのかな。

「なんだ、あの子、怯おびえてるぞ。お前、なにかやったのか」

「え……」

　そうか。見知らぬ人間であるアスラが怖こわいんだ。デイニにはそんな態度とらなかったのに。男だからかな？　金きん髪ぱつ緑りよく眼がん白い肌はだのデイニより、茶色の瞳ひとみのアスラの方が親しみやすいと思うけど。そういう問題でもないか。

「ディドはアスラが怖いんだよ」

「俺おれ？　俺は比較的人間愛の豊かな男なんだがなあ。ああ、そうか」

　なにか閃ひらめいたようで、アスラはジゼルを床ゆかに下ろすと、そのままディドに歩み寄った。咄とつ嗟さに踵きびすを返して逃げようとする王子を、素早く摑つかまえて抱き上げる。

「なーに怯おびえてるんだ、ディド。俺がジゼルを取るとでも思ったかあ。こんな奴やつ、俺はいらんぞ」

「ジゼルだって願い下げだね！」

　憤ふん慨がいしたジゼルの声を、アスラは無む視しした。ディドを真っ直ぐ見つめて、

「だがなあ、なつめがジゼルに帰ってきてって言うんだよ。大好きな子が帰ってこないのは辛つらいだろう。解るな」

　優しい言葉で諭さとすアスラ。はっとジゼルは息を吞のんだ。初対面なのに、なに一つ、事情なんか知らないくせに、どうしてそんな言葉が言えるの。なんで判わかるの。胸に詰つまる。

　唇くちびるを嚙かんで、凝ぎよう然ぜんとアスラを見返していたディドの目が、次し第だいに潤うるんできて、ひっくひっくとしゃくりあげ始めた。ジゼルが帰ってしまうことを、いなくなってしまうことを理解したんだ。黙って、ただ涙をぼろぼろ零こぼして。帰ることを認めてくれた。許してくれた。

　ごめんね、ディド。

　ごめんね、ともだち。一いつ緒しよにいられなくって。いなくなってしまって。

　ごめんね、現れてしまって。別れが辛つらいなら、遭あわなければよかった。

「なつ、め……ジゼル、待ってる？」

「そう。ジゼルの友達。ジゼルしか友達がいないんだ。ご免めんな、連つれて帰るよ」

「ディドも、ともだちいない。ミュセ、会いたい。ミュセ、ミュセ！」

　とうとう声を上げて泣きだすディド。アスラがジゼルを見下ろして尋ねた。

「ジゼル、ミュセって王太子のことか」

「よく知ってるね。ディドはミュセ王子と双子なの。でも、今ミュセは行方ゆくえ不ふ明めいで、ことの成り行きでジゼルはミュセ王子を捜してるんだけれど」

　ジゼルが手短に説明する。そこへ、

「ジゼル、そこにいるの？」

　デイニだ。そう悟って、はたとアスラのことに気づいても、もう遅い。灯とう籠ろうの光の向こうから、デイニが駆かけ寄ってきて、そこでぴたりと歩を停とめた。警けい戒かいもあらわに、

「……誰？　この星の人じゃないわね」

「誰だ？」

　アスラの言葉はジゼルに向かって言われたもの。まずいなあ、この展開。

「この星に恋人の消息を追ってきた外国人だよ、デイニっていうの。成り行きで一緒にいるんだけれど、彼女はミレのデテール大学の学生だから、Ｅ・Ｒ・Ｆのこと言わない方がいいよ」

「デイニ」

　アスラが名前を復ふく唱しようする。その間にジゼルはデイニに向かって、

「こいつはなつめの兄貴で、今、ジゼルを迎えに来てくれたの。安心して」

「へえ……？」

　まじまじとデイニはアスラを凝ぎよう視しする。まずいなあ、夏なつ離り宮きゆうに閉じこもっているなつめと違って、アスラは名も顔も知れ渡っている。気づかれなきゃいいんだけれど。

「どうも、ジゼルがおせわになって」

「いえ、たいしたことは」

　気を揉もんでいるせいか、二人の挨あい拶さつが妙にぎこちない。デイニがどうもしっくりこない様よう子すなのは分かるとして、どうしてアスラまで調子がおかしいんだ？

「あのう、あなた、どこかで──」

　デイニがそう言いかけ、ジゼルの小さな心臓が大きく蹴はね上がった時だった。







　ACT.8




「ミュセに会う！」

　きんきらした声でディドが叫ぶと、アスラを突き飛ばした。不意をつかれてアスラの腕が弛ゆるむと、ディド、駆かけ出す。

「ディド!?」

　様よう子すがただごとではないのに驚おどろいて、反射的にジゼルは後を追った。アスラとデイニもついてくるのが分かる。

　ミュセに会うって、やっぱりディドはミュセの居場所を知っている。会いたいけれど会えない。どうしてディドはミュセの居場所を知ったのだろう。ディドも連つれていかれたことがある？　ううん、それは意味がない。双子だから？　ナンセンス？

　待って。

　待ってよ。肝かん心じんなことを一つ、忘れている。

　どうしてミュセは消えてしまったか。攫さらわれた──ミュセが王位に就ついてもらいたくない人に。そう考えて、単純な継けい承しよう争いと思い込んで、それ以上を思し案あんしなかった。

　ミュセがいなくなって、一番得するのは誰だれだ？

　ラージャだ。誰からも尊敬されて人気がある。

　でも、もし、もしもミュセ自身が隠かくれたとするならば……？

　その理由は？　その意味は？　だめだ、解わからない。

　見覚えのある階段までやってくると、ディドはくるりとその後ろに回った。そこから先は中庭に通じる出入り口だ──

「ああ!?」

　ジゼルとデイニが愕がく然ぜんとして声を上げる。だって、この階段は宮殿の構造上、ラージャの部屋に赴おもむくのに必ず使わなければならない階段だったのだ。なのに、こんな、死角とはいえこんな堂々と扉とびらがあるなんてーっ。

　壁かべと同じ色。でも、ちゃんとノブがある。れっきとした扉だ。

　ああ、灯台下もと暗くらし……大きく嘆たん息そくするジゼルとデイニだった。

　ディドは扉とびらを開くと、迷いもせずに中に入っていった。一応、周しゆう囲いを確かめてジゼルたちも侵しん入にゆうする。

　暗く狭せまい廊ろう下かが伸びていた。ゆったりとしたスロープがあり、先に行くと中庭からの月光が上から差し込んでいる。中地下一階といったところだ。雑然とものが放置された廊下。まるで物置みたい。

（……あれ？）

　この風景は。

「アスラ、ちょっとジゼルを持ち上げてみよ」

「どうした、見覚えでもあるか」

　いつもながら鋭するどい男である。アスラに抱かかえ上げられ、視点の高さが変わると、確かに、ここは見覚えのあるところだった。ここを一度、通ったことがあった。

「秘密の研究室への廊下だ！」

　ジゼル、押さえながら声を上げる。デイニの驚きよう愕がくに満ちた視線、アスラの怪け訝げんな面おも持もち。どんどん先に進むディドを追いながら、ジゼルはアスラに、研究室の謎なぞを簡単に説明した。

「なんで招待研究者の研究室に王太子がいるのよ」

　わずかな月明かりの中で、デイニが緊きん張ちようしているのが分かる。なんとなく、この状じよう況きようが意味するものを理解してきたのだ。そしてジゼルも、疑ぎ惑わくの池の下からうっすら見えてきた真実に、気づき始めている。

「なんで研究室がこんなところにあるかの方が問題だろう。大体、脳のう外げ科か医いがわざわざ国外に出て研究すること自体、異い様ようだ。ミレにいた方が設備も整って研究自体はやりやすい。となれば、話は一つだな」

　アスラはにやにや笑って言った。

　でも、そんな。でも、考えたくない。

（ミレではできない、違法行為をするために）

　廊下は黒い壁で遮しや断だんされていた。その前でディドは佇たたずみ、何度もそうしてきたのだろう、小さく熱っぽい拳こぶしを叩たたきつけて、胸に突き刺さるような声を上げる。

「ミュセ、ミュセ！」

　ミュセはこの中だ。

　ジゼルがこの中に入った時は、それらしき姿は見当たらなかった。となれば、あの奥の部屋にいるはず。

　ディド。

　三つの時、離されたとはいえど、みんなに隠かくれて二人は会っていたのだろう。双子。半身。もう一人の自分。ともだち。色んな想おもいがディドの中で交こう錯さくしている。

「音声照合だよ。参った、ここで開くまでまた待つのかあ」

「しかたないわね、開いたところで一気に突っ込むわよ」

　肩をすくめるデイニ。すると、アスラがなにを考えているのだか、

「ばかだな、壁があったら突き破ればいいだろう」

　ディドを押しのけて、胸から五センチ四方の小さなカードを取り出す、それから、べしっと壁のど真ん中に張りつけると、

「さ、爆ばく破はするぞ。指向性だが危ないから下がりな」

「えーっ!?」

　キョトンとしているディドを抱き上げ、壁かべから遠ざかるアスラを見て、こりゃ本気だと、ジゼルたちも慌あわてて飛び退のく。ええいっ、唐とう突とつな奴やつ！

　どん！

　天地を揺るがすかの大だい轟ごう音おん。突風が駆かけ抜け、白煙と塵じん芥かいが吹き荒れた。

　こりゃ絶対、みんな目を覚ましたぞ。宮殿中、上を下にの大騒ぎになるぞーっ。

「ア、アスラのばかーっ。めちゃくちゃやりやがって！」

「待ちの体勢はいかんな。ほら、入り口ができたぞ」

　舞い上がる微び粒りゆう子しに咳せき込こみ、涙をいっぱい溜ためながら、ぽっかりと口を開けた壁かべを見る。他の部分は崩ほう壊かいをまぬがれ、びりびりと痙けい攣れんしていた。計算通りか、ただの偶ぐう然ぜんか。

　壁の向こうから白い人工光が煙を照らす。中で人々の叫きよう喚かんが飛び交っていた。そりゃあ、いきなり平へい穏おんな夜を爆破されたのだから、パニック状態に陥おちいるのは必至だろう。

　黒い影がジゼルの脇わきを駆け抜けた。渦うず巻まく白はく濁だくで、それでデイニだと判わかった。

「デイニ！」

「ジゼル、俺は一時退たい却きやくするぞ。見つかるわけにはいかないからな」

　アスラの声が聞こえるが、姿は判はん然ぜんとしない。もう行ってしまったのか。

「ねーね、ジーゼル、行く」

　あちこちと壁にぶつかり、ものに蹴けつまずきながら、ディドが部屋に入っていくのも確認する。ジゼルはしばらく逡しゆん巡じゆんした。

　なにか、嫌いやな予感がする。

　そこに、見てはいけない、見たくないものがある気がする。

　でも。

「なんだ、君は！」

「なにも見えない！　クリーナーを作動させろっ」

「待ちなさい！」

　怒ど号ごうが飛んだ。デイニ、ディド！

　ジゼル、飛び込む。煙が充じゆう満まんしている。視界が開けない。黒い影がうごめいて、入り乱れている。ものを倒す音、ひっくり返す音、悲ひ鳴めい。

「わわっ、君はデイニ君！」

「先生！　クリフォード・ステイシィはどこに行ったんですか！」

　デイニの叱しつ責せきするような声が響ひびく。ディドはどこへ。

　壁に沿って、ジゼルはゆっくり進んだ。不意に現れる足に、何度もぎょっとしながら、奥の部屋を捜して、ゆっくり、慎しん重ちように。

　扉とびらは開いていた。そっと中に入る。

　ここは隣となりの部屋ほど煙ってはいなくて、ぼんやりと霞かすみみたいなものが漂ただよっているだけだった。なにもかもがジゼルの視界に飛び込んでくる。そしてそれも、自然に目に入ってきた。

　なんだろう。

　茫ぼう然ぜんと、それに吸い寄せられる感じで、ジゼルは歩を進めた。なんだろう。見たこともないものがそこにある。

（……見たこともないもの？）

　ジゼルの背せ丈たけほどの水すい槽そうの中に浮かぶそれを、見たことがない？

　ジゼルは知っている。

　これは脳だ。脳のかたまり。

　頭が痺しびれていくようだった。まるでそこにあるものが自分のものであるかのようで、それを凝ぎよう視しする自分の存在が不確かなものに感じられる。そんな心地。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとなる。頭が散さん漫まんとなる。なにかに全身を牽けん引いんされるような、鈍どん痛つうが走る。

（これを、見たことがある）

（どこかで見たことがある）

　どこで？

　どうして？　どんな風に？

　それは、誰だれのものだった？　誰の脳だった？

「なんだ、お前は！」

　鋭するどい詰きつ問もんが背中を突き飛ばした。はっと我に返って振り向くと、扉の傍かたわらに初老の男が仁王立ちに佇たたずんでいる。白髪しらが混まじりの黒髪、黄色の肌はだ、白はく衣い、外国人だ。防護眼鏡めがねの奥で黒く鈍にぶい光を放つ双そう眸ぼうが、ジゼルを睨にらみつけた。

「お前はあの時の……！」

　男がにじり寄ってくる。対たい峙じしたジゼルは、咄とつ嗟さに部屋の状じよう況きようを判断した。

　いつのまにか霞かすみは晴れている。この部屋にいるのはジゼルとその白衣の男の人だけだった。部屋自体は、隣の部屋とさほど変わらない広さの、閉へい鎖さ空間である。隣以上に、精せい密みつ機械が裸はだかのままこちゃこちゃ据すえられて、赤や青のコードが床を縦じゆう横おう無む尽じんに這はっていた。パイプも大小様さま々ざま飛び交っており、整然たるところは一つもない。始めからここは研究室として使われていた、という向きではなかった。次から次へと急いで計画なしに詰め込んだ様子。そして、それは、この部屋で少しでも暴あばれたら大だい惨さん事じになることをはっきり語っている。

　一方の壁に鎮ちん座ざするあの水槽。中には少し青みがかった液体が揺れていて、小さな気き泡ほうが下から無数に湧わき上がっていた。まるで教材用の偽にせもののように、ぴかぴか光る脳のう塊かいには、おびただしい数の電極が刺し込まれ、細い、人毛サイズのコードに繫つながっている。コードは水槽の蓋ふたの部分に集められ、そこから大きなコードに分かれ、そして、大きなコードは床ゆかを這い天てん井じようを昇り、色々な機械を経て、そして。

　部屋の隅すみに据えられた、白い、巨大なさなぎのようなものを見つけた時、ジゼルは直感で悟った。

　あの中にミュセはいる。

　多た岐きに分かれたコードの最終地点、ターミナルとなるさなぎの中に、王太子ミュセはいる。必ず。

「お前はなにものだ？」

　科学者の剣けん吞のんな視線を跳はね返しながら、じりじりと横這いに動いて、ジゼルはさなぎの上に飛び乗った。上部は透明になっており、中が鮮せん明めいに覗のぞけた。

　果たして、その中にミュセ王子は眠っていた。

　小さな、ディドに酷こく似じした面おも持もちの少年もまた、青い液体に浸ひたっていて、全身に電極が刺し込こまれていた。針はり人形のようで、見るからに痛々しい。口には太いチューブが何本か差し込まれ、鼻び腔こうにも耳じ腔こうにもにょろにょろと侵しん入にゆうしている。眼球にもコード付きのレンズが嵌はめられて、そして、頭部はすっぽりと透明ななにかで覆おおわれていた。

　一体なにをしているのだろう。

　どきどきと鼓こ動どうが速くなるのが分かる。一体ミュセ王子になにを施ほどこしているのだろう、それともミュセがなにかしているのだろうか。

　この装そう置ち。このチューブの群れ。

　あの脳は、十歳になったばかりの少年の脳なのだ。

「お前はなにものなんだ？　私たちの言葉は喋しやべれたな」

　科学者は再び尋ねた。からからに乾かわく喉のどから、振ふり絞しぼってジゼルは言う。

「あ──あんたたちこそ、なんなんだ。これはなんだ、ミュセ王子をどうしようというんだ！」

　興こう奮ふんして声が震ふるえていた。思いっきり怒ど号ごうを飛ばしたつもりなのに、呟つぶやきのような声しか出てこない。

「お前、委員会のスパイか？」

　相手の口く調ちようは落ち着いていた。なんで冷静なんだ、見られたことはたいした問題ではないのか、合法なのか、それともなにか裏があるというのか。

「ジゼルはスパイなんかじゃないやい！　手て違ちがいでこの星に来て、ラージャ王女にミュセを捜さがしてほしいって頼たのまれたんだ！　あんたたちはこんなところでなにしてるんだ！」

「お前に言うことはなにもない。ミュセ王子はしかるのち、戻もどる」

　淡たん々たんと男は言った。隣となりの部屋の喧けん騒そうに比べて、この部屋は緊きん迫ぱくが張りつめている。誰もこっちに気づかないのだろうか。

「ミュセの脳なんか取り出して、なにをしようとしてるんだ。やっぱり、気づかれないように弄いじって、廃はい人じんにする気なの？」

「まさか。たかがそんなことぐらいに、これほどの大がかりなことはせんよ」

　ふふふ、と男は含んで笑った。その口もとの笑いに、戦せん慄りつが肢し体たいを駆かけ抜ける。怖こわい。やだ、この人、マッドサイエンティストだ。ほんものだ。怖い！

「ジゼル！」

　デイニが飛び込んできた。さすがに科学者は顔色を変えて、

「な、なんだ、君は！　他の者はどうした!?」

「そこらに転がってたスプレーをかけたら、みんな腰こし砕くだけになっちゃったわよ。教授、クリスの居場所を知ってるんでしょ！」

　デイニはあくまでもそのことのみに執しゆう着ちやくしていた。立派というかなんというか、脳のことなんか気づく様子もない。教授と呼ばれた男は、怪け訝げんに眉まゆをひそめたが、

「クリス？　クリフォード・ステイシィのことか。ああ、そうだ、君はデイニ君」

「クリスはどこに行ったんです。教授なら知っているはずです」

「クリフォード君なら次の研究所へ行った。でも、もう別の場所に移っているはずだ。そこから先は私は知らん。待っていなさい、住所のメモをあげよう」

　そう言って、男が胸に手を入れた時だった。

「デイニ、危ない！」

　ジゼルの声に反射して、デイニが後ろを向いたその瞬しゆん間かん、彼女のみぞおちに拳こぶしが食い込こんだ。声も立てず、身体が崩くずれるデイニを支えたのは、驚おどろきにもボーヴォール人だった。

「デイニ！」

　さなぎの上から思わず飛び上がったジゼルだが、科学者の思いがけず素早い行動で、薬品の噴ふん射しやをまともにくらってしまった。あー、これは、昼間の神しん経けい麻ま痺ひの薬だっ。本当にろくでもないもの作りやがって！

　へなへなとその場に倒れ込んでしまう。身体が動かない。金かな縛しばりにあったようだ。心はこんなに急せくのに、ええい、役立たずな神経なんだから！

「リン教授、この騒ぎは……」

　ボーヴォール人がデイニを引き摺ずって男に近寄る。おどおどして、忙しく周しゆう囲いを見回して、全まつたくこの場に不自然だった。

　あれ？　どこかで見たことがあるような。

　典型的なボーヴォール人の顔立ちに体型をして、特徴なんかほとんどないけれど、どこかで見たような口くち髭ひげ……？

　リン教授、頷うなずくと、

「大臣どのは早々に表の扉とびらを封ふう鎖さして下さい。今、この部屋を見つけられるわけにはいきませんからな」

「ここのことは誰も判わからん。ここの廊ろう下かを見つけるのも困難だ、入り口には緞どん帳ちようがかかっているしな。だ、だが、今見たら、なにもかかっていなかったぞ。この娘のしわざか？」

　え？　ディドに導かれて入った時、既に緞帳なんかなかったけど。

「爆ばく発はつもそうです、そこの扉を爆破されました。ああ、その娘は丁てい重ちように扱うように、私が責任を持って本国に送り返します」

　言葉使いは丁てい寧ねいだが、教授、高たか飛び車しやな態度だぞ。こういうのが慇いん懃ぎん無ぶ礼れいという奴なんだな。根本的に科学者は、衰すい退たい文明の人々を見下す傾向にある、とアスラが言ってたっけ。大臣と呼ばれた人の方も教授には頭が上がらない様よう子すだった。こいつが結けつ託たくしていたのか。でも、この人は、確か──

「し、始末した方がいいんじゃないか」

「それには及びません。その娘はそうするわけにもいかないのです。さあ」

「あーっ、思い出した！　大臣！　ミュセ派の大臣！」

　ジゼルが、あらん限りの音量で叫んだ。そうだ、ミュセがいなくなって一番に騒いでいたという大臣だ。派は閥ばつ争いの概がい略りやくを知った時、わざわざ顔を見に行ったんだ、覚えている！

　ぎょっと二人がひるんだ。戦おののきながらジゼルを見下ろし、

「ま、魔ま物ものの使い？」

「安心を。動けやしません」

　リン教授は頰ほおに一線の引きつりを見せながら、ジゼルをつまみ上げた。まるでゴミでも摑つかむようじゃないか、失礼な。

　でも、なぜ？

　なぜ、ミュセ派の大臣がここへ？　場所を知っていたのなら、なぜ、救いださない？　あれ？　でも、この二人は結託しているみたいで。大臣が裏切ったの？　誰を？　誰の味方をしているの？　あれれ？

　頭がこんがらがってしまった。沈着冷静になれ。よく考えて。

「お、王子の方はいつ完成するんだね」

「あとしばらくです、まずこっちの方を」

　酷ひどいことに教授はジゼルをテーブルの上に投げ付けた。べちゃんという音が立つ。痛みは感じないが、腹は立派にたつぞ！

「やいやいっ、もうここまできたらちゃんと説明しろっ、完成ってミュセになにしてるのさ！　大体、あんたはミュセに王位に就ついてほしいんじゃないの？」

「む、無む論ろんだ、殿下にはどうしても王位を継ついでいただかねばならんっ。ラージャ姫なんかに渡してたまるもんか」

　脂あぶら汗あせを丸々した顔にびっしり浮かべ、唾つばを飛ばしながら大臣は言った。

　ラージャ？

　ジゼル、きょとんとなる。だって、ミュセ派が対立していたのはディド派でしょう。どうしてラージャなんか……

　あ。

　そうか、そういうことか、判わかったぞ。

　キッと目だけを動かして、大臣を睨にらみつける。そして、

「そうか、あんたたちは最初からディドのことなんか考えてなかったんだ。敵対視していたのは、頭の良くてみんなから慕したわれているラージャだったんだ。男子優位だからって、いつ引っ繰くり返されるか判らないもの。ラージャの人気はそう危き惧ぐするほどに高かったんだ。だから、ミュセ自身を改革しようとしたんだ。脳に直接、働きかけて！」

　ジゼルの咎とがめに、あっというまに大臣は蒼あお黒ぐろくなった。図ず星ぼしを突いたのか、ひどくうろたえて、わなわなと全身を震ふるわせて。

「きっ、君！　こいつの口を封ふうじたまえ！　早く！」

　泡あわを吹きかねない剣けん幕まくで大臣は教授に命令したが、彼は至って平静だった。

「まあ、待ちなさい、こやつの言動には興きよう味み深いものがある。見たまえ、この肌はだ触ざわり。とても人工皮膚には思えない。思考回路も面白い。こいつには確たる自じ我ががある。とてもサイバマシンとは考えられない。かといって、自然猫とも考えられない。非常に人間的だ。実に興味深い。自我規制が施ほどこされていない、ロボット時代の人工知能みたいだ」

　ぎらぎらとした教授の二つの目。脳のう天てんから爪つま先さきまで、震えの波が通りすぎた。怖こわい。ほんとうに怖い。変質的、という以上に、科学者であるということ、科学者の視線、それが怖い。

「そんなことはどうでもいいっ。早く処分しろ！」

　大臣には科学者の言っている意味が皆かい目もく把は握あくできていない。それを一いち瞥べつする科学者のまなざし。侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しように満ち満ちた、悪あく魔まのまなざし。

「こいつの脳を見てみよう。どこの製品かぜひ知りたいものだ」

　声が出なくなる。

　息が吸い込めなく、吐き出せなくなる。

　すさまじい恐きよう怖ふ感かんがジゼルを襲おそう。怖い、怖いよう！




　昔、なつめと一生懸命走った。とても怖かった。大勢の人に追いかけられていた。

　助かるの？　助からないの？

　生きていいの？　死んでいいの？

「ごめんね」

　泣かないで、なつめ、必ひつ死しに逃げた。逃げ切れない。

「ごめんね、起こしてしまって。ごめんね、ずっと眠っていたかったね」

　そんなことない、そんなことないよ。なつめに遭あえて幸せだった。起きて幸せだった。

　昔むかし、一生懸命走った。白い服を着た大勢の人から逃げた。

　とても怖こわかった。白い服の恐きよう怖ふが襲おそってきた。

「ごめんね、こんなに辛つらいなら、目め覚ざめなければよかったね」

　謝らないで、なつめ！




「あーあ、こりゃあ違法すれすれのことをやってるな」

　やけに間ま延のびした、緊きん張ちよう感かんのかけらもない調子。

「だ、誰だれだ、きさま！」

「いつの間に!?」

　アスラ。

　大臣と科学者の驚きよう愕がくを孕はらんだ誰すい何かを無む視しして、水すい槽そうの中をまじまじ眺ながめているのは、サングラスをかけて隠かくしているけれど、アスラだった。戻もどってきたんだ。

「…………」

　ジゼルは言葉が出なかった。安あん堵ど感かんが恐怖感と同じほど押し寄せてくる。

　そうだ。いつだって、アスラが助けてくれた。心配はないよと笑ってくれた。

（いつだって──…？）

「でも、こいつ自体がライフサイエンス法に違反するしなあ。知らない？　生体機械技術による脳のう髄ずい生成の禁止、これ、人工脳髄だろう」

　啞あ然ぜんとジゼルは台の上からアスラを凝ぎよう視しした。平然と語るが、なんでそんなこと、アスラなんかに判わかるんだ？　い、いや、人工脳髄だなんて、ミュセの脳を引き出したんじゃないの!?　科学者の面を瞥べつ見けんすると、唇くちびるを嚙かみしめ、蒼そう白はくになっている。当たりみたい。大臣はそこまでくると説明を受けていないらしく、当とう惑わくにうろうろ、アスラと科学者を見比べていた。

「きさま、なにものだ……」

　押し殺す科学者の声。いきなり湧わいて出てきた。素す性じようも知れぬ男に秘密を明かされ、いたくプライドを傷つけられている様子が、手に取るように分かった。アスラはそんなこと、皆かい目もくお構いなしで、

「人工脳髄に記憶をそっくり移し変えて、更に『教育』してたんだな。でも、そんな風にしてくれとは彼らは要求していなかったんだろう？　いい実じつ験けん体たいだものな、見つかっても科とがを受けるのは彼らだけで、自分たちは外国人特権で国外退去で済むものなあ。委員会も衰すい退たい度ど七の星ではめったに介かい入にゆうしてこないし、王宮内ならうやむやにできるし、おいしい材料だもんなあ、研究材料としては」

　大臣クラスなら公共語は扱あつかえるはずだが、内容が内容だけに、呆ぼう然ぜんとしたていでいる。

　そんなことをしていたのか。

　つまり、ミュセを推おす大臣（たち）は、ラージャの台頭を恐れてミュセの頭を彼女に負けないよう、科学でどうにかしてほしいと依い頼らいしたんだ。ところがこの科学者たちが、いい獲え物ものがきたぞとばかりに、彼らが科学に対して無知なのをいいことに、好き放題実じつ験けんしていたというわけだ。それをしても大だい丈じよう夫ぶな環かん境きようのこの星で。

「死ね！」

　拳こぶしを震ふるわせていた科学者が、突然アスラに体当たりした。が、彼に身体が触ふれる前に、縮んだ空気圧に押し返され、ごろごろとぶざまに転がる。その手から、小さな注射器がこぼれた。

「きさま、一体!?」

　科法だ。アスラの周しゆう囲いを、奴が体当たりした刹せつ那な、【斥せき力りよく】が覆おおった。近くに科法使いがいるんだ。

「でも、無む駄だだったろう」

　なにごともなかったように、アスラは語り続けた。

「そこのおじさんには気の毒どくだが、失敗なんだよな。なぜなら、人工脳のう髄ずいは『学習』も『教育』もできるが、目め覚ざめないんだ」

「!?」

「なぜそのことを──！」

　科学者は、今度こそ言葉を失うほど驚きよう倒とうして、愕がく然ぜんと立ちすくんだ。そして、ジゼルもまた。

「自我を持つに至らない人工脳髄。人工知能を備そなえれば立派に始動するんだが、それじゃあ意味が違ってくるんだよなあ。そうだよな」

　もがくような表情で、アスラの言葉を聞いていた科学者だが、不意にがっくり膝ひざをついた。そして、かん高い声で、

「……なぜだ。なぜなんだっ。なぜ、覚かく醒せいしないんだ！」

　食い込んだ爪つめに皮膚が破れて血がにじんだ拳こぶしを、科学者はテーブルの足に叩たたきつけた。机上のジゼルが跳ね上がるほどの強さ、興こう奮ふん、そして、絶望。

「全すべての問かけに反応する。高度な計算も瞬しゆん時じに解とける。なのに、計器を外した途と端たん、なぜ、機能を失ってしまうんだ！　自力で動こうとしないんだ！」

「宇宙時代一万年の最大の謎なぞってな。クローン脳はちゃんと目覚めるのに、人間が塩基配列から計画して、原子を一つ一つ組み立てていった生体機械の脳は無む理りなんだ。発生と分裂を経験しない脳髄は、な。周知の事実だ」

「人間の身体は日ごと入れ替かわっているというのにか。カルシウムも鉄もリンも、一生の間に何度となく交こう換かんされているというのに。脳髄とて同じことだ。原子レベルなら絶えず流動しているっ。ならば、精神なんぞ現象に過ぎん、物質の入れ替わりに過ぎないではないか。全ての記憶と信号を伝えたんだ。今までのシミュレーションではなく、本物の脳髄の信号だったのに。理論は合っている、理論通りなのに！」

　だん、だん、と幾度となく拳を振り上げ、遂ついには自身がつっぷしてしまった。自分の研究が失敗した科学者は、あまりにも惨みじめだった。惨めすぎて、怖こわかった。激しい徒労感と怨えん憎ぞうが全身から吐き散らされている。

　憎しみ？

　誰に対して？

「……若僧！」

　科学者が悲ひ鳴めいに近い声を上げたかと思った刹せつ那な、ジゼルの身体は奴に鷲わし摑づかみにされていた。そして、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ傍かたわらの大臣の腰からサーベルを抜き取り、そして、

「きさまこいつの持ち主だな。ふふん、たかだか二十代のひよっ子が、私に意見するとは笑止千万。これはたまたま失敗したに過ぎない、わずかなミスのせいだ。残念なことにミスがどこに潜ひそんでいるか皆かい目もく見当がつかん。だが」

　自分の掌てのひらがえぐれるのも気にせず、科学者は刃をぐっと握にぎり締しめ、その先をジゼルの額に突きつけた。

　息が詰つまる。

「！　だめだ、そいつには手を出すな！」

「こいつの中身を調べれば、その糸口が摑つかめるやもしれん。このやけに人間的なサイバマシン、こいつの人工知能を調べれば」

　とろとろと、生暖かい血が刃を伝って流れ、ジゼルの純白の毛並に鮮あざやかな紅の染しみを作った。押しつけられた刃先が痛い。目に血が入る。レンズを覆おおう緋ひ色いろ。視界が一転する。

　やだ。

　やだ。怖こわい。

　怖い。助けて、アスラ。助けて、なつめ。

　怖い怖い怖い怖い怖い怖い。コワイ。
















　コ・ワ・イ。

「規制を施ほどこしていないのか、それともこれが意図なのか。さあ、見てやるぞ、科学の勝利のためだ！」

「やめろ！　ジゼルに手を出しては──！」

　助けて、なつめ！

「ああっ!?」

　アスラのめったに聞かれない怒ど号ごうも、科学者の血迷った歓喜も、誰かの驚きよう声せいも、遠く遠くなった。

　ぐにゃんと視界は歪ゆがみ、ただちに補ほ正せいされる。代わりに、それまで大人しく床ゆかを壁かべを埋め尽くしていたチューブやコードが、うねり、波打ち、全ての束そく縛ばくを解いて屹きつ立りつした。虫の触しよく手しゆのようにそれは手を伸ばし、硬直している科学者を愛あい撫ぶし、そのまま絡からめとる。

「うああああ……」

　優しく抱き込み、巻きつき、しなやかな手つきで、あたかも布ぬのを絞しぼるようにひねりと回転を加えた。

　肢し体たいを全すべて取り巻き、髪一つはみださなくなるまで絡んでも、それはとどまらず、上から下から手は伸びた。そして、しまいには天てん井じようと床ゆかの間に宙ちゆう吊づりになった、チューブの卵と化す。

　嗚お咽えつが小さくなる。真っ赤な幻げん想そう。一刹那の、夢とも現ともつかない、光景。

　声が遠い。意識が薄らぐ。希き薄はくになる。

　もう届とどかない。

　もうなんにも感じない。







　ACT.9




　どやどやと、大勢の足音を聞いた。そして、

「これは一体、なんの騒ぎです！」

　凜りんと響ひびき渡る女声が、向こうから飛んでくる。

　ああ。ラージャの声だ。人間の気け配はい。人が沢山押し寄せてくる。

「ジゼル!?　起きてちょうだい、これは一体どうしたの」

　ゆさゆさと身体をゆり動かされ、ようやくジゼルは瞼まぶたを開ける気になった。ぼんやりとした視界には、ジゼルを凝ぎよう視しするラージャ王女の姿と、その手に引かれた弟ディド、そしてその背後に有う象ぞう無む象ぞうのボーヴォール人たちが佇たたずむ様よう子すが入ってくる。

　ディドが姉王女を呼びにいったんだ──そう理解して、ジゼル、再び眠りの泥どろの中に引き摺ずり込こまれそうになった。

「ジゼル、あなた怪け我がをしているの？　聞こえて？」

「……んー。眠いだけ」

「それなら起きてちょうだい。これは一体、どうなっているの。ミュセがあそこにいるわ、でも、むやみに蓋ふたを取ってはいけないのよね。そうでしょう？」

「うーん。起きる」

　しかたなしに、ジゼルは身体を起こした。一回、思いっきり伸びをする。よく寝た感かん触しよくがあるけれど、あまり時間は経過していないみたい。

　周しゆう囲いを見回すと、もうアスラはいなかった。いたような痕こん跡せきさえ見せなかった。

（え!?）

　自分の目を疑うのにしばらく時間が必要だった。あまりにもその場が変化なく、なにごともなかったような顔をしているので、気づかなかった。

　あの、チューブとコードの反乱は？

　反乱は霧む散さんしていた。それらは元の鞘さやに収まり、そんなできごと存在しなかったよ、とあたかも言っているようだった。おとなしく床ゆかを這はい、壁かべに掲かかげられて、微動だにしない。無む論ろん、卵も消え、ただ、科学者と大臣だけが床に昏こん倒とうしていた。警けい備び兵へいがいくら揺さぶっても、目を覚ます気配がない。

　あれは、夢だったのか。いや、科法使いが観みせた【幻げん想そう】かもしれない。きっとそうに違いない。

　デイニも頰ほおを叩たたかれて、目を覚ました様子。ミュセ王子を包んだ繭まゆの側には人だかりができていて、成す術すべなく、当とう惑わくして中を見つめていた。

「多分、どこかに電極を外すスイッチがあるだろうけど……そこの教授、起きない？　じゃあ、隣となりの部屋で腰こし砕くだけになってる人にやらして。無理やり外すと、脳のう障しよう害がいが起こると思う」

「分かったわ。誰か、隣に倒れていた者を連つれてきなさい。ミュセにいっさい触ふれぬように。それから、ケルトーナ右大臣を監かん禁きんして見張りを立てなさい、招待科学者の方々も本殿に軟なん禁きんするよう。くれぐれも丁てい重ちように。いいですね。そう、誰か、父上にこのことを伝えなさい、右大臣、謀む反ほんの疑いありと」

　てきぱきと指示を下すラージャに従って、有象無象の集団は迅じん速そくに行動し始めた。

　胃が気持ち悪いと訴うつたえるデイニは、王女の配はい慮りよでジゼルの部屋に運ばれていったし、痺しびれ薬を中和された科学者たちは、不本意ながらも、どこかしらほっと胸を撫でおろしたような、複雑な表情で、黙々とプラントの解体にかかった。

　それを一部始終、監視しながら、ジゼルはラージャにことの顚末を語って聞かせた。もちろん、ジゼルのことやアスラのことは内緒にして。

　わずかに柳りゆう眉びを曇らせて、無言のままラージャは聞いていた。弟王子の身体から電極が一本一本抜かれていくのを、凝ぎよう然ぜんと見つめていた。

　もう明け方になって、ようやく全ての作業が完了した時、液体が抜かれ、チューブもコードも一切取り払われた時。

　漫まん然ぜんたる面持ちで上半身を起こしたミュセ王子を、濡ぬれるのも構わずラージャは抱擁した。右と左にそれぞれ弟王子を抱えて、優しく。愛情を込めて。

　それを見て、みんな泣いていた。うーん、感動だあ。感動の対面。ジゼルも目め頭がしらが熱くなるよ。こういう話、好き。心暖まる人情話は大好き。

　よかったね、ラージャ。よかったね、ディド。

　茫ぼうたる面持ちでにこりと微笑むミュセ王子の双眸に、ディドと同じ光を見た気がした。




「お別れだね、デイニ」

「うん。楽しかったわ」

　全てが終わった次の日。街外れの駅に向かう一本道で、ジゼルはデイニと別れの挨あい拶さつを交わした。

　あれから右大臣一派の陰謀は宮中に露ろ顕けんした。御ご法はつ度との機械を使用し、王子を一存で改造しようとした罪は重い、とかで、官かん位い剝はく奪だつ、王都バーシンを追われる身となった。

「人工脳髄なんて難しいことは私には解りかねるけれど、脳を入れ換えたならば、たとえそれがミュセの記憶を持っていたとしても、それは、ミュセではないわ。そうでしょう」

　ラージャの言葉。多分、それは正しいと思う。でも、その時、その人は誰になってしまうのだろう。誰であるべきなのか、誰になっていいのか。

　ミュセ王子の様子がおかしい──それに気づいたのは王子の側近だった。始めは長いこと冬眠状態に陥っていた為の後遺症かと思われていたが、ぼんやりした面持ち、焦点の定まらない双眸。問かけと返事の長い間ま。まるで、ディドと同じ反応を示すのだ。

　人工脳髄への【学習】と【教育】のせいで、オリジナルが擦すり減へったらしい。そう医学科学者は当惑しながら解釈していた。そんなことって。そんなことって……！

　禁を犯した罪だ──人々はそう囁ささやいた。これで彼等の機械文明への嫌悪はさらに深まってしまった。拍車をかけてしまった。ジゼルはなにも言えなかった。機械文明の一番いやな部分を見せられて、それでも尚、機械文明は素晴らしいなんて、どうして言えよう？

　ジゼルの提案とラージャの進言で、二人の弟王子はミレのメディカルセンターに送られることになった。いまさら、科学に頼るなんて──と非難されたが、こんな状態の王子を二人も抱えているわけにはいかないと押し切った。あそこは法にがっちり束縛されているから安全だ、とも。

　科学者たちにはアスラの推測通り、国外退去命令が下った。それだけだった。明日にはどこか別の星へと消えてることだろう。義ぎ憤ふんを感じたが、理不尽なものを感じたが、ジゼルにはどうにもできなかった。

　それから、ラージャは王太女に返り咲くらしい。弟王子が二人してあんな状態だから、また、かねてよりの人気の高さに、国王がそう判断して確定したそうである。ちょっと困ったような、それでも毅き然ぜんと受じゆ諾だくしたラージャのきりりとした口もとが印象的だった。

　そして、ジゼルもデイニもやることはやったので、晴れてこの国を出ていくのである。

　ディド。笑って手を振った。遭あわなければよかったなんて噓だよ。遭えて楽しかった。嬉うれしかった。ミュセと仲良くね。

　ラージャ。頑がん張ばってね。先はこれからだから。

「また、クリスを追うの？」

「一応ね」

　デイニは突風に帽子を押さえて、涼しげな顔で答えた。

「残念だね、ここにいなくて」

「ええ。でも、良かったのかもしれない。私、最近思うの。本当はあの人のこと、好きなんかじゃないのかもって」

　意外な言葉をデイニの口から聞いたので、ジゼルはきょとんと彼女を見返した。

「私、あの人を初めて見た時、この人を好きになるって確信したの。それで、付き合って、好きになった。そう思い込んでいるだけかもしれない。あの人と一緒にいても心は静まっているのに、逢わない時は恋い焦がれていた。これって、恋に恋しているって状況だわ。今が一番、幸せなのかもしれない。逢えない方がいいのかもしれない」

「な──なに弱気なこと言ってるの！　デイニらしくないよっ」

　慌ててジゼル、フォローする。でも、そういう考え方するのも、本当はすっごくデイニらしい。

　彼女はなにかを振り切るように首を振ると、にっこりと微笑んだ。そして、

「まあ、いいわ。とにかくもう少し、足取りを追うつもり。死んでるかもしれないしね、頑張るわ」

　なんか引っ掛かる言い草だったけれど、いつもの強気のデイニに戻ったのでほっと安心するジゼルだった。

「行くわ。汽車の時間に遅れるから」

　デイニ、足元のバッグを手に取る。

「本当に乗ってかないの？」

「ええ。正規に入国したからね、ちゃんと出ていかないと後々うるさいのよ。そういえば、あの人、なつめさんのお兄さん？　あの、素敵ね。二十三歳なんでしょ、クリスと同い年なのにああも違うのね。いいなあ、失敗したかなあ」

「クリスはどんなの？」

「生っちろくていかにも学者肌って感じの子供よ。全然大人じゃないのよ、あはは」

　豪快にデイニは笑い飛ばした。全く、逞たくましい娘さんだった。

「また逢えるといいね。ありがとうね」

　そう言って、デイニは小径を一人、いつまでも手を振りながら、小さく風景と識別できなくなるまで手を振りながら去っていった。

　行っちゃった。

　しばらく、ジゼルはその場に座り込んで、彼女が消えた方を見守っていた。

「いい娘さんじゃないか」

　いつの間にかアスラが側にやってきていた。

「爽さわやかだな、ああいうのはいい。なにより、男を見る目がある」

「なにそれ、アスラってデイニみたいのが女の子の好みなの？」

　憮ぶ然ぜんとして尋ねると、アスラは笑いながらジゼルを抱き上げ、そして、

「少なくとも親友に持ちたいタイプだ」

「また、遇あえるといいな」

「遇うさ、絶対。さあ、帰るぞ。なつめが待ってる。宇う宙ちゆう機きの中で今回の成果の感想でも述べようじゃないか」

「これはなつめに見せるためにレコードしてるの！」

「スポンサーに大きな口を叩たたかない。さあ、移動するぞ」

　かくして、ジゼルは十一日ぶりに機上の猫と化したのであった。




　チーッとディスクテーブルが回転して、スリットから出てくる。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションの専用宇宙機の中、アスラの私し室しつでジゼルと一いつ緒しよに見ていた画面が、ぷつんと白く、そして透明になった。時間の流れないφフアイベクトル空間の中での壮大な上映。たった今、プレイし終えた瞳ひとみ大だいの精せい密みつなレコードディスクを丁てい寧ねいに取りはずし、アスラは小箱にしまいながら感想を述べ始めた。

「俺おれが思うに、あの王女は全部知っていたと思うぞ」

「どうして？」

　アスラの膝ひざの上で、ジゼルは聞き返す。

「言っただろう、脳のう医いがあんな星にいること自体、おかしいって。招待研究者というが、招待される意味がないんだよ。あの星に特定する意味がないんだ。地理学者や動植物学者ならともかく。それは即ち、誰だれかが故意に引き寄せたということじゃないか。違法行為が行えることを餌えさにして」

「それは、大臣たちが……」

　ラージャがまた悪者にされてしまうので、ムッとしながらジゼルは反論する。だけれど、今一つ自信がなかった。だって、

「魔ま法ほうとか呪じゆ術じゆつに頼たよって生きる彼らがか？　脳手術がどのような効果があるかもよく理解していないボーヴォール人が？　それよりも、デテール大学の学生であった王女が、その時の縁を頼たよりに、彼等を国に招まねいたと考えた方が自然じゃないかなあ」

「でもお、それはそれで、ミュセのことを依い頼らいしたのは大臣たちだって、奴やつらだって認めたもんっ」

「招く代りに大臣たちを唆そそのかしてくれ、と頼む王女」

　アスラは淡たん々たんと語る。ジゼル、なにか言い返したかったけれど、うまく言葉にできなかった。そんなのって、ない。そんなのって、あんまりだ。あの時、ミュセが目め覚ざめた時のラージャの抱ほう擁ようは本物だった。自分の弟をあんな目に会わせて、それであんなに平然と、捜そう索さく隊たいまで出させて、そんな偽ぎ善ぜんができる人じゃなかった。

　ジゼルが悔くやしくて涙さえ浮かべそうになるのを見たアスラ、悪いと思ったか、

「それじゃあこうも考えられるさ。反対に、王位のことをどうにかしてやるから、自分たちを国に招いてくれ、そう王女は言われた。デイニが言ってたように、彼女はあっさりと自分が切り捨てられたことに不満を持っていた。でも、弟たちは可愛かわいい。だから我が慢まんしてきた。でも、そう持ちかけられ、つい魔まがさして頷うなずいてしまう。そして弟が消えた。始めは傍ぼう観かんしていたが、だんだん弟のことが気になって、捜そう索さく隊たいを出すに至る。あの王女は王位を継つぎたかったわけでも、弟たちを憎んでいたわけでもない、自分が認められなかったのが悔くやしかった。悔しくて、それを晴らそうとしただけさ、だから第一王位継けい承しよう者しやに戻って、一番当とう惑わくしているのは彼女だと思うよ。結果がそうなるとは考えてもいなかったのだから。事実、彼女はデテール大学に復学願を提出していたらしいしな。これでどうだ？」

　アスラがジゼルを覗のぞき込こむ。そう考えるならば、解わかる。解るけれど。

「……真実がどうかなんて、もうジゼルたちには判わからないよ。知らない方が良い真実だってあるもの。今回の事件は、欲が深かった大臣たちの仕し業わざで、ラージャは弟想おもいの優しいお姫さまだったんだ。それだけだよ」

　ぽつんと、呟つぶやくようにジゼルは言った。それが幸せだから。幸せでいたいから。

「そうかもな」

　アスラは頷うなずくと、腕を組んでさらに言葉を続けた。

「でも、この話にはもっと裏がある気がする」

「裏？　ラージャのことは……」

「そうじゃない。その、デイニ嬢の恋人の話──【ストーンサークル】か。人工脳のう髄ずいが彼らだけで生成できるはずがない。どこかに資金源と大規模なプラントがあるはずだ。さあて、どこがなんのためにバックについてるのかな」

　そう語るアスラは楽しげだった。多分、それは政治的目もく論ろ見みが見えてきたからだろうけれど、ジゼルは苦い顔を作って、

「それじゃあ、まるでジゼルがスパイしてきたみたいになっちゃうじゃない。偶ぐう然ぜんの産物なんだからね、やめてよね」

「ははは、ジゼルにスパイが勤まるくらいなら、俺は山に籠こもって仙せん人にんになれるぞ」

　笑いながらジゼルの頭に手を置いて、アスラはくりくりと撫なでてくれた。うーん、気持ちいい。

「アスラ、聞きたいことがあるの。どうして、ディドの時も研究室での時も、なんでも知っていたような口くち振ぶりだったわけ？　どうして分かったわけ？」

「そりゃあお前、俺は少なくともジゼルより二十年長く生きてるし、この業界も長いからな。なんとなく分かるんだよ、どういう対応をとればいいかってね」

「……ジゼル、いっぱいアスラに聞きたいことがあるよ。でも、なんだか疲れちゃった。もう、おうちに帰りたい。早くなつめに会いたい」

　本当に疲れた。もう、眠ってしまいたい。

「そうだな……」

　アスラの声は遠かった。




　ボーヴォール惑わく星せいを離れてから一時間後、ジゼルを乗せた宇う宙ちゆう機きはエルシに到着した。面めん倒どうな手続きはいっさい必要なかったが、カサイ宇宙港の保健センターで健康チェックを受けて、すぐさまＥ・Ｒ・Ｆコーポレーションの本社から夏なつ離り宮きゆうへと科法で飛んだ。

「お帰りなさい、ジゼル」

　ただいま、なつめ。やっと帰ってきた。

　なつめは怒っていなかった。不安な顔も見せず、ちょっとそこまで遊びに行った時と同じような微笑ほほえみで、優しく、ジゼルを迎えてくれた。

　本当に心配していてくれたのかな──こっちが戸と惑まどいと不安を感じてしまったけれど、なつめは十二日前と変わらず、なにごともなかったように振ふる舞まっていた。そして、それが最高の【お帰りなさい】であることに気づくのに、ジゼルはしばらく時間がかかってしまった。
















　ありがとう、なつめ。

　今はゆっくり眠りたいから。

　明日、今回の冒ぼう険けんの話をするから。

　今は眠りたい。







　ACT.10




　その夜、ジゼルは言い争う大声で目が覚めた。

「…………？」

　傍かたわらで寝ているはずのなつめがいない？　布ふ団とんはきれいに敷かれたまま。

　籐とうの籠かごでできた寝ね床どこから、ジゼル、飛び降りる。声は二人。なつめとアスラのものだ。床の間に置かれた時計を見ると、夜中の二時。こんな時間に、なにを喧けん嘩かしているんだ？

　部屋を抜けだして、声の方へと赴おもむく。それは書しよ斎さいから聞こえてくるようだった。

　なんか、不安。言いようのない不安がジゼルを捕とらえる。

　この建物には夜はジゼルとなつめ、そしてアスラしかいない。おとーさんおかーさんもいったん、本社に戻もどっているし、一いつ緒しよについてきた会社の人たちは、ここからちょっと離れた社員荘で寝起きしている。お手伝いさんも住み込みの人は別べつ棟むねだ。

　誰も聞いていないとはいえ、激しい口こう論ろん。なにを言っているのか理解できない。すごく自分が緊きん張ちようしているのが判る。心臓が痛いほどの動どう悸き。

　なつめのこんな鋭するどい声、初めて聞いた。

　書斎の明かりが暗い廊ろう下かに洩もれていた。隙すき間まが開いていたから、声が届とどいたんだ。二人が言い争うなんて、本気でぶつかるなんて、今までになかったのに。怖こわい。やめて。

　怖いもの見たさというのか、親の喧嘩を盗ぬすみ見する子供のように、震ふるえが止まらないけれど書斎の中を垣かい間ま見みる。見なくてはいけない、そんな自負も湧わいてくる。

　やっぱり、なつめとアスラだ。二人が──

　あんなに険けわしい顔のアスラを初めて見た。

　あんなに感情を顕あらわにするなつめを初めて見た。

　なにを言い争っているのか判わからない。頭がパニックしている。

　はっと気がついた。違う。ジゼルに判らない言葉で喋しやべっているんだ。翻ほん訳やく機きが機能しない言葉で。どういうこと？　誰かに聞かれてはまずいから？　それは、ジゼルなの？

　困こん惑わくと不安と悲しみが入り乱れる。どうして？　ジゼルのことで喧嘩しているの？

　ジゼルのことで二人が喧嘩しているなら、おねがい、ジゼル、ちゃんと言うこと聞くから、やめて。二人が喧嘩するなんて見たくない！

　飛び出していこうとしたジゼルの身体が、びくんと凝ぎよう固こした。

　詰つめ寄って声を上げたなつめの腕を、不意にアスラが摑つかむと、そのまま引き寄せて有う無むを言わさずキスした。

　ジゼル、反射的に扉とびらの陰かげへ隠かくれる。

　見てはいけないものを見てしまった。

　どきどきと鼓こ動どうが高鳴る。さっきまでの緊きん張ちようと違う種類の緊張が、ジゼルの顔を強こわばらせる。

　今のは……？

　そっと、いけないいけないと自分を叱しかりながらも、部屋を覗のぞく。

　始め、なつめは逆さからうような素そ振ぶりを見せていたけれど、その内、アスラの背に手を回して、自分から抱ほう擁ように身を任まかせ、そして。

　やだ。

　ジゼル、駆かけ出す。

　見ていられない。

　どうして？　そのフレーズだけが頭を駆け巡る。どうして？　兄妹なのに？　なんで？　それは、許されることなの？

　ジゼル専用の玄関から外へ飛び出した。駆けても駆けても、今の光景が脳のう裏りから離れない。どうして？　兄妹なのに。

　二人は、愛しあっているの？

　砂地に足を取られ、ごろごろ転がった。いつの間にか浜辺まで来ていたのだ。黒くわだかまる海。境きよう界かいも見せずに夜空が上に広がる。満天の夏の夜空。降ってくるような銀河の綺き羅らめき。

「……そんなの聞いてないよ。そんなの知らないよ。どうしてなにも教えてくれないの！　なんでジゼルを除のけものにするの！　なつめのばかあっ、アスラなんてだいっきらい！」

　ジゼルの喚わめき声は誰にも届とどかないようだった。







　あとがき連続青春小説【そして、あたしはここにいる】　第三回




　あれは、大学受験を控ひかえた、高校三年の冬のことでした。友人がなにやら本の話をしています。それは「ファウンデーション」という小説でした。小林さんは横から口をはさみます。「それ、どんな本？」「ファンデーションていうお金持ちの財団が、まず経済で銀河を制せい覇はして、宗教で支配していくお話。三ページで百年が過ぎるの」「へえ」。

　まさか、その説明がこの話の基もとになっているとは、当人でも気づいてはいまい。

　小林さんは昔から、本の題名とか粗あら筋すじから話の中身を想像するのが好きです。想像がぴたりと当たったことはありません。当然、いいヒントを得た、と自分の話にしてしまいます。逆も多々あるのです。

『お金持ちの集団が経済で銀河を支配する』。これはおいしい題材じゃあない？　でも、小林さんは宗教関係は苦手だし、支配していく過程を書けるほど、まだ頭はよくありません。ここは一つ、余よ計けいなものはすっきりさせて、すでに銀河を支配している企業のお話にしてしまえーっ。ここに至いたります。

　こうして、この世界は生まれたのでした。同時期に【科法使い】という言葉を知ったということからの原因もあります。（出典が「チンプイ」だなんて誰が気づくのだろうか）

　大学一年の夏、第一章の半ばまで書いて、小林さんは自じ滅めつしました。なんてこと。書くのがこんなに辛つらい話だったなんて。頭がくらくらした小林さんはでえいっと投げ捨てました。原因は難しく書きすぎたせい。困った話ですが、世界説明を詰つめ込こもうとして、自分でがんじがらめになってしまったのでした。小林さんは自じ嘲ちようします。ふっ、どうせいつものことよ。最初に書いた文章は背伸びし過ぎて倒れてしまうのがオチだったわ。今回もそう。しかたがない、これはしばらく熟じゆく成せいさせようじゃないの。

　かくして、このお話はファイルの中で、一年半、惰だ眠みんをむさぼっていたのでした。ようやく世間さまの目に触ふれることになって、小林さんはほっとします。でも、安心するのはまだ早い。なんてったって、この話は三巻まで続く予定なのですから。果たして、この話は単なるファンタジー小説で終わってしまうのか、それともＳＦと見なしてよいものになるのか、それとも、なにともつかぬ代しろ物ものに変わってしまうのでしょうか。

　それは小林さんにも解わかりません。だって、まだ最後まで書いてないんですもの。それなのにあとがきだなんて。しくしく。


つづく



　第四回、こうごきたい。

　この話は、最初から最後まで名前に苦しめられたお話です。私が一番最初に決めたタイトル、「考える猫」は自滅した時に捨てました。なにを考えているのだか富士見さんが雑誌に掲載してくれた時、まずつけたのが「械潮音」。勿もち論ろん、「海潮音」にちなんで、なんですが、一いつ蹴しゆうされ、結局決まったのは「ベクトルの彼方で待ってて」でした。これは種ともこさんのアルバムタイトルをそのまま使用してしまったのですが、これの印象が強すぎて、これ以上は考え付かなくなってしまいました。本タイトルの影が薄うすい。

　タイトル談話ですが、なにやら気に入ってしまった会話をここで一つ。

「題名……やっぱり、猫型機械ですから、「ドラえもん」に対抗して、「どざえもん」ってーのはどうでしょう。クライマックスにジゼルがビールに酔よって、水みず瓶がめの中に落ちて、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつと唱となえながら死んでいくというー」

「（編集者）それ、本当に使いたいの？」

「…………」

　だって、「我輩は猫である」にちなんでなんて、かっこいいと思ったんだもの。でも、誰も判わかってくれないんだろうなー。





　　平成四年六月十八日




小林めぐみ









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部






「じゃ、解説よろしくねっ！」

　えーん、小林さんがいじめるぅ〜〜。

　そりやあ、たしかに編集者だって、いつも明るい声で、「あとがきよろしくね」って言うけどさ。編集者は文筆業じゃないんだよ〜〜う。

　というわけで──

『ねこのめ』である。『天秤の錯覚』である。

　一部には、〝な〟で始まるひらがな四文字ではないのか、とお怒りのむきもあるかもしれないが、知ったこっちゃないのである。だって、『ねこのめ』なんだからしかたがない。

　ちなみに本書は、『ねこたま』でデビューした小林めぐみの長編書き下ろし第三弾である（ただし、序章にあたる『ベクトルの彼方で待ってて』は、月刊ドラゴンマガジン一九九一年一一月号に掲けい載さいされた短編）。

　初めての〝つづきもの〟であるからして、みなさん引き続いてのご愛読をお願いしてしまうのである。

　ついでに、まだ本書を読んでいない方のためにひとことアドバイスしておこう。本書をパラパラめくると〈φフアイベクトル空間〉とか〈科法使い〉とか、見み慣なれぬ単語が並んでいて、〝なんか小こ難むずかしそうな本だな〟と思うかもしれない。でも、けっして小難しい本なんかではないので、単語の意味など気にせず読むように。読んでいくうちに、〝なんとなくこんなようなもんだ〟と分かってくるはずだ。それに、ここだけの話だが、作者だって正確な意味など知らないんじゃないかと編集者は疑っている。つまりは難しそうな単語の意味など気にせずとも楽しめる本なのだ。ゆえに、ともかく買って読みなさい（あ、これはアドバイスですよ）。

　もう読みおわって、〝続きはまだかあ！〟とお叫びのあなたに。ご心配なく。すでに原稿はできあがっています。あとは刊行のタイミングの調整だけ。数か月のうちには第二巻が書店店頭に並ぶはず（予定）。いましばらくお待ち下さい。（一九九二年八月現在）

　おまけのアドバイス。この文章のように語尾の統一のとれていない文章を学校の作文とかで書くと、滅点の対象となるので、けして真ま似ねしてはいけないのである。

　結論──『ねこのめ』はおもしろい。

　といったようなわけで……。

　しつこいようだが、いつもの文句でしめくくろう。

　作者を育てるのはひとえに読者の力。さあ、ともだちに勧すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう!!










ねこのめ①




天てん秤びんの錯さつ覚かく








小こ林ばやしめぐみ





[image: ]





平成26年7月19日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp





(C)Megumi Kobayashi, Hiroyuki Kato & Keisuke Goto 1992





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ねこのめ①　天秤の錯覚』平成4年8月25日初版発行















item/image/cover.jpg
RIDHD

XEDER

RS

47:(&\‘ e s

BEIRIFVIITNE





item/image/p077.jpg





item/image/p237.jpg
) &7/ \\\
7 4 \ ? \
77

\
|

AN
NN N\
/; "
/ i = N \
/] : =
i Y 2
7. Wi
T )
4 i \ S\
{m ]
} < \, ) ,/‘ \‘ §
) Al 3
A \ > 4 AONVZ/A \
AN - WA
o _ N \ ]
=W W ]
— ' \ \j ) ;
= o \ ) S\
=== =
\\
—
==

-

=
——

S

/v p = | = .
0/ . \ :
S\ 0 X N §\ 7

7 = et 7
N .





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p191.jpg





item/image/p145.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/p221.jpg





item/image/logo-fan.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		ベクトルの彼方で待ってて



		第一章　天秤の錯覚



		あとがき



		解説　編集部



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/k001.jpg
KREDH)
=l eI

L

V/4
7

U

77 W
E > ~
K 0‘\’/
|
A
e &
> IO ]
/ ///4; 7
5
( / A / / /
ALY PRI > %
{1 ER Y /N 50 4/ 7 £
TN 72\ = @
q “'\ ‘.),L‘ AR 1'0‘ I /£
s"} % I 1D
%
U /I 7
LU /1 N7/ N1/ 4574






item/image/p059.jpg





item/image/k004.jpg
e

N 7
Q “m‘r/j///,; 3






item/image/c08011.png





item/image/p097.jpg
w [
/\\\\N\ \,

hnlllw.f






item/image/p173.jpg





item/image/p123.jpg





item/image/k002-k003.jpg





